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情報メディア教育研究部門 

Infomedia Education Research Division

1 部門スタッフ 

教授 竹村 治雄 

：1982 年 3 大阪大学基 学部情報 学

科 業、1984 年 3 大阪大学大学 基 学研究

科 程 1987 年 3 大阪

大学大学 基 学研究科 程

学 同年 4 会 国 電 通信

基 研究所  (ATR) 、 イ・ティ・アール

通信システム研究所 1992 年 4 同 研究

員 1994 年 4 先端科学 大学 大学情報

科学研究科 教授 1998 年 10 1999 年 7

・トロント大学 員 教授 2001 年 4

大阪大学サイバーメディアセンター情報メ

ディア教育研究部門教授 IEEE、ACM、電子情報

通信学会、情報 学会、日 バー ル ア テ

ィ学会、 ュー ンインタ ェース学会、大学教育

学会、大学 語教育学会 会員 1987 年 学

（大阪大学）

特任教授（常勤） 上田 真由美  

：1998 年 3 関 大学総合情報学部 業、

2000 年 3 関 大学大学 総合情報学研究科

程 、2003 年 3 関 大学大学 総合情報学

研究科 程 同年4 大阪大学、

大学、 大学研究員 、2012 年 4

通科学大学総合 学部講 、2013 年 4 同

教授 2015 年 4 同 学部 教

授、2018 年 4 同教授 の 、2014 年 4

関 大学先端科学 推進機 員研究員、

2019 年 7 大阪大学サイバーメディアセンタ

ー 教授（ ） （情報学） IEEE、ACM、

電子情報通信学会、情報 学会、日 データ ー

ス学会、 ュー ンインタ ェース学会、 能

学会 会員

准教授 間下 以大 

：2001 年 3 大阪大学基 学部システム

学科 業 2003 年 3 大阪大学大学 基 学

研究科システム科学分 程 2006

年 3 大阪大学大学 基 学研究科システム科

学分 程 2006 年 4 大阪大学サ

イバーメディアセンター情報メディア教育研究部

門 研究員 2007 年 4 大阪大学 業科学研究

所 合 能メディア研究分 研究員 2008 年

4 大阪大学サイバーメディアセンター情報メデ

ィア教育研究部門 教 2012 年 10 2013 年

3 ースト ア・ ラー 科大学 員研究

員 2014 年 4 大阪大学サイバーメディアセ

ンター情報メディア教育研究部門講 2017 年 7

大阪大学サイバーメディアセンター情報メ

ディア教育研究部門 教授 （ 学） 電子情

報通信学会、情報 学会、IEEE 会員  

准教授 浦西 友樹 

：2004 年 3 業高等 門学 科

電子情報 学 2005 年 9 先端科学

大学 大学情報科学研究科 程

2008 年 3 先端科学 大学 大学情報科学

研究科 程 2008 年 4 日 学

会 研究員 PD 2009 年 4 先端科学

大学 大学情報科学研究科 教 2011 年 6

2012 年 6 ィンランド・ ル大学 員

研究教授 2012 年 10 大阪大学基 学研究科

教 2014 年 4 大学 学部 教 2016

年 4 大阪大学サイバーメディアセンター情

報メディア教育研究部門 教授 （ 学） 電

子情報通信学会、情報 学会、システム制 情報

学会、日 バー ル ア ティ学会、日 生

学会、IEEE 会員  

特任准教授（常勤） Jason Orlosky 

：2006 年ジ ージア 科大学電子 学部

業 2007 年 McKesson Provider Technologies

2011 年大阪大学基 学部 学生等
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2013 年同大学 情報科学研究科 程 学、

2016 年同 （情報科学） の 、日 学

会 研究員 (PD) 、2017 年サイバ

ーメディアセンター 教（ ）、2018 年サイ

バーメディアセンター 講 （ ）、2020 年

教授（ ）、 応 ー インタ ェースの

研究  

講師 東田 学 

：1989 年 3 業大学 学部 学科

業、1991 年 3 業大学大学 学研究科

学 程 、1997 年 3 大阪大学大学

基 学研究科 程 1994

年大阪大学大型計算機センター 、2000 年 4

大阪大学サイバーメディアセンター応用情報シス

テム研究部門 、2007 年 4 教 2013 年

4 同部門講 2014 年 10 大阪大学サ

イバーメディアセンター 情報メディア教育研究

部門講 （ 学）  

講師 白井 詩沙香 

：2007 年 子大学生 環境学部情報

メディア学科 業（学 ） 3 年 の企業

、2010 年 子大学大学 生 環境

学研究科 学 2015 年同大学 同研究科

程 （情報メディア学） 2015 年 同大

学生 環境学部生 環境学科 教 、2018 年

大阪大学サイバーメディアセンター情報メデ

ィア教育研究部門講 ュー ンコンピュータ

インタラクシ ン、教育 学、情報科学教育 関

研究 情報 学会、コンピュータ利用教

育学会、日 学会、日 教育 学会、日

情報科教育学会、教育システム情報学会、ACM、

IEEE 会員  

特任助教（常勤） Nattaon Techasarntikul 

：2011 年 3 タイ、 ンクット 科大学

トン 計算機 学 業 教育用 Web ームの

開 業 2017 年 3 大阪大学大学 情

報科学研究科情報システム 学 程

2020 年 3 同大学 同研究科 程 同年、

大阪大学サイバーメディアセンター情報メディア

教育部門 研究員 2020 年 10 大阪大学サ

イバーメディアセンター情報メディア教育研究部

門 教 （情報科学） ュー ンコンピ

ュータインタラクシ ン、 実、バー ル

ア ティー、機 学習の研究  

 

2 教育・研究概要 

2.1 教育の概要 

基 学部情報科学科 業研究、

大学 情報科学研究科 ・

程の研究 、 の講

、 学 情報科学

分 教育  

全学共通教育の情報 教育科目の 学部 情

報 会基 （ ）、基盤教 科目の 情報

門 （ ） 、インター シ

ル ッジの共通教育科目 Data Processing Skills

（ ） 語  

基 学部の 門科目 、情報科学 説（

、 ）、 情報 者 会 （ ）、 ュー

ン・コンピュータ・インタラクシ ン （ 、

）、情報 学 PBL (情報 学 A) 情報 学 PBL

（情報 学 B）（ ）、情報科学 ミ ール A

情報科学 ミ ール B （ ）  

情報科学研究科の 門科目 、 システムイン

タ ェース 計 （ 、 ）、 情報

（ ）、 インタラクティ 成 学 習 イ

ンタラクティ 成 学基 習 （ 、

）  

 2.2 研究の概要 

部門 、情報メディアのインタ ェース

、情報メディア環境 ッド

ントディスプ イ (HMD) の応用 、情報メデ

ィア環境の計 情報メディア 用 e-

Learning 関 の研究 実 、情

報メディア 用 教育環境の高度

目  

インタ ェース 関 、環境 ー

インタ ェース

3 次 ー インタ ェース 実 

(Augmented Reality, AR) の研究開
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 生 の情報メディア応用 、

関 研究開 実

計 関 、 環境の 学 、

学 性 の計 ・シミュ ーシ ン の研究

開 実  

e-Learning 関 、学習支援システム

果 ー インタ ェースの研究開 、語

学教育 情報科学教育 学習環境

デ イン開 、授業 の開 ・実 研究

、 年 センシン

用 MMLA (Multimodal Learnig Analytics) の研

究 実  

の研究 集大成 、先端

情報メディア教育環境の

 

3 教育・研究等に係る全学支援 

3.1 情報処理教育環境の維持・管理 

2022 年度 、VMWare の Virtual Desktop 

Infrastructure(VDI) 利用 情報教育システムの

・ 情報教育システム 同

820 ライセンス 教室内 所

のコンピュータ サイバー の端

サー ス 利用 PC 用教育の 実

、端 イメージメンテ ンスコストの

、 PC の 応 実  

e-Learning コンテン 、INFOSS 情報

2022 年度 、情報 デジタル デ 集

1 7、 ーワード 学 情報トピック 2022、

MS Officeの 学 習 ト ェア ロー 全教

員・学生 利用 、

サー スの 、FD の 環

、 システム Maple

Mathematica の講習会 年度 ン

ライン 、開催 開催日 者

の  

 2022 年 10 21 日 Maple 講習会 （ ンライ

ン） 12  

 2022 年 11 17 日 Mathematica 講習会 （ ン

ライン） 12  

報・ガイ ンス 動 、情報教育シ

ステムの 情報等 信 、

ニュアルの 、サー スの

 

3.2 e-learning の運用・利用者支援 

2022 年度 Blackboard Learn 9.1 用 授業支

援 シ ス テ ム CLE (Collaboration and Learning 

Environment) クラ ドサー ス

2020 年度 コロ 、全学 成員

の大部分 利用 状況 、大規模

システム 稼働 門 応用

の 2 の講習会 ンライン

、教員 TA 講 能

CLE 利用の 進 、CLE

利用 能 日 語 応 ェック ール

Turnitin 、学生の 出 ポートの

ェック 能 サー ス 、

授業 のコミュニティ機能 用 、 ル

ープ の情報共 機能のサー ス

2022 年度 Blackboard Learn のイン

タ ェース Ultra インタ ェース

、 ー の使 の

 

 2022 年 10 4 日 Turnitin 講習会（ ンライ

ン） 7  

 通年・ ンデ ンド：CLE 講習会（ 門 ） 

81  

 通年・ ンデ ンド：CLE 講習会（応用 ） 

62  

 通年・ ンデ ンド：メディア授業講習会 48

 

講 動 信システム Echo360 、

ン スライセンス 学 制

の 能 教員

の PC 用 講 能 Universal Capture 

(図 3.1) SLiCS センター 全学教育推進機

協 FD セミ ー

、授業 ンライン の
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図 3.1 Universal Capture 

  

3.3 クラウドメールサービスの運用・利用者支援 

2014 年 3 開 、 イクロ トの

Office365 用 部クラ ドメールサー スの

運用 Deepmail 用 来の

ューシ ン ライセンス 用の大

信メール の イクロ ト ィ

ス・ ェ アプ の利用 のサー ス

サー スの 者 全学生 、サイ

バー 実 科目の授業 教員 （

の授業 教員 利用 ）

、同サー ス メール機能

業・ 利用 、2014 年 3 の

業生・ 生 実 サー ス

生のメールのドメイン ecs.osaka-u.ac.jp

、 業・ 動 alumni.osaka-u.ac.jp

Office365 のテ ント機能 メールスプ

ール 2019 年 3

の 開 、セ ュリティの向上に努めた。 

3.4 初年次必修の一般情報教育科目の運営 
授業 Societ5.0 年次 の

情報教育科目 、全学教育推進機 開講

部 、 部門 教 の 運営 、

学部 情報 会基 、 学部 情

報科学基 開講 授業の 、

2 コ 、同 型の 面授業 同 型のメデ

ィア授業 成 ンド型授業 開講

2022 年度 型コロ イル

ス の 、全授業 メディア授

業 、 授業の 講 ニュアルの ・

、 CLE 利用 授業

講 生 、スムー 授業

授業 授業 動画

習 習 合 授業 実

（図 3.2）、授業 、SaaS のプロ ラミン

学習環境 Ed の 用 プロ ラミン 習

2022 年度 全授業 ンライン

、授業アン ートの 果 総 高

、 教 CLE の の教育学習支援シス

テム 講生 メディア授業

環境  

 

図 3.2 コース教 の  

 

4 2022 年度研究業績 

4.1 ユーザインタフェースに関する研究 

先進 情報メディアシステム 関 、3D

ー インタ ェース AR システム 関 研究

実 研究 目 の

 

 VRick Glove: ロック

ィードバック VR ロー  

 シー の タイミン 教 情

報 の  

 計画 用 ドロ

ーン VR 用 ラ ライ ー 習シ

ステムの  

 バー ル の 験 の

果の  

 の 動 基 の

の アルタイム教  

 アニメーシ ン 果の 動 の

度 度の推 支援  

 用 ス ート ン 内

― 8 ―



インタ ェース 

 VR 3 次 動インタ ェース 

 プロジェクシ ン ッピン 用 ール

の ック ーム学習支援 

 プロ ラの 用 進

の 能 型デバイス 

 

図 4.1 アニメーシ ン 果の 動

の 度 度の推 支援  

4.2 HMD の応用に関する研究 

環境 の計 ・ 、情報

、HMD 用 情報 関

研究 実 研究 目 の

通  

 実アプ の の 動

ラ ルシステム（ 図） 

 情報 3 次 デル 作 

 言語学習の の 語

システム 

 学 型 ッド ントディスプ イ

 

 

図 4.2  a) メニューの  b) 環境

の In-Situ メニューシステム  c) AR 用の

ワーク ローアプ  d) AR 用の用 ストアプ

（ ） AR 用の言語学習アプ （ ） 

4.3 コンピュータビジョンに関する研究 

環境 の 状 の計 メディア

環境 、計算機

計 果 利用 の

シミュ ート 2022 年度

の 目 研究 実  

 分 能 ン ン 用 明 の

画 生成 

 ールド 状 ル ン の

度推  

 
図 4.3 分 能 ン ン 用 明

の 画 生成 

4.4 教育学習支援に関する研究  

教育学習支援 関 研究 、教育学習支

援システム 果 ー インタ ェー

スの研究開 、語学教育 情報科学教育

学習環境デ イン、授業 の開 ・実

研究 、 部門 部科学

Society5.0 実 研究 支援 業 ライ デ イ

ン・イ ーシ ン研究 の研究プロジェクト

の 1 来の学 支援プロジェクト

画 、 e-Learning 協 学習

、 センサ 用 学習者の 動 状

ル ー ル計 ・分析 、学習者の状 推

、学習支援 研究 推進 学習

環境・教授 の開 デンス ル の

、先端 情報メディア教育環境の

目  

 協 学習支援の の 合 実 用

性度  

 ームプ イ の ー の 言語情報 基

集 度推 デル 

 
図 4.4 ル ー ル・ラーニン ・ア テ

ィクス 関 研究  
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5 社会貢献に関する業績 

5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

 情報 学会 教員 状 講習 講 （ ） 

 高度ポ テクセンター 者 業 （能

開 セミ ー）講 （ ） 

5.1.2 研究部門公開 

 （ ンライン開催）, 2022 年 5 1 日 

 高 高 の研究室訪 , 者9 , 2022年

11 8 日 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

 日 バー ル ア ティ学会 合 実 研

究委員会  

 日 バー ル ア ティ学会 議員 ICAT

運営委員 

 ュー ンインタ ェース学会 議員  

 電子情報通信学会 メディア クス ン

ス・バー ル環境基 研究会 門委員 

 情報 学会 教育学習支援情報システム研究

会  

 日 バー ル ア ティ学会会  

 ープン・ デュ ーシ ン・ジ ン  

（  ） 

 システム制 情報学会 業委員 

 日 バー ル ア ティ学会 学会誌委員 

 日 バー ル ア ティ学会 合 実 研

究委員会 委員 

 IVRC2022 委員 

 情報 学会 会誌 集委員会 委員 

 画 の ・ シンポジ ム MIRU 推進委員

会  

 情報 学会 教育学習支援情報システム研究

運営委員会 委員 

 情報 学会 コンピュータ ジ ン イメー

ジメディア研究会  

（  ） 

 情報メディア学会 集委員 

 情報 学会 SIG-MPS 運営委員 

（  ） 

 情報 学会 会誌 集委員会（教育分 /EWG）

 

 部科学 高等教育  大学教育のデジタライ

ーシ ン・イニシアティ （ス ーム D）ス

テア ン ・コミッティ委員情報 学会 コン

ピュータ 教育研究会  

 情報 学会デジタルプラクティスコー ー

委員会委員 

 情報 学会 コンピュータ 教育研究会（CE）

運営委員 

（  ） 

5.2.2 国際会議への参画 

 IEEE  International Symposium on Mixed and 

Augmented Reality (ISMAR), Steering Committee

（ ） 

 WCCE2022 (World Conference on Computers in 

Education 2022) Steering Committee ( ) 

5.2.3 学会表彰 

 情報 学会 2022 年度学会 動 （ ） 

企業 の共同研究 

 イ ン 業 会 （ ） 

5.2.4 学外での講演 

 , 和 年度 高等学 情報Ⅰ ン

ライン学習会, 部科学 等 等教育 学

デジタル プロジェクト ーム, 2023 年 2 2 日 

5.2.5 プロジェクト活動 

 科学研究  国 共同研究 (B) Aerial-

Terrestrial-Aquatic Robots for Search and Rescue in 

an ATA Extreme Environment（ 表: ラサミー） 

: 20KK0086 

 使  Ratsamee Photchara 研究 成  

MBZIRC 国 ロ ット大会（ 表: ラサミー） 

 J189903005 

 科学研究  基盤研究 C 基

分 分 推 （ 表: ） 

: 21K11962 

 大阪大学データ ティ ロンティア機  

(IDS) 学 共 プロジェクト スポー クライミ

ン 支援情報  ( 表: ) 

 JST CREST 3D 画 AI
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支援システムの （分 : ） 

 科学研究  基盤研究 B Development of

Cognitive Symbiosis in Virtual Agents to Improve

Remote Classroom Learning Outcomes （ 表：

Orlosky, 分 ： ） : 21H03482

 科学研究  研究( ) 高大

プロ ラミン 能 の の能動

学習支援環境 授業開 （ 表：

、分 ： 、 ） :21K18505

 科学研究  基盤研究 B 学 e ラーニン

の の ニバーサル 学習環境の

（ 表： ） :19H01733

 科学研究  研究( ) ンガ教

学習 程の生 情報 析 基 応型

学習システムの （ 表： ）

:19K21763

 科学研究  基盤研究 A 会 能 の

の育成 教育 果の

（分 ： ）  19H00619

 科学研究  基盤研究 A 程 析

ラーニン の分析・

計・運用 関 総合研究（分 ： ） 

 21H04412

 Society5.0 実 研究 支援 業 来の学

支援プロジェクト（分 : , ）

 科学研究  基盤研究 C 大規模

応 能 3 次 ッ ン

（ 表: ） :  21K12030

6 2022 年度研究発表論文一覧 

6.1 学会論文誌 

1. 大 和 , 樹, , Photchara Ratsamee,

学, , , “ ールド

度 ル ン の 動

度推 ,” 日 バー ル ア ティ学会

誌, vol. 27, no. 4, pp. 331-340, 2022.

2. G. Zhao, J. Orlosky, S. Feiner, P. Ratsamee and Y.

Uranishi, “Mitigation of VR Sickness during

Locomotion with a Motion-Based Dynamic Vision

Modulator,” IEEE Transactions on Visualization

and Computer Graphics (Early Access), pp. 1-13,

2022. 

3. K. Tamata, T. Mashita, "Feature Description with

Feature Point Registration Error using Local and

Global Point Cloud Encoders," IEICE

Transactions on Information and Systems, vol.

E105-D, no. 1, pp. 134-140, 2022.

4. S. Shoman, T. Mashita, A. Plopski, P. Ratsamee, Y.

Uranishi, "Real-to-Synthetic Feature Transform

for Illumination Invariant Camera Localization,"

IEEE Computer Graphics and Applications, vol. 42,

no. 1, pp. 47-55, 2022.

6.2 国際会議会議録（査読あり） 

1. L. Zhang, P. Ratsamee, B. Wang, M. Higashida, Y.

Uranishi and H. Takemura, “Panoptic-based

Object Style-Align for Thermal-to-Color Image

Translation,” IEEE/CVF Winter Conference on

Applications of Computer Vision (WACV2023),

Waikoloa, HW, USA, 2023. 

2. T. Fukui and S. Shirai, "Development of Online 

Support Tools for Creating STEM Educational

Materials," 2022 IEEE International Conference

on Teaching, Assessment and Learning for

Engineering (TALE), Hung Hom, Hong Kong,

2022, pp. 736-739.

3. D. Soto, S. Shirai, M. Ueda, M. Higashida and H.

Takemura, "The Adoption of Learning Analytics in 

Higher Education: An Exploratory Study in the

Dominican Republic," The 13th International

Learning Analytics and Knowledge Conference

(LAK23), Texas, USA, 2023, pp. 77-79.

4. L. Zhang, P. Ratsamee, Y. Uranishi, M. Higashida

and H. Takemura, “Thermal-to-Color Image

Translation for Enhancing Visual Odometry of

Thermal Vision,” The 2022 IEEE International

Symposium on Safety, Security, and Rescue

Robotics (SSRR2022), Seville, Spain, 2022.

5. D. Lim, S. Shirai, J. Orlosky, P. Ratsamee, Y.

Uranishi and H. Takemura, "Exploring Three-

Dimensional Locomotion Techniques in Virtual

Reality," 2022 IEEE International Symposium on
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Mixed and Augmented Reality Adjunct (ISMAR-

Adjunct), Singapore, Singapore, 2022, pp. 501-502. 

6. D. Hirobe, Y. Uranishi, J. Orlosky, S. Shirai, P. 

Ratsamee and H. Takemura, "Objective 

Measurements of Background Color Shifts Caused 

by Optical See-Through Head-Mounted Displays," 

2022 IEEE International Symposium on Mixed 

and Augmented Reality Adjunct (ISMAR-

Adjunct), Singapore, Singapore, 2022, pp. 389-390. 

7. Y. Kitamura, K. Hirose, S. Kanemune, T. Nishida 

and S. Shirai, "How Elementary School Students 

Experienced Algorithms: Using Sorting 

Algorithms Online Learning Tool," World 

Conference on Computers in Education (IFIP 

WCCE 2022), Hiroshima, Japan, 2022. 

8. D. Lim, S. Shirai, J. Orlosky, P. Ratsamee, Y. 

Uranishi and H. Takemura, "Evaluation of User 

Interfaces for Three-Dimensional Locomotion in 

Virtual Reality," Symposium on Spatial User 

Interaction (SUI ’22), New York, USA, 2022, pp. 

1–9. 

9. D. Hirobe, Y. Uranishi, J. Orlosky, S. Shirai, P. 

Ratsamee and H. Takemura, "Characteristics of 

Background Color Shifts Caused by Optical See-

Through Head-Mounted Displays," International 

Conference on Artificial Reality and Telexistence 

and Eurographics Symposium on Virtual 

Environments (ICAT-EGVE 2022), Yokohama, 

Japan, 2022, pp. 139-147. 

6.3 国際会議発表（査読なし） 

 

6.4 口頭発表 (国内研究会など)  

1. , , , "

講 動画 応 表 システムの

," 情報 学会 85 全国大会, no. 1, pp. 

437-438, 2023. 

2. , , , , "

日 語 GUI ル ー ル

の試作," 情報 学会 85

全国大会, no. 1, pp. 785-786, 2023. 

3. , 樹, , “ 分 能 ン

ン 用 明 の 画 生

成,” 情報 学会コンピュータ ジ ン

イメージメディア (CVIM), vol. 2023-CVIM-

232, no. 23, pp. 1-8, 2023. 

4. 学, David Enmanuel Soto Campusano, 

, , "データサイ ンスの

コシステム 能 プロ ラミン

授業環境の ", 情報 学会 研究報告教

育学習支援情報システム（CLE）, vol. 2022-

CLE-37, vol. 2022, no. 8, pp.1-7, 2022. 

5. , , , "情報

学会 誌 教育 コンピュータ  

Moodle3 用 システムの ," 

日 ムードル協会全国大会(2022) 表

集 , pp. 32-42, 2022. 

6. , , , " 学 eラー

ニン の の ッ

テ スト ディタの試作 ," 情報

学会  研究報告教育学習支援情報システム 

(CLE), vol. 2022-CLE-36, no. 2, pp. 1-6, 2022. 

7. , 生, 進, ,  

, "CS アンプラ ド 用 ート

アル ム ンライン学習教 の開 ," 情

報 学会  研究報告コンピュータ 教育 

(CE), vol. 2022-CE-163, no. 4, pp. 1-7, 2022. 

8. , , 子 , Orlosky 

Jason, , , 樹, 

, " ンガ教 書 の アルタイム

度推 ート ップ分 能の

," 27 日 バー ル ア ティ学

会大会 集, 3F1-5, 2022. 

9. , 樹, Photchara  Ratsamee, 

学, , “プロジェクシ ン ッピン

用 ールの ック ーム学習支

援,” 66 システム制 情報学会研究 表

講 会 集, 312-4, 2022. 

 

6.5 解説記事 
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6.6 2022 年度特別研究報告・修士論文・博士論文 

6.6.1 博士論文 

1. Guanghan Zhao, Real-Time Adaptive Rendering 

for Locomotion in Virtual and Augmented 

Realities 

2. Tao Tao, Interactive Visualization for Watching 

Rapid and Occluded VR Sports Videos 

6.6.2 修士論文 

1.  弘, 計画 用

ドローン 

2.  , 分 能 ン ン 用

明 の 画 生成 

3. 高  樹, シー の タイミン

教 情報 の  

4. 高  , 協 学習支援の の 合 実

用 性度  

5.  , 3D Bin Packing  

学習の  

6.  , VRick Glove: ロック

ィードバック VR

ロー  

 

6.6.3 特別研究報告 

1.  , VR 用 ラ ライ ー

習システムの  

2. 和  , の 動

基 の の アルタイム教  

3.  , 用 ス ート

ン 内インタ ェース 

4.  , ームプ イ の ー の 言

語情報 基 集 度推 デル 

5.  浩 , アニメーシ ン 果の

動 の 度 度の推 支援  

6.  , バー ル の 験

の 果の  
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教育支援研究部門 

anguage Education u ort Research Division 
 

1  部門スタッフ 
教授 岩居 弘樹 

：1989 年 学習 大学大学 科学研究科ド

イ 学 程 大学講 、

館大学 教授・教授 、2001 年大阪大学サイ

バーメディアセンター 教授 2004 年 2018 年

5 大阪大学 大学教育実 センター、全学教

育推進機 教授、2018 年 6 サイバーメディア

センター教授 国語メディア教育学会、コンピュ

ータ利用教育学会、日 教育 学会、日 学会

会員  

 

教授 大   

：2004 年 3 大阪大学大学 言語 研究科

程 学（2007 年 3 言語 学

（大阪大学大学 言語 研究科）） 2017

年 4 大阪大学サイバーメディアセンター 教

授 日 学会ドイ 語教育部会、e-Learning 教育

学会、 国語教育メディア学会、コンピュータ利用

教育学会 会員  

 

2  教育・研究概要 
部門 、 国語学習の 果 高 iPad

MacBook Air PLS(Playful Learning 

Studio) 、運営 、ス ート

ン・タ ット ICT 機 用 教育研

究・教 開  

 

2.1  I T 活用 た教育研究 

 部門 、 学研究科（言語 学 ）の授

業の 、全学教育推進機 の語学の授業

教育の ICT 機 用

授業 関 研究 アプ ーシ ン

使 教育研究  

 ロイロ ート・スクール、Flip 、

Bookwidgets、Kahoot!、Quizlet、oVice 教

育 ール ワークシ ップ等 、 の教員

ール 使 教育 情報 コンテ

ン の共  

 

2.1.1  イ ー ・ス ー 活用 

 ロイロ ート・スクール 学習者 分 の

共 、教員 出

機能  

 

 

 教員 、学生 、テ スト

、画 、動画 教員 学

生 PLS の端 、タ ット、ス 等 のデバイ

ス 利用  

 授業の 共 、学

生 、 分 の学習 次

進 、

の 、 習

見  

 

2.1.2  li ・o ice 用 た ン イン  

 Flip(https://info.flip.com/en-us.html) Microsoft

動画 使 ーシ ルラーニン サー

ス Flip 動画

、 、 アクシ ン プライ

の  
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 国語 学習 、ネイティ 者 コミュ

ニ ーシ ン 言

、実 言語のネイティ

者 、 の の

Flip 使 、 の

、 のタイムラ

学習言語 のコミュニ ーシ ン 実

2022 年度 ドイ の ッ ム大学 アー ン

科大学 日 語 学習 学生 大阪大学のドイ

語学習者 デ

、大阪大学 日 の 日 の

、学内の 所 日 語 ドイ 語

デ 、ドイ の学生 見

ドイ 信のコメント ドイ 語

、学習の ーシ ン 、ドイ

語 動 見  

 

 Flip 、oVice 使 、学

4 5 、日 の （ドイ の ）

アルタイム ンライン 実  

 

2.2  研究の概要 

2.2.1 発 習 ステ  T la  

 国語の授業、 国語の 合、 習

、授業 習

、 習

学生 学生の 、 の

の 、 の

ーシ ン 状

況 開 、 機能 合成機能

用 進システム ST lab 開  

システム 、 、

作 習 作成

 

 

教 の 作成画面 

2022 年度 、学生 国語 内

、 習 学 機能

実  

ST lab 16 言語 応 、 の

、高 、

PC、 ス 、タ ット 機 応 、

学生 度 習 環境

システム 、日 国内の の大学

、45 の教育機関 利用  

 

3  教育・研究等に係る全学支援 
2000 年 4 CALL(Computer Assisted Language 

Learning)教室の 運営、教育用 ト ェア、

コンテン の開 、 、 講習会 通
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教育支援 実 、2022 年度 アクテ

ィ ・ラーニン 、協働学習 実 のPlayful 

Learning Studio 教室環境  

 

3.1 の管理運  

PLS MacBook Air60 部 2 教

室(PLS+a, PLS+c) iPad 30 、60 、35

部 3 教室(PLS+b, PLS+d, PLS+e) 、

PLS+b, d, e 動 のデスク プロジェクター

、 の学習目 合

利用 環境  

 

3.2  用のための講習会の  

PLS 授業 使用 教員 ティー ン ・ア

シスタント(TA) 講習会 、 の授

業開 実 、教室 の利用

規 共 、実 の授業

実習  

 

 

 

4  2022 年度研究業績 
4.1  学 論文 報告 

4.1.1 学 論文（査読あり） 

岩居弘樹(2023) 大学 言語学習

の ―ICT 支援 ンライン開講の

試 能性―  言語・ 言語教育研究 

No.10, pp.124-139. 

・ ・大 (2022) メタバース

・ 語学学

習 Mozilla Hubs 用 大学の 国語

授業 実 コンピュータ デュ

ーシ ン 53 pp31-36. 

4.2  学会発表 

大 Google Classroom+ ンデ ンド

授業の実 報告 国語教育メディア学会関

支部 2022 年度 研究大会 2022/6/26 

大 授業 の ドイ 語プ ン

テーシ ン 2022 PC ン ンス

2022/8/12 

・ ・大 VR 内 の

動 験 国語教育

2022PC ン ンス 2022/8/13 

大 ICT 用 ドイ 語授業

学習 協働学習 関 大学 学

会 2022 年度 114 研究 表会 2022/11/20 

大 ・ メタバースプラット ーム

ENGAGE 用 授業の試 JACTFL 

11 シンポジ ム 2023/3/12 

和・ 子・大 高等学

STEAM 教育 情報科授業の実

e-Learning 教育学会 21 研究大会

2023/3/18 

 

5  社会貢献に関する業績 
5.1  学会活動 

5.1.1  国内学会における活動 

e-Learning 教育学会会 、 （大 ） 

 

5.2  講演 

Iwai, Hiroki. “ Deutschlernen mit Videoaustausch”, 

Koreanische Gesellschaft für Deutsch als 

Fremdsprache 19. Internationales Symposium, 

2022/4/22 

岩居弘樹 の学 の ンライン授

業の , 総合教育センター

研 会, 2022/8/17 

岩居弘樹 ィ コロ の ICT 用 大学

授業の 学生の能動 学 目

, 大阪 内 プラット ーム

催 2022 年度 FD 研 , 2022/9/28 
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岩居弘樹 タ ット  国語学習の

能性 , SpringX 学 , 2022/12/7 

 

5.3  ー ョッ  

岩居弘樹・大 +α 会 ,  2022/4/1  

2023/3/31 開催 67 ・ 者 158  

 

5.4  社会貢献 

子 学 6 年生

ンライン 言語学習 の プロジェクト

実 （2022 年 9 2022 年 11 ） の

プロジェクト 、大阪大学の 学生 サポー

ト 合計 7 言語（ドイ 語、インド

ネシア語、 国語、 国語、 ルシ 語、ロシア語、

タイ語） ト ーニ

ン 子 学習 言 授業

習 、 デ 学習成果

 

 

、2023 年 2 学 1 年生

言語学習 実 17 言語の ロシ

ア語の 学習  

 

5.5  大 大学の 講  2022 nline  

学習のススメ の  

2022 年 9 10 日、10 16 日、11 20 日、12

11 日の 4 、サイバーメディアセンター 学研

究科 の共催 、 講  2022 言語

学習のススメ 開催 の学習日

（Zoom ンライン学習） の デ

学習 の言語 等の表 学

言語学習 の講 実

国語 学 、 国の

テー 、 通

ール ス ート ン タ

ットの動画 機能 用

動画 動画共 アプ(Flip) アップロー

ド 、 講者同 講 の 験

 

、 者 、

12 講 実 国語、ロシア語、

ルシア語の 学習講 分の

国語 書 験  

 

大阪大学 の教育機関の 国語教員

、ネイティ スピー ーの 学生 講 ・TA

、13 の 国語コース

の 50 講

Zoom ンライン講 の 子 

言語 講 ・TA 

ドイ 語 岩居弘樹、大 （サイ

バーメディアセンター） 

（ 学研究科）、

Jens Hömann 

インドネシア語 ーガット・ク スタント

（ 大学 ） 

デン ーク語 大 （ 学研究科） 

ンディー語 樹（ 学研究科） 

ランス語 岩 （サイバーメディア

センター） 

ルシア語 メラサ・ア デ（大阪国

科 門 大学） 

ロシア語 （ 国語学部） 

テ ー ・ポポ

（ 学生） 

国語 ム ンミン（ 学生） 

国語 （ 学生）、  

（ 学生） 
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ス イン語  

トルコ語 ク ライ アスル（ 学生） 

タミル語 シ ランニ  

タイ語 テ サンティクーン タ

ン（サイバーメディアセ

ンター） 

2022 年度 面開催 、全 の

講 Zoom ンライン開催 の

果 講生 学生 70 の

、日 講 の 、

実 講  

 

講生 学習 内

、講 協 学習内 ンライン

の 公開  

(https://read.bookcreator.com/library/-

MgPK3yY_7GNKIZNxO_9) 

 

  言語教育支援研究部門 、大阪大学

国語教育 ース 用 の

の 通 、 情報の共 、

の 展、 性
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大規模計算科学研究部門
Large-Scale Computational Science Division

1 部門スタッフ
教授菊池誠

略歴: 1986年 3月東北大学大学院理学研究科物理
学専攻博士後期課程修了，1987年 2月大阪大学
理学部物理学科助手，1993年 8月同助教授 (改組
により，現在，大阪大学大学院理学研究科)，2000
年 4月より，大阪大学サイバーメディアセンター
大規模計算科学研究部門教授．日本物理学会会
員．理学博士．

((C) 水玉蛍之丞)

准教授吉野元
略歴: 1996年 3月筑波大学大学院博士課程物理
学研究科修了，1995年 4月日本学術振興会特別
研究員 DC2 (1996年 4月同 PD)，1997年 4月日
本学術振興会特別研究員 PD，2000年 4月 CEA
Saclay研究所ポストドク研究員，2001年 1月大
阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻助手
(2007年 4月同助教)，2014年 4月より，大規模
計算科学研究部門准教授日本物理学会会員．博
士 (物理学)．

2 教育・研究概要
本年度は以下の学内の講義を担当した．

(1)共通教育・情報処理教育科目
計算機シミュレーション入門 (菊池)

(2)理学部専門科目
統計力学 1 (物理学科，菊池)
統計力学 1演義 (物理学科，菊池)
力学 1 (物理学科，吉野)
力学 1演義 (物理学科，吉野)
物理学特別研究 (物理学科，菊池・吉野)

(3)大学院理学研究科科目
多体問題セミナー (物理学専攻，菊池・吉野)
統計物理学特別セミナー (物理学専攻，菊池・吉野)

2.1 修士論文
(1) Seoktam Jeon ”Simulations of teacher-student sce-

nario in deep neural networks” (大学院理学研究科
物理学専攻)

2.2 研究概要
本部門の研究分野をひとことでまとめると学際計算
物理学である．統計力学や非線形動力学の理論を基礎
とし，計算機シミュレーションなどの計算物理学的手
法を用いて，物理学と生物学・情報科学・物質科学と
の学際領域の研究に取り組んでいる．内容はソフトマ
ターから，固体物理や情報統計力学にまたがるランダ
ム系の物理，生命現象の物理に関する理論と数値シミュ
レーションである．現在は特にコロイド粒子系や磁性
体におけるガラス状態，ジャミング転移の研究，また深
層ニューラルネットワークによる機械学習のメカニズ
ムに関する統計力学的解析，生命現象特に遺伝子制御
ネットワークの進化，タンパク質の折れたたみを中心
に研究を進めている．また，モンテカルロシミュレー
ションの拡張 (拡張アンサンブル法)とそれをもちいた
レア・イベントのサンプリングについても研究を行っ
ている．

3 教育・研究等に関わる全学支援
サイバーメディアセンター高性能計算機委員会，大規

模計算機システム利用講習会「OpenMP入門」，高校生
のためのスーパーコンピューティング・コンテスト，共
通教育科目「計算機シミュレーション入門」担当など．
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4 2022年度研究業績
4.1 情報統計力学
4.1.1 深層ニューラルネットワークの統計力学
機械学習は，情報統計力学において歴史的に重要な
テーマであるが，深層ニューラルネットワーク (DNN)を
用いた機械学習の応用上の大成功は，全く新たな基礎的
問題を投げかけている．特に重要な問題の一つは，over-
parametrizationの問題である．DNNにおいては，デー
タ数よりもパラーメータ数の方が何桁も大きい over-
parametrizationと呼ばれる異常な状況でしばしば学習
が行われる．これは少数のパラーメターで多数のデー
タを記述することを目指す従来のモデリングとはセン
スが真逆である，なぜこのような荒唐無稽に見える学
習が実際上有意な結果を産むのかは大変興味深い問題
である．我々は，深層パーセプトロンネットワークの
学習について統計力学的な解析を，レプリカ法に基づ
く理論解析および数値シミュレーションによる解析の
２つのアプローチによって行って来た．想定した学習
のシナリオは (i)ランダムなデータを丸暗記させる (ラ
ンダム制約充足問題の一つ．ガラス・ジャミングの物
理と関係),(ii)教師-生徒シナリオでの学習 (統計的推定
問題の一つ，結晶化の物理と関係）である．どちらも
機械学習の情報統計力学的な解析において標準的なシ
ナリオである．理論的には E. Gardnerらが 1980年代
後半に単一のパーセプトロンに関してこれらのシナリ
オに関するレプリカ理論解析に成功していた．DNNに
これを拡張することは長く待たれていたがこれまでは
極めて困難な問題とされていた．我々のこれまでの理
論および数値解析の結果，いずれのシナリオでも学習
データの増大とともに許される DNNの配位空間が狭
まってゆくが，ネットワークの両端付近ほどそれが顕
著で，逆にネットワーク中央付近には「遊び」が多く
残されることが明らかになった．この遊びが生じるの
は over-parametrizationのためである．レプリカ理論で
は，両端付近に「固体」相，中央に「液体」相が出現
することが示されていた．ここでの「固体」は (i)ラン
ダムシナリオでは「ガラス」，(ii)教師-生徒シナリオで
は「結晶」である．
今年度，上記のレプリカ理論 (H. Yoshino, SciPost

Physics Core 2.2 (2020) 005) が「密結合」と呼ぶ極限
で厳密になることを示した．ここで，密結合とはパー
セプトロンの入力の数を c，ネットワークの幅をN と
したとき，1 ! c ! N となるような極限である．この
場合に，ネットワーク内で複数の層を経由して閉じる
相互作用ループの寄与が無視でき，H. Yoshino(2020)で
得られた自由エネルギーの表式が厳密になることを示
した．一方，現実の系ではこの「密結合」に対するルー

プ補正が重要になる．一つは，現実のネットワークの
幅 N が有限であることによる有限サイズ効果である．
もう一つは，現実のデータがもつ「有限次元効果」で
ある．例えば手書きのアルファベット文字の画像デー
タを集めた MNIST では，一枚あたり N = 784 ピク
セルのデータがあるが，実効的な次元は D ∼ 14程度
であることが知られている．これは当然ながらピクセ
ル間に強い相関があることを示唆している．この有限
次元 Dの効果を hidden manifold model(Goldt-Mezard-
Krzakala-Zdevolova(2020))を我々のモデルに組み込む
ことによって考察した．その結果，これも有限幅N 効
果と同様に，ループ補正をもたらすことがわかった．こ
のことから，有限幅N の効果と，有限次元Dの効果は
同じように現れることが期待される．実際，このこと
を下記の数値シミュレーションによって確かめること
ができた．以上の結果を踏まえ，論文を作成した．(H.
Yoshino, arXiv:2302.07419)上記の「密結合」は以前の
研究 H. Yoshino (2020)の時点では気がついていなかっ
たことである．DNNの統計力学で，厳密に解ける模型
が得られたことの意義は大きい．ここを起点に様々な
今後の理論的展開の可能性が広がっている．
また今回の論文 (H. Yoshino, arXiv:2302.07419)では，
以下のような重要な報告も行った．H. Yoshino (2020)
では，(ii)教師-生徒シナリオにおいて重要な問題であ
る「汎化性能」の評価がされていなかったがこれにつ
いて Tishby, N et al (1989) の”one step entropy”の方法
を用いて詳細な解析を行った結果を記述した．over-
parametrizationのためにネットワーク中央部に遊び (液
体層) が残されるが，ネットワーク両端の「結晶」が
あるために汎化性能が維持されることが明らかになっ
た．このことからネットワークの深さ Lをどんなに深
くして over-parametrizationの度合いを強め，液体領域
を増やしても，汎化誤差 εは Lに依存せず，パラメー
タ α = M/N (M は訓練データの数)のみに依存する値
に収束することが予言される．これは一見かなり直感
に反する現象であるが，実際に詳細な数値シミュレー
ションによって確かめることができた．この教師-生徒
シナリオの数値シミュレーションは H. Yoshino(2020)
では行われていなかったもので，今回の論文で初めて
報告するものである．用いた数値シミュレーションの
方法は，T = 0の greedyなモンテカルロ法であるが，
これによって系が熱平衡状態，すなわち訓練データに
よる拘束条件を満足するマシンの位相空間における典
型的なサンプルに到達することが確かめられた．熱平
衡状態への到達は，(i)マクロな観測量が学習の初期状
態によらない値に収束すること (教師と同じ配置 vsラ
ンダムな初期配置)(ii)Bayes-optimalな統計的推定の際
に満たされるべき西森条件が満たされること，によっ
て確認した．深層学習のシミュレーションにおいて熱
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平衡化が議論されたのはこの論文が初めてである．こ
こでマクロな観測量として重要なのは，上記の汎化誤
差 εに加え，マシン間の「重なり」である．隠れ層にお
ける教師マシン-生徒マシンの，各層ごとにおける類似
性（重なり），また異なる初期状態から学習を始めた生
徒マシン同士の各層ごとにおける類似性（重なり）は
特に注目するマクロな観測量であるが，この系のもつ
ある種のゲージ対称性を考慮した観測量を工夫する必
要があった．我々はこれを scaled squared overlapと呼
ぶ．今後，必ずしも理論解析が可能ではないより広範
な系も含めてシミュレーションによる研究を行なって
ゆくことを計画しているが，今後一貫して用いること
のできる重要な解析ツールになると期待している．
上記のレプリカ理論やモンテカルロシミュレーショ
ンとも異なる第３のアプローチとして，キャビティ法
（あるいはmessage passingの方法)による学習アルゴリ
ズムの開発を進めている．(Cavaliere, Yoshino)

4.2 ガラス・ジャミング系の統計力学
4.2.1 パイロクロア格子磁性体における格子・スピン

ガラス転移の平均場理論
外的なランダムネスのないY2Mo2O7パイロクロア型酸化物におけるスピングラス転移のメカニズムが 30年
来の重要な未解決問題になっていた．実験的にはきわめ
てシャープなスピングラス転移が観測されていたが，ラ
ンダムネスなしでスピングラス転移が起こるメカニズム
を説明する理論は皆無であった．この興味深い問題につ
いて，光元亨汰氏 (東大生産研特任研究員)，堀田知佐氏
(東大総合文化)と共同研究を行って来た．これまでに
スピン・格子系の結合に注目した有効模型を微視的に導
出しその動的，静的性質を詳細な数値シミュレーション
によって解析し，スピン・格子変位 (軌道自由度)が同時
にガラス転移することを示していた (Mitsumoto, Hotta,
Yoshino, 2020)(Mitsumoto, Hotta, Yoshino, 2022)．スピ
ンと格子の結合がなければ，スピン自由度は反強磁性相
互作用による強い幾何学的フラストレーションのため
に，また格子歪み (Moイオンの軌道縮退を解くヤーンテ
ラー歪み）はアイスルールにしたがうために，それぞれ
3次元系であるにも関わらず T = 0まで液体状態を保
つ．ここにスピン・格子自由度の結合が，Goodenough-
Kanamori機構を通して入ることによって，いわば異な
るフラストレーション間の競合がおこってエネルギー
地形が複雑化し，外的なランダムネスによらないスピ
ングラス転移が発現する，というメカニズムである．
今年度，レプリカ法によってこの系の平均場理論 (シ

ンプレックスによって構成されたベーテ格子上の可解
模型)を構築し，その詳細な理論解析を行った．その結

果，この系においてスピンと格子自由度の結合によって
外的な乱れによらないレプリカ対称性の破れがもたらさ
れることが明らかになった (Mitsumoto, Yoshino 2023)．

4.2.2 空間的不均一性をもつガラス系
上記のDNNの研究では，ネットワークの深さ方向に

1次元的に秩序パラメーターが変化する特徴的な固体-
液体-固体のサンドイッチ構造が見られた．これはある
種の「濡れ転移」と捉えられ，同様の現象はDNNに限
らずより広く見られると期待される．そこで次の 2つ
の系の解析を進めている．昨年度，p体相互作用スピ
ングラス模型を層状に並べた系をレプリカ理論によっ
て解析しその結果，DNNで見られた空間的に複雑性が
変化する特徴的なレプリカ対称性の破れ (RSB)が単純
化されたスピングラス模型でも起こることを見出して
いた．今年度，レプリカ交換モンテカルロ法を用いて
この系のモンテカルロシミュレーションを行い，理論
の予測結果と整合する結果を得た (Hamano,吉野)．
さらに 1+無限大次元で厳密になるレプリカ液体論を

構成し，剛体球ガラス系で同様の解析を進めつつある
(冨田,吉野)．今年度，この理論を用いていわゆる point-
to-set lengthと呼ばれるガラス系の相関長を解析するこ
とに成功した．得られたものは平均場理論のユニバー
サリティの範囲でのものであるが，いわゆる動的ガラス
転移および熱力学的なガラス転移 (カウズマン転移)に
おける発散する長さスケールを捉え，その臨界指数を求
めることに成功した．得られた指数は，関連するスピン
グラス模型などでこれまでに得られている結果と一致
している．今後，この枠組みを用いて，空間的不均一性
が重要となるガラス物理の問題に取り組む予定である．
具体的には，ultra-stable glassと呼ばれる蒸着によって
生成される特異なガラス状態の解析，シア応力下で発
生するシア歪みの空間的局在化現象（shear-banding)に
取り組む．

4.3 生命現象の物理学
4.3.1 遺伝子制御ネットワークの進化バイアス
細胞は外界の条件に応じてさまざまなタンパク質の

発現量を調節する．これは多くの遺伝子が互いに調節
しあうことによって実現しており，遺伝子制御ネット
ワーク (GRN)と呼ばれる．GRNは外界への応答だけ
でなく，細胞の成熟や分化などで細胞の性質を不可逆
に変えるためにも使われている (この不可逆変化を元に
戻すのが ES細胞や iPS細胞でのリプログラミングで
ある)．この場合には GRNが多重安定な力学系である
ことが重要となる．GRNの多重安定性はファージのス
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イッチなどにも使われており，GRN全般に広く見られ
る性質である．このような多重安定な力学系の発現に
はなんらかの普遍性があるのではないかと想像される．
また，GRNはこのように細胞条件を保ったり変えた

りする性質と同時に，突然変異に対する頑健性を備え
ていなくてはならない．変異に対する頑健性はGRNに
限らず生命系一般に要請される性質であるが，「進化」
という過程を経て初めて獲得されるものであろう．「機
能」は進化に限らず一般の最適化手法でも獲得できる
のに対し，頑健性は進化という生命系ならではの特別
な最適化過程の帰結と考えられる．
従来，計算生物学の分野での進化の研究は遺伝的ア
ルゴリズムによる進化シミュレーションによって行わ
れてきた．しかし，進化の普遍性と特殊性を調べるに
は比較対象が必要である．最も自然な比較対象は完全
にランダムに作った GRNの集合だろう．しかし，適
応度の高い GRNは極めて稀であるため，単純なラン
ダムサンプリングは役に立たない．そこで我々は進化
の普遍性を研究する手法としてマルチカノニカルアン
サンブル・モンテカルロ法 (McMC)を用いたレアイベ
ントサンプリングを用いることを提唱している (Nagata
and Kikuchi, PLos Comput Biol, 2020)．McMCはもと
もとは物理系の熱平衡状態を効率よくサンプルする手
法として開発されたが，「エネルギー関数」を適切に設
定することによって様々な問題に適用でき，特に「稀
な状態」の出現確率を計算する手法として優れている．
我々はGRNの適応度をエネルギーに見立てて，様々な
適応度を持つ GRNをランダムに作りだしている．さ
らにMcMCと進化シミュレーションを比較することに
よって進化という過程が持つバイアスを調べる手法を提
案した (Kaneko and Kikuchi, PLoS Comput Biol, 2022)．
すなわち，McMCで得られる GRNはバイアスがない
ランダムサンプリングであり，進化シミュレーション
がそれとずれていれば，それは進化によるバイアスで
ある．
これまでに，GRNでは進化によって変異に対する頑

健性が増すことと双安定性の出現が遅れることが示さ
れた．McMCで得られた GRNを解析してみると，適
応度が高い GRNは三通りの安定性に分類できる．こ
れらを「表現型」とみなすと，同じ適応度でも表現型
の違いによって変異に対して頑健性の傾向が異なる．
McMCと進化を比較すると，進化では変異に対して頑
健でないGRNの出現が抑えられることがわかった．結
果として，変異に対して頑健ではない表現型の出現は
抑制される．これは新しい表現型選択のメカニズムと
考えられる．また，このメカニズムは GRNに限らず，
普遍的に成り立つものであると期待できる．(菊池)

4.3.2 タンパク質のファネル描像の普遍性
タンパク質のエネルギーランドスケープは変性状態

から天然構造に近づくにつれて，エネルギーが下がる
と同時に状態数が減ると考えられている．これは一般
にファネル描像と呼ばれる．ファネル描像を実現する
最も簡単なタンパク質モデルが郷モデルである．では，
一般のタンパク質モデルは郷モデルでうまく記述でき
るのだろうか．それを調べるために，アミノ酸 2種類
からなる簡単な格子モデルであるHPモデルを考えた．
唯一の天然構造を持つようにデザインした HPモデル
と，同じ天然構造を持つ郷モデルの折れたたみ過程を
比較してみると，単に天然構造が HPモデルと同じな
だけではなく天然構造での相互作用も同じになるよう
にデザインした「拡張郷モデル」は天然構造近くでHP
モデルをよく再現することがわかった．これは，折れ
たたむように設計した HPモデルが郷モデルでよく近
似できること，すなわちファネル描像が成り立つこと
を示している．(丸山，菊池)

4.4 拡張アンサンブル法の応用
進化の問題にマルチカノニカル法を用いたように，拡

張アンサンブルを用いたモンテカルロ法の新たな応用
は当グループの重要なテーマであり，継続的に取り組
んでいる．特に進化の問題への応用は当グループの独
創であり，生物物理の研究者から注目され，生物物理
学会誌に招待記事を寄稿した．(菊池「生物物理」2022)

4.5 研究協力
学内・学外の多くの研究者と積極的に研究協力を行

うことにより，研究の活性化を計っている．吉野は以上
の研究において，堀田知佐氏（東京大学総合文化　准教
授），小渕智之氏 (京都大学情報学研究科准教授)，Yu-
liang Jin(中国科学院理論物理研究所准教授）らと共同研
究を行った．吉野は Simons Collaboration on Cracking
the Glass Problem (https://scglass.uchicago.edu)に affili-
ateとして参加し，Francesco Zamponi博士，Pierfrancesco
Urbani博士，Giulio Biroli教授，Tommaso Rizzo博士ら
と研究協力を行なっている．また，時田恵一郎 (名古屋
大学情報学研究科教授)，堀田知佐，小渕智之，Yuliang
Jin，白井伸宙 (三重大学総合情報処理センター助教)，
勝木厚成 (日本大学理工学部助教)の各氏が招聘教員・
招聘研究員として研究に参加している．

― 24 ―



5 社会貢献に関する業績
5.0.1 高校生向け活動

(1)サイバーメディアセンター・東京工業大学学術国
際情報センター・理化学研究所計算科学研究セン
ターの共同主催により「高校生のためのスーパー
コンピューティング・コンテスト」をオンライン
開催．予選問題の作成を担当した)．

5.0.2 他大学非常勤講師等
(1)京都大学大学院理学研究科「レプリカ対称性の破
れ -物理から深層ニューラルネットワークまで」
(2022/12/7-12/8，吉野)

5.1 学会活動
5.1.1 学外委員

(1) JHPCN課題審査委員 (菊池)
(2) 東京大学物性研究所スーパーコンピューター共同
利用委員会委員 (吉野)

6 2022年度研究発表論文一覧
6.1 原著論文

(1) Kota Mitsumoto, Chisa Hotta and Hajime Yoshino,
”Supercooled Jahn-Teller Ice”, Phys. Rev. Research
4, 033157 (2022).

(2) Kota Mitsumoto and Hajime Yoshino, ”Replica the-
ory for disorder-free spin-lattice glass transition on
a treelike simplex network”, Phys. Rev. B107,
054412 (2023).

6.2 解説・紀要等
(1) 菊池誠「遺伝子制御ネットワークの変異に対す
る頑健性と双安定性の進化の定量評価:レアイベ
ントサンプリングの手法」生物物理, vol.62 no.6
p.360-364 (2022)

(2) 吉野元「深層学習の統計力学」数理科学 2023年
3月号（サイエンス社）

6.3 国際会議発表
(1) Macoto Kikuchi ”Use of Multicanonical Monte

Carlo Method for Exploring Mutational Robustness
of Gene Regulatory Network” UPAP Conference on

Computational Physics 2022, Aug. 1-4, 2022 (on-
line). (oral)

(2) Hajime Yoshino ”Spatial heterogeneity in a deep
student machine”, Jean-Philippe Bouchaud: a rare
event? Sept. 10, 2022 (Theatre de la Reine Blanche,
Paris) (invited).

(3) Hajime Yoshino ”Statistical Mechanics of a Deep
Neural Network”, Forum de Physique Statistique a
l’Ecole Normale Superieure, Sept. 21, 2022(ENS
Paris) (invited).

(4) Hajime Yoshino ”Spatially Heterogeneous Learning
in a Deep Neural Network”, Towards a theory of
artificial and biological neural networks, Feb. 23
(2023) Les Houches, France. (oral)

(5) Hajime Yoshino ”Random energy model in a pure
ferromagnet”, Physics of dense and active disor-
dered materials”, March 13 (2023) YITP, Kyoto
Univ. (invited)

(6) Angelo Giorgio Cavaliere, Riki Nagasawa, Shuta
Yokoi, Tomoyuki Obuchi and Hajime Yoshino ”Sta-
tistical inference of an assembly of vectors with a
large number of components through their p-body
products”, Physics of dense and active disordered
materials”, Mar. 15 (2023) YITP, Kyoto Univ.
(poster)

(7) Yuki Rea Hamano and Hajime Yoshino ”Spatial
evolution of RSB in layered p-spin models”, Physics
of dense and active disordered materials”, Mar. 15
(2023) YITP, Kyoto Univ. (poster)

(8) Yukihiro Tomita and Hajime Yoshino ”Analysis of
point-to-set lengths by 1+d dim replicated liquid
theory in large-d limit”, Physics of dense and active
disordered materials”, Mar. 15 (2023) YITP, Kyoto
Univ. (poster)

(9) Macoto Kikuchi ”Phenotype Selection due to Mu-
tational Robustness: A Computational Study”, Bio-
physical Society Annual Meeting 2023 Feb. 17-22,
San Diego (poster)

6.4 国内学会発表
(1)日本物理学会第秋期大会 (東京工業大学) 2022年 9
月

(a)菊池誠「遺伝子制御ネットワークにおける
一方向性スイッチの進化 II」

(b)光元亨汰,堀田知佐,吉野元「過冷却ヤーン
テラーアイス」

(c)吉野元「深層ニューラルネットワークにお
けるレプリカ対称性の破れ」
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(d)冨田幸宏,吉野元「1+∞次元のレプリカ液体
論におけるガラス転移に伴う相関長の解析」

(2)日本物理学会春季大会 (オンライン) 2023年 3月
(a)菊池誠「変異に対する頑健性による表現型
選択」

(b)丸山恭史,菊池誠「HP模型と郷模型の自由
エネルギーランドスケープの比較」

(c)吉野元「深層ニューラルネットワークにお
ける隠れた多様体模型の解析」

6.5 国内研究会発表
(1) 吉野元 「深層パーセプトロン学習における熱平
衡化」物性研究所スパコン共同利用・CCMS合
同研究会「計算物質科学の新展開」東大物性研究
所 2022年 5月 13日 (招待)

(2)吉野元 「深層学習の統計力学とガラス的な濡れ
転移」研究会「非平衡ソフトマター・アモルファ
ス物質の 物性解明への力学的自己組織化からの
挑戦」東大生産研究所 2022年 6月 24日 (招待)

(3) 冨田幸宏,吉野元「1+∞次元のレプリカ液体論に
おけるガラス転移に伴う相関長の解析」ソフトマ

ター研究会九州大学西新プラザ 2022年 11月 22
日 (ポスター)

(4) 吉野元「深層学習における空間的不均一性」京
都大学理学研究科物理学・宇宙物理学専攻 2022
年 12月 9日 (招待)

7 競争的資金獲得状況
(1) 2022年度 文部省科学研究費補助金 (学術変革領
域研究 (A))研究領域「学習物理学」の創成－機
械学習と物理学の融合新領域による基礎物理学の
変革 (領域代表：橋本幸士)計画研究「高次元機
械学習への統計力学的アプローチ」研究課題/領
域番号 22H05117 (代表者:樺島祥介) (吉野: 分担)

(2) 2020 年度 文部省科学研究費補助金 (基盤研究
(A))「非平衡系のガラス・ジャミング転移」研究
課題/領域番号 20H00128 　 (代表者：宮崎州正)
(吉野: 分担)

(3) 2020 年度 文部省科学研究費補助金 (挑戦的研
究　 (開拓))「深層ニューラルネットワークの情
報統計力学」研究課題/領域番号 21K18146 (吉野:
代表)
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Ͱ͋ΔͨΊɺֶతʹ (ඇઢܗͰ͋Δ͕)҆

ఆͳղΛͭํఔࣜͰ͋ͬͯɺ্ࢉܭ͍ڧ

ෆ҆ఆੑΛแ͓ͯ͠Γɺ҆ఆͳࢉܭʹྫ͑

ࠁؒ࣌Έ෯Λେมখ͘͞औΔͳͲͷ৻ॏͳରԠ͕

ඞཁͰ͋ΓɺͦͷͨΊʹେ͖ͳࢉܭίετΛ͏͜

ͱʹͳΔͱͳ͍ͬͯΔɻ͜ͷࢉܭίετΛݮ

ͤ͞ΔͨΊͷࢼΈ༷ʑͳͷ͕ߦΘΕ͖ͯ

͕ͨɺͦͷ༗ྗͳࢼΈͷҰͭʹͷѹॖͱݺΕ

Δख๏͕͋Δɻ͜Ε֘ͷղͱͳΜΒ͔ͷҙ

ຯͰؔͷ͋ΔղΛͭ࣋ҟͳΔΛ͚ͭݟɺͦͷ

ҟͳΔΛղ͘͜ͱͰସͱ͢ΔͷͰ͋Δɻ͜

ͷʮҟͳΔʯͷࢉܭίετ͕খ͚͞Εɺݩͷ

ͷࢉܭίετԼ͛ΒΕΔͱظ͢ΔΘ͚Ͱ͋

ΔɻCahn–Hilliardํఔࣜʹରͯ͜͠ͷख๏ֶత

ʹطʹޭΛऩΊ͓ͯΓɺΘΓʹ Hele–Shaw

Λղ͚ྑ͍ͱ͍͏͜ͱ͕໌͍ͯ͠Δɻͨͩ͠

Hele–ShawͷղੳΑΓࠔͰࢉܭίετ

େ͖͘ɺ͜ͷ͑ΘΕΘΕͷຊདྷͷతʹͦ

͙Θͳ͍ͷͰ͋Δɻͦ͜Ͱ߱ដ૬ͷॳ

աఔͷସϞσϧΛ༩ظͳॳײͰහߴʹͷඇৗظ

͑Δ͜ͱΛఘΊɺظޙͷ؇ຫ͕ͩτϙϩδʔมԽ͕ओ

ͱͳΔૈաఔͷସϞσϧΛཻࢠ๏తʹ༩͑Δ͜ͱ

Ͱ͜ͷࢼΈͱ͢Δ͜ͱΛͨ͑ߟɻ߱ដ Voronoiۭ

ׂؒΛ༻ཻ͍ͯࢠͷີΛۙ͢ࣅΔख๏ͰϞσϧ

ಈʹର͢Δ࿈ཱৗඍํఔࣜΛఏҊ͢Δ͜ڍͷࢠཻ

ͱͰ͜ͷࢼΈʹҰఆͷՌΛͨΒ͓ͯ͠Γɺγϛϡ

Ϩʔγϣϯ݁Ռߠఆతͳঢ়ଶͰ͋Δɻ͜ͷΑ͏ʹ

Ҏ߱ͷڀݚͷਐల͕ظ͘ڧ͞Εɺ࣍Ҏ߱

:ΛਐΊΔ༧ఆͰ͋Δɻ(୲ڀݚ ߱ដ)

4.2 ඇઢࠩܗ࡞༻ૉͷڀݚ (ղੳ)

ඇઢܗภඍํఔࣜͷۙࣅղ๏ͱͯࠩ͠๏ࢀ

রʹ͓͚Δ͔ؔΒඍۙࣅΛ͢ࢉܭΔ

γϯϓϧ͞Ώ͑ʹѻ͍͘͢ɺͦͯͦ͠ͷࠩ࡞༻

ૉʹࢀরۭؒͷ࠾Γํཁٻਫ਼ɺݧࢼʹ

͓͚Δ҆ఆੑͳͲͷࢹʹͮ͘جଟ͘ͷมछ͕͋Δɻ

߱ដۙ͜ͷࠩ࡞༻ૉͷઢੑܗΛ؇ͯ͠ඇઢ

ͳࠩΛɺͱ͘ʹରࠩͱΑͿ͖ͷΛఏҊܗ

͓ͯ͠Γɺ2022͜ͷੑ࣭ʹ͍ͭͯௐࠪΛਐΊͯ

͍Δɻ͜ͷରࠩͷಛͱͯ͠ɺத৺ࠩͷࡍ

ʹத৺ͷؔΛར༻Ͱ͖Δ͜ͱ (௨ৗͷઢܗத৺ࠩ

Ͱத৺ͷؔΛར༻Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Δ)ɺࣗ

༝ύϥϝʔλΛͭ࣋͜ͱʹΑ༷ͬͯʑͳ੍͕ޚՄ

ͳ͜ͱɺଟ߲ࣜͷ߲࣍ߴʹରͯ͠௨ৗͷઢࠩܗΑ

Γ͕ࠩޡখ͘͞ͳΔ͜ͱ ʹมԽ͢Δؔʹܹٸ)

ద͍ͯ͠Δ͜ͱΛҙຯ͢Δ)ɺඍʹର͢Δۙࠩޡࣅ

ͷؔͱͯ͠ͷܗঢ়Λઌʹड़ͨࣗ༝ύϥϝʔλʹ

Α੍ͬͯޚͰ͖Δ͜ͱͳͲ͕͍ݟग़͞Ε͍ͯΔɻ·

ͨɺ͜ͷର͕ࠩҰఆͷঢ়گԼͰೖྗؔʹࠞ

ೖ͢ΔࠩޡͷӨڹΛઢࠩܗ࡞༻ૉͷͦΕΑΓຊ

࣭తʹݮԽͤ͞Δ͜ͱݟग़͞Ε͍ͯΔɻ߱ដ

͞Βʹ͜ͷର͕ࠩࢦੵܕެࣜͱ֓೦తͳ

ରʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͔Βɺదͳ্ۭؔؒͰ࠷ద

ͳۙࣅʹͳ͍ͬͯΔՄੑΛݟग़ͨ͠ɻ͜͏ͨ͠

ֶతͳҙຯͰͷ࠷దੑ࣮༻্ʹେ͖ͳد༩͕͋

ΔͨΊɺͥͻਐΊ͍ͨςʔϚͱͳ͍ͬͯΔɻ͜ͷΑ

͏ʹҎ߱ͷڀݚͷਐల͕ظ͘ڧ͞Εɺ࣍Ҏ

߱ڀݚΛਐΊΔ༧ఆͰ͋Δɻ(୲: ߱ដ)

4.3 ͷෆ࣮֬ੑఆྔԽࢉܭ

ଌσʔ؍ֶֶͳͲ༷ʑͳʹ͓͍ͯɺؾ

λ͔ΒඍํఔࣜͷॳظύϥϝʔλΛਪఆ͢Δ

͕සൟʹ͋ΒΘΕΔɻ௨ৗɺඍํఔࣜͷ

ղ͕ԿΒ͔ͷ͍ΈͰσʔλʹΑ͘ϑΟοτ͢ΔΑ

͏ʹॳظύϥϝʔλΛਪఆ͢Δ͕ɺ࣮ݱతʹ

ࢉܭʹେ͖ͳ͕͋ࠩޡΔ͜ͱ͕ଟ͘ɺඞͣ͠

ϑΟοςΟϯάͯͬΒͳ͍ղΛݶਫ਼ͱߴ

ͯ͠͠·͏ͱɺਪఆ݁ՌʹόΠΞε͕ੜ͡ΔͳͲେ

͖ͳ͕ੜ͡͏Δɻͦ͜Ͱɺղੳͷݟͱ౷

Δ͚͓ʹֶܭ isotonic regressionͳͲͷݟΛ༥߹͢

Δ͜ͱͰɺղͷਫ਼ΛఆྔతʹධՁ͠ͳ͕Βɺຊ

དྷͷਪఆਫ਼ͷ্ୡ͠͏Δख๏Λ։ൃΛࢦ

ɻ͖ͨͯͬߦΛڀݚͯ͠

ຊɺisotonic regressionΛࡢʹఏҊͨ͠

generalized nearly isotonic regressionΛؚΉɺύοέʔ

δͷ։ൃΛͨͬߦɻ·ͨɺ͜Ε·ͰࠩޡͷϞσϧʹ

ΧΠೋΛԾఆ͠ɺͦͷͨΊҰมͷࠩޡͷม

Խ͔͑͠ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖͔͕ͨͬͨɺWishartΛ

Ծఆ͢Δ͜ͱͰɺଟมΛಉ࣌ʹѻ͏͜ͱͷͰ͖Δ
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Α͏ʹ֦ுͨ͠ɻࢉܭίετ͕૿େ͢ΔͨΊɺΞϧ

ΰϦζϜ໘Ͱ՝͕͞Ε͍ͯΔ͕ɺมؒͷ૬

ؔΛదʹଊ͑Δ͜ͱͷͰ͖ΔՄੑ͕͋Δɻ

Ұํɺ͜Ε·Ͱಉ༷ͷతͷࠃ֎ͷڀݚɺࣗ

ͷͷؚΊɺԿΒ͔ͷ֬ɾ౷ܭతٞʹͮج

͘ͷ͕ओྲྀͰ͕͋ͬͨɺඇ֬తͳख๏ͷݕ౼Λ

։ͨ࢝͠ɻ۩ମతʹɺॳظʹର͢Δฒྻղ

๏Ͱ͋Δ parareal๏ʹண͠ɺࢉܭͷ్தஈ֊Ͱಘ

ΒΕΔ݁ࢉܭՌΛ׆༻͢Δ͜ͱͰɺ֬తͳख๏Λ

༻͍Δ͜ͱͳࠩ͘ޡΛఆྔతʹධՁ͢Δख๏ΛఏҊ

ͨ͠ɻݱঢ়ɺখنͳͰ͔͠ςετͰ͖͍ͯͳ

͍͕ɺࠩޡͷఆྔԽ͕ՄͱͳΔ͚ͩͰͳ͘ɺඍ

ํఔࣜͷͦࢉܭͷͷͷޮԽʹͭͳ͕ΔՄ

ੑ͕͋Δɻ

Λ͞Βʹൃలͤ͞ɺ·ͨσʔڀݚɺҎ্ͷޙࠓ

λಉԽͳͲͷల։Λݕ౼͍ͯ͘͠༧ఆͰ͋Δɻ(୲

: (ٶ

5 ࣾձݙߩʹؔ͢Δۀ

2022ҎԼͷΑ͏ͳ༰ʹ͓͍ͯࣾձ׆ݙߩ

ಈʹ͍ͭͯͨͬߦɻίϩφՒͷͨΊʹ։࠵தࢭͱͳͬ

ͨͷهͷͨΊ͢ࡌهΔɻ

5.1 ݙߩҭ໘ʹ͓͚Δࣾձڭ

5.1.1 ֶ׆ಈ

(1) େࡕେֶ͍ͪΐ͏ࡇ෦ެ։ (ΦϯϥΠϯಈը

ެ։ɺ2022 4݄ 21ʙ7݄ 1ɺ߱ ដɺٶ)

5.2 ݙߩ໘ʹ͓͚Δࣾձڀݚ

5.2.1 ֶձ׆ಈ

(1) ຊԠ༻ཧֶձදձһ, Jsiam Lettersࣄװฤ

ूҕһ,ʮՊֶٕज़ࢉܭͱղੳʯڀݚ෦ձओ

ࠪɺωοτϫʔΫҕһ (߱ដ)

(2) ຊԠ༻ཧֶձจࢽฤूҕһɺJsiam Letters

ฤूҕһࣄװ (ٶ)

5.3 ܞ࿈ֶ࢈

5.3.1 ڀݚಉڞͱͷۀا

(1) “ަثઃܭͷͨΊͷܗঢ়࠷దԽख๏ͷߴ

Խ”,ࣜגձࣾσϯιʔ,େࡕେֶαΠόʔϝσΟ

Ξηϯλʔ (ͨͩ͠ 2023 7݄ 31·Ͱͷܖ)

(2) “පऀױͷ݂༧ଌ͓ΑͼΠϯεϦϯ

༩࠷దਖ਼ԽΞϧΰϦζϜͷڀݚ”,ςϧϞࣜגձ

ࣾ,େࡕେֶαΠόʔϝσΟΞηϯλʔ (ͨͩ͠ɺ

2022த४උஈ֊ڀݚɻਖ਼ࣜͳڞಉڀݚ։

࢝ 2023ΑΓ).

ಈ׆ϓϩδΣΫτڀݚ 5.4

ը͍ͯ͠ΔɻࢀʹϓϩδΣΫτڀݚҎԼͷ、ࡏݱ

(1) ຊֶज़ৼڵձֶज़ڀݚॿۚجॿۚج൫ݚ

ڀ (B)(Ұൠ) “ਂֶशʹର͢ΔղੳతΞϓ

ϩʔνج൫ͷग़” (ྩ 2ʙ5)ද: ߱ដ

(2) ຊֶज़ৼڵձֶज़ڀݚॿۚجॿۚઓత

๖ժ (๖ժ) “ҙଟ֯ࢠ֨ܗʹ͓͚Δࢄ෦

ੵͱͦͷԠ༻ͱͯ͠ͷߏอଘղ๏ͷߏ

” (ྩ 2ʙྩ 4)ද: ߱ដ

(3) ຊֶज़ৼڵձֶज़ڀݚॿۚجॿۚج൫ݚ

ڀ (A) ”ཧֶɾใՊֶʹڞ௨͢Δେنྻߦ

ؔͷ૯߹తࢉܭ๏ͷ” (ྩ 2ʙ6 

)୲: ٶ (ද: ીզ෦)

(4) ຊֶज़ৼڵձ ֶज़ڀݚॿۚجॿۚ ઓ

తڀݚ (։) ”ղੳֶͷ։ʔྔܥࢠ

ภඍํఔࣜͷղ๏ͷ৽ల։ʔ” (ྩ 3ʙ

7)ද: ٶ

(5) JST͖͕͚͞”ൃలํఔࣜͷࢉܭʹର͢Δෆ

࣮֬ੑఆྔԽཧͷग़” (ྩ 3ʙ6)ද:

ٶ

(6) ౦େݚಛఆڞಉڀݚ (B) ”ਂֶशͱσʔλ

ಉԽͷڠಇʹΑΔݻମٿՊֶͷਂԽ” (ྩ 4

)ද: ٶ
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5.5 ͦͷଞͷ׆ಈ

5.5.1 ձٞӡӦ

(1) ୈ 49ճղੳγϯϙδϜ (NAS2022)ɺ2022

 6্݄०༧ఆɺίϩφՒͷͨΊʹ։࠵தࢭ (߱

ដɺٶ)

(2) Ԡ༻ֶ߹ಉूڀݚձ (ຊֶձԠ༻ֶ

Պձओ࠵)ɺཾ୩େֶɺ2022 12݄ 15ʙ17

 (߱ដ)

6 දจҰཡൃڀݚ

ֶज़จࢽ

(1) K. Akita, Y. Miyatake, D. Furihata, Composing a

surrogate observation operator for sequential data

assimilation, JSIAM Lett. 14 (2022) 123–126.

(2) S. Sato, Y. Miyatake, J. C. Butcher, High-order lin-

early implicit schemes conserving quadratic invari-

ants, Appl. Numer. Math. 187 (2023) 71–88.

(3) T. Matsubara, Y. Miyatake, T. Yaguchi, The

symplectic adjoint method: memory-efficient

backpropagation of neural-network-based differ-

ential equations, IEEE Transactions on Neu-

ral Networks and Learning Systems (2023) doi:

10.1109/TNNLS.2023.3242345.

(4) A. Suzuki, and H. Ogawa, Finite element solution

of a solder filling problem with contact angle con-

dition, Adv. Comput. Met. Tech. Aero. Indust.

(2022) 219-234.

ձٞࡍࠃ

(1) T. Matsuda, Y. Miyatake, Piecewise monotone

estimation in one-parameter exponential families,

EcoSta 2022, Kyoto (Japan), Virtual, June 4–6,

2022.

(2) T. Matsuda, Y. Miyatake, Quantifying the error

in the numerical integration of ODEs based on

isotonic regression, WCCM-APCOM 2022, Yoko-

hama (Japan), Virtual, July 31–August 5, 2022.

(3) Tomoaki Miyatake, Yuto Miyatake, Daisuke Fu-

rihata, A Particle Dynamics Model for Coarsen-

ing Process of Cahn-Hilliard Equation, WCCM-

APCOM 2022, Yokohama (Japan), Virtual, July

31–August 5, 2022.

(4) Y. Miyatake, A family of fourth-order energy-

preserving integrators, ICNAAM 2022, Crete

(Greece), Virtual, September 19–25, 2022.

(5) Daisuke Furihata, A particle dynamics model

for coarsening process of phase separation phe-

nomenon modeled by the Cahn-Hilliard Equation,

JSPS Alumni Seminar Topics in computational

methods for stochastic and deterministic differen-

tial equations, Göteborg (Sweden), October 24–25,

2022.

(6) Y. Miyatake, Generalized nearly isotonic regres-

sion and its applications to discretization error

quantification of ODEs, JSPS Alumni Seminar

Topics in computational methods for stochastic

and deterministic differential equations, Göteborg

(Sweden), October 24–25, 2022.

(7) Y. Miyatake, A family of fourth-order energy-

preserving integrators, ANODE, Auckland (New

Zealand), February 20–24, 2023.

(8) Y. Miyatake, Adjoint-based exact Hessian compu-

tation, Workshop on Functional Inference and Ma-

chine Intelligence, Tokyo (Japan), March 14–16,

2023.

ձूڀݚࠃ

(1) ߱ដେհ,ඇઢࠩܗ࡞༻ૉͷۙࠩޡࣅϓϩϑΝ

Πϧͱೖྗࠩޡͷੑ,ୈ 27ճߨֶࢉܭԋ

ձ,ळా, 2022 6݄.

(2) ߱ដ େհ, Structure-preserving algorithm, opti-

mization problem and applications to nano-particle

problems, High-index saddleͷ୳ࡧΞϧΰϦζϜ

ͱͦͷԠ༻,ւಓɼ2022 8݄.
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(3) ஐ,ٶ༐ొ,߱ដେհ,จॻू߹͔Βͷ

நग़ʹదͨ͠χϡʔϥϧτϐοΫϞσϧͷ

k-means Λ༻͍ͨࣄલߏ๏ɼຊԠ༻

ཧֶձ 2022ձ,ւಓ, 2022 9݄.

(4) ೄखԝ,ٶ༐ొ,߱ដେհ, Parareal๏Λ׆

༻ͨ͠ղͷෆ࣮֬ੑධՁʹ͚ͯͷߟ,

ຊԠ༻ཧֶձ 2022ձ,ւಓ, 2022 9

݄.

(5) ߱ដେհ, particle dynamics modelʹΑΔ Cahn-

Hilliard ํఔࣜղͷૈࢹԽ, ຊԠ༻ཧֶձ

2022ձ,ւಓ, 2022 9݄.

(6) ,༐ొٶ Quantifying uncertaintiesin the numer-

ical integration of ODEs, RIMSूڀݚձɿϥϯμ

ϜྗֶܥɾඇࣗྭྗֶڀݚܥͷలɿཧͱԠ

,ژ,༺ 2022 9݄.

(7) ٶ ༐ొ, দా ໞཹ, ࢄԽʹ༝དྷ͢Δෆ࣮֬

ੑఆྔԽͷۙͷಈ, RIMSूڀݚձɿղ

ੳ͕͘ੈ࣍ใࣾձʙΤοδ͔Βַ·Ͱ

ʙ,ژ, 2022 10݄.

(8) ߱ដେհ,ඇઢܗͳࠩۙࢉܭࣅͱͦͷੑ࣭,େ

,ʯڞձʮͷྲྀަڀݚେֶ๛த۠ࡕ େࡕ,

2022 11݄.

(9) ٶ ༐ొ, দా ໞཹ, ඍํఔࣜͷࢄԽʹؔ

͢Δෆ࣮֬ੑఆྔԽͷۙͷಈ, RIMSूڀݚ

ձɿৗඍํఔࣜͷఆੑతཧͱͦͷݱղੳ

ͷԠ༻,ژ, 2022 11݄.

(10) ٶ ༐ొ, ඍํఔࣜͷղੳͱσʔλαΠ

Τϯε,ୈ 25ճใతֶशཧϫʔΫγϣο

ϓ (IBIS2022) νϡʔτϦΞϧ, ͭ͘, 2022

11݄.

(11)  ஐ, ٶ ༐ొ, ߱ដ େհ, େنจॻ

σʔλ͔Βͷݕग़ʹదͨ͠χϡʔϥϧτϐο

ΫϞσϧͷ k-means๏Λར༻ͨ͠ࣄલߏ

๏, ୈ 25 ճ ใతֶशཧϫʔΫγϣοϓ

(IBIS2022),ͭ͘, 2022 11݄.

(12) ߱ដ େհ, ૬ͷૈࢹԽϞσϧͷఏҊͱ

ղੳ,ށϫʔΫγϣοϓ,ࣛࣇౡ, 2023

 2݄.

(13) ߱ដ େհ, αΠόʔϝσΟΞηϯλʔͱେࡕେ

ֶͷ͜Ε͔Β -OUϚελʔϓϥϯ 2027ͰͷΘ

ΕΘΕͷ ICTϏδϣϯ-, Cyber HPC Symposium

2023,େࡕ, 2023 3݄.

(14) Խֶशڧେհ,ਂض༐ొɼ߱ٶԸɼ࣊ؠ

ʹΑΔ 2ؒͷ࠷খੵܦ࿏୳ࡧ,ຊԠ༻ཧ

ֶձୈ 8ճֶੜൃڀݚදձɼԬࢁɼ2023 3݄.

ಛผڀݚใࠂɾम࢜จɾത࢜จ

म࢜จ

(1)  ஐ, จॻू߹͔Βͷݕग़ͷͨΊͷτ

ϐοΫϞσϧͷվྑͱݕग़͞Εͨͷ͔Γ

͢͞ͷධՁࢦඪͷఏҊ, .(ٶಋࢦ)

(2) ೄख ,ԝ ৗඍํఔࣜͷஞ࣍ղ๏֦ۙࠩޡࣅ

େͷฒྻ࣮ʹΑΔਪଌ, .(ٶಋࢦ)
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イ ーコ ュ ティ研究部門 

er ommunit  Research Division 
 

 部門スタッフ 
教授 阿部 浩和 

：1983年 3 大阪大学 学部 学科 業、

同年 4 、1996 年 4

計部 計員、1998 年 4

計部 、2002 年 4 大阪大学サイ

バーメディアセンター講 、2003 年 10 大阪大

学 教授、2004 年 10 大阪大学教授、日 図学

会 、国 図学会(ISGG)会員、 教育委員会

教育 ・ 委員会 、 計画学会

会員  

 

教授   

：1999年 3 大阪大学 学部 学科 業、

2001年 3 大阪大学大学 学研究科 学

程 、同年 4 会 コ ミデ

ジタル ンタテインメント 2007 年 3 大阪

大学大学 学研究科 学

程 、同年 4 大阪大学サイバーメディアセン

ターサイバーコミュニティ研究部門 教、2015 年

4 同研究部門講 、2020 年 11 同研究部門 教

授、 日 学会、日 図学会、ISGG、

日 学会会員  

 

教 高   

：2008 年 3 大阪大学 学部 総合 学科

業、2010 年 3 大阪大学大学 学研究科

総合 学 程 、2013 年 3 大阪

大学大学 学研究科 総合 学

程 学、同年 （ 学） 、同

年 4 公 ・ セン

ター 用、2016 年 4 関 学 大学総合 学部

実験実習 、同年 9 関 学 大学総合

学部 、2020 年 4 大阪大学サイバーメ

ディアセンターサイバーコミュニティ研究部門 

 

教（ ）、 日 図学会会員、

日 学会会員  

 

2 教育・研究概要 

2.1 教育の概要 

2022 年度の 研究部門 全学教育推進機

図学教育 、 学研究科

総合 学 の協 講 、 学部門

・ 学

教員 全学教育推進機 、 学部、 学研究科

の講  

全学教育推進機  

 図学講 B（阿部・ ） 

 図学 B（阿部・ ） 

 ラ ィックスの （ ） 

学部 総合 学科 学科目 

 総合デ イン（阿部） 

 計 4 部（阿部・ ） 

 計 5 部（阿部・ ） 

 業研究（阿部・ ） 

学研究科 総合 学 学部門 

 ネジメント （阿部） 

 ・ デ イン A（阿部・ ） 

 ・ デ イン B（阿部・ ） 

 デ イン学（阿部・ ・高 ） 

 学 （阿部） 

 生 学（阿部） 

 学 講 I（阿部・ ） 

 学 ミ ール I（阿部） 

 学 ミ ール II（阿部） 

 

2.2 研究の概要 

研究部門 、 先端の ICT 援用 、

、 、 会 3 のコミュニ

ティ・デ イン 関 研究  
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1) のコミュニティ・デ イン 

 能 ラ ィック

テラシー 関 研究 

 ループの 性 集シミ

ュ ーシ ン  

 業 の 用 関 研究 

2) のコミュニティ・デ イン 

 デジタル イン 関 研究 

 ュー ンイン ループ 用 大規模

集 の 実験システムの  

 ラ ン ィールド 生 関 研究 

 GI 会生 生 環境の研究 

 の ー ティ 関

研究 

3) 会のコミュニティ・デ イン 

・ 会 環境 の実 能性の研究   

・ メタバース 関 研究 

 

3 教育・研究等に係る全学支援 

3.1 教育に係る全学支援 

3.1.1 全学教育 学 CAD 教 の運用支援 

全学教育推進機 門基 教育科目（ 図

学講 A 図学講 B 図学 A 図学 B ）

基 教 科目（ ラ ィックスの基

ラ ィックスの ） 応 図学 CAD 教室の

運用  

 

3.1.2 イ ーメディアコ ン の運用支援 

センター アクティ ラーニン ス ー

ス サイバーメディアコ ン

の運用支援  

 

3.1.3 ステ の運用支援 

図書館システム 係 全学支援、次 図書館シス

テムの 協  

 

3.2 研究に係る全学支援 

3.2.1 大 ステ の運用支援 

センターのスー ーコンピュータシステム

OCTOPUS 使用 サー スのサポー

ト、 、大規模計算機シ

ステムの 、Cyber HPC Symposium の支援等

 

 

3.2.2 メタ ース ッ フ ー ービス 

大阪大学の 営 ジ ン OU スタ

ープラン 2027 の の コロ 応

情報基盤 （OUDX イニシアティ ）

、OU スタープラン実 業

Digital Twin Living Lab Service の 出 （ ：

OUDX プラン） メタバース・プラット

ーム の 、2022 年度

トップ ル研究 プロ ラム(WPI)の大阪大学

ュー ン・メタバース 研究 協働 、

メタバース・プラット ームのプロトタイプ開

開  

 

 

 

 

 

 

 

のバイ デジタル インプロトタイプ開  

 

3.3 大学 に係る全学支援 

・ センター ニューアルの 支援 

・ の 支援 

・ ン ス スタープランの 支援 

 

4 2022 年度研究業績 

4.1 における ー ビリティの に関

する研究 

20 の 動 （ 通）の

のライ スタイルの 、大 の 部

ネットワークの 性 大

、 者 先

、 ア

の の 性 、

者 のアメニティ
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、 使

ティの 、

動 、

の

 

 

 

 

 

 

 

 

の  

 

、 の 能 展の 、

の 日の

通 、 ー ン の推進

、環境 の 和、 の 通 の 、生

環境の 、大 環境の 、 の 進

 

ー ティ 、 能 開

、 の

ア の

、 表

ー ン 環境 、

の 果 総合 分析 、

ー ティの

の 果、 の ー ティ

、 のアクセシ ティ

クロス ールの 、日 の 動

者の 動 環境のミクロス ー

ルの 合 、

明 クロ ミクロ

の 高 合、 ー ティ

所 、 アクセス 、

、 生 共通 、

、

タイプ 、 、

環境 タイプ 明

の教 、 、 ー ン のアク

セシ ティ 、 、

、 環境

のイン ラ 明

、 、 ー ン 環

境 、 の

の 果  

 

関 発表論文等 

(3)(4)(10) 

 

4.2 ー の た ュ

ー ョン  

日 大 、 の 者等 、

生

関 計画の作成 公表

、 の 計画

作成 、

の 分 合の 分

、 の の

関 、 の 、大阪

、 トラ 大 生

計画 の

動 、 ル ージェントシステム

シミュ ーシ ン の 果、

会 計画

、使用 、 部分

生 、 の

全性の 端  

、 紙 シ

ル ージェントシステム シミ

ュ ーシ ン 実 、 館者の

子利用者 合 合 、

ータ 子利用者 の 者

所 、 生

所 通 状況

のシミュ ーシ ン 果 教育

用  

 

関 発表論文等 

(5)(6)(18)(37) 
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4.3 ュー ンインザ ー 活用 た大

の ステ の  

スポー コンサート 用 利用

集 環境のデジタル イン 、

の データ アルタイム

大規模 集 シミュ ーシ ン の 用 能

ームワーク 開 、 の 果

のステーク ル ー 員 、実 の 験

合 集の 全性・ 性

、 アーバンメッ

シュ デジタル イン アルタイム

デジタル イン ル ージェントシステ

ム 集シミュ ーシ ン 、 者

ージェント 通 能 ア 状 ーシ

ンメッシュ  

ーシ ンメッシュ 、 10,300

メートルの の ア タ ット端

LiDAR センサー アプ ーシ ン

ト ェア 用 3D ス ン 、 3D メ

ッシュの 度 の 部実 果

、高 度

 

、デジタル イン 者 ージェントの

動 ー ス のX ュー

ード 実 、 集性状の

、 データの ラ 画面 明

ーバー イ 、 データ

システム  

 

 

 

 

 

 

大規模 集 の 実験システムの  

 

デジタル イン の 集 システム アク

セス 、 アルタイム データ

、 応 デジタル イン の

者 ージェント 生 、 アル

タイム性の高 集シミュ ーシ ン 能

ームワーク  

 

関 発表論文等 

(11)(12)(19) 

 

4.4 ス ー フ ンア リ 用 た の

に関する 学習教 に関する研究 

高度 成 、 の 画

開 動 進 、

全・ 出の 動 、 の

成の 、 の 状

、

高度 成 の の

、 成の 程

研究 ス ート

ンアプ メ ー ラ 用 デジタルア

ー イ の

、 の 成の

学習

2022 年度 、 動 通 見 所

の のデジタル 実 、

の 部 用 、iOS、Android の OS 応

アプ の 実験 の 果、アプ

の 作性 関 、 ー ーインタ

ー ェース 作 分

アプ 使 験 通 の

学

明  

メ ー ラ の基 使  

 

関 発表論文等 
(6)(7)(21) 
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5 社会貢献に関する業績 

5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

(1) 大学 学部、 ラ ィック テラシー 関

集 講 （阿部） 

(2) 大学 学部 環境デ イン学科

講 表 習 （ 、高 ） 

(3) 大学 学部 環境デ イン学科

講 表 習 （高 ） 

 

5.1.2 研究部門  

(1) 学研究科大学 ープン ン スの実  

(2)  サイバーメディアコ ン

の ラ 験の実  

 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

(1) 日 図学会 （阿部） 

(2) 日 学会 教育委員会 （阿部） 

(3) 日 学会 教育 委員会委員（ ） 

(4) 日 学会 教育 ・ 委員会

（ ） 

(5) 日 学会 教育 ・ 委員会

（ ） 

(6) 日 協会 69 年 者 委員

（ ） 

(7) 日 図学会 （ ） 

(8) サイ ンティ ィック・システム研究会 5G

の 研究 WG 推進委員（ ） 

 

5.2.2 国際会議への参画 

(1) The 20th International Conference on Geometry 

and Graphics (ICGG2022), Program Committee, 

2022.8（ ） 

(2) The Journal for Geometry and Graphics (JGG) 

Editorial Board（ ） 

 

5.2.3 学会表彰 

 

 

5.3 学  

5.3.1 業 の 研究 

(1) “大規模 業 環境 応

デルの開 ープンス ースの

利 用 関 研究,” 動 会

（阿部・ ・高 ） 

 

5.3.2 学外での講演 

 

 

5.3.3 学外での活動 

(1)  大阪 公募型プロポー ル 等 業者

委員会・議 （阿部） 

 

5.4 ジェ 活動 

・大型 業 の環境デ イン （ 動 ・

箕面 ュー ール 公 プロジェクト）  

 

5.5 の の活動 

(1) 大阪大学 会 （ ） 

 

5.5.1 の  

(1) （ 表者）, ュー ンイン ルー

プ 用 大規模 集 の 実験シス

テムの ,  日 学 会科学研究

 基盤研究（B）（2022 2024) 

(2) 成 （ 表者）, （分 者）, 

ループの 性 応 集制 ,  

科学 機 (JST) 来 会 業(

型) 研究 の 全・ 会

の実 機 応 ー

ターの （2020 2024) 

(3) （ 表者）, （分 者）, 

規 デルの

機 の 合 の 用,  

日 学 会  科学研究 成 業 基盤研

究(A)（2022 2026） 

(4) 大 （ 表者）, （分 者）, 

情・ 性 の 生 の

・教育プロ ラムの開 ,  日
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学 会  科学研究 成 業 基盤研究

(B)（2022 2024） 

(5) （ 表者）, （分 者）, 

国 会

ー ー育成の研究,  日 学

会科学研究  研究

（2020 2022）, 2020 年度：572  

(6) 高 （ 表者） 部の 集

作 共 の

・ 日 学 会 科学研究 成

業 研究（2021 2023） 2022 年度：700

 

(7) 大 （ 表者） 高 （分 者）

研究の 関

基 研究 日 学 会 科学研究

成 業 基盤研究(C)（2021 2023） 2022 年度：

80  

(8) 高 （ 表者） 展

弘 メ ー ラ 用

の 関 学習教 関

研究 大学共同利用機関 情報・システム

研究機  データサイ ンス共同利用基盤  

年度情報・システム研究機 データサイ

ンス共同利用基盤 公募型共同研究

ROIS-DS-JOINT  共同研究 651

2022 年 7  2023 年 3  

 

6 2022 年度研究発表論文一覧 

6.1  

   

 

6.2 学会論文誌 

(1) Tomoko Miyagawa, Noriko Otsuka, Hirokazu Abe, 

Green space creation and utilization in coordination 

with policies for Healthy Cities in Japan, Cities & 

Health, Taylor & Francis, pp1-21, 24 Mar 2023, 

DOI: 10.1080/23748834.2023.2188636 

(2) Tomoko Miyagawa, Clare Olver, Noriko Otsuka, 

and Hirokazu Abe, PARTNERSHIP-BASED 

POLICIES AND PLANS FOR OPEN SPACE 

MANAGEMENT OF CASE STUDIES IN 

POST-INDUSTRIAL LANDSCAPES, 

International Journal of GEOMATE, Vol. 25, Issue 

108, pp.97-105, Aug. 2023, (forth coming) 

DOI: https://doi.org/10.21660/2023.108.s8638 

(3) Kun Yuan, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka, Kensuke 

Yasufuku, Akira Takahashi, A Comprehensive 

Evaluation of Walkability in Historical Cities: The 

Case of Xi’an and Kyoto, Sustainability, 15(6), pp. 

5525-5525, 21 Mar 2023, doi:10.3390/su15065525 

(4) Kun Yuan, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka, Kensuke 

Yasufuku, Akira Takahashi, Impact of the 

COVID-19 Pandemic on Walkability in the Main 

Urban Area of Xi’an, Urban Science 6(3) pp.44-44, 

28 Jun 2022, doi:10.3390/urbansci6030044 

(5) Akira Takahashi, Kensuke Yasufuku, Hirokazu Abe, 

EVALUATION OF UNDERGROUND SPACE 

FOR TSUNAMI EVACUATION SAFETY WITH 

ROUTE OBSTACLES BY AGENT-BASED 

SIMULATION, International Journal of 

GEOMATE 22(92) 83-91 2022.4.1 

(6) 高 , 展, , 弘 , 

, のデジタルアー イ 用

, 日 画 学会誌 62(1) 23-34 2023.2  

(7) , 展, , 弘 , 

, の 全・ 関 学

習 のメ ー ラ の 用性, 教育研究

報告集 22 49-56 2022.11 

(8) Daiji OKADA, Yoshinobu IYAMA, Takashi 

SAWAGUCHI, Kensuke YASUFUKU, Michihiro 

OHORI, Hiroaki OKADA, “Research on promoting 

national resilience through disaster mitigation 

education,” Jour. RRM, Univ. Hyogo, no.5, 

pp.24-36, 2023.2 

 

6.3 国際会議 会議録 

(9) Tomoko Miyagawa, Clare Olver, Noriko Otsuka,

 Hirokazu Abe, POLICIES AND PLANS FOR 

OPEN SPACE MANAGEMENT IN PARTNERS

HIP IN POST-INDUSTRIAL LANDSCAPES, pr
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oceedings of 8th Int. Conf. on Structure, Engin

eering & Environment (Mie, Japan) pp.504-511 

Nov 2022 

(10) Yuan Kun, Comparative study on spatial charact

eristics and walkability evaluation of historical 

areas based on deep learning of street-view ima

ge segmentation, Abstract of AESOP Annual C

ongress (Tartu, Estonia), 26 July 2022 

(11)  Kensuke Yasufuku, Muhammad Hegazy, Akira 

Takahashi, Digital Twin of Pedestrian Streets 

Around the Stadium for Crowd Simulation, 

Proceedings of the 22nd International Conference 

on Construction Applications of Virtual Reality 

2022.11 

(12) Muhammad Hegazy, Kensuke Yasufuku, Akira 

Takahashi, Developing a 3D Reconstruction of 

Pedestrian Street Networks in Large-Scale Urban 

Environments Using iPad-integrated LIDAR, 

Proceedings of the 22nd International Conference 

on Construction Applications of Virtual Reality 

1036-1044 2022.11 

 

6.4 口頭発表（国内研究会など） 

(13) 利 阿部浩和 高  

の

関 研究  日 学会大会

学 講 集、p1111-1112, 202209 

(14) 阿部浩和  高  動

の ネジメント 会教育

性の実 関 研究  日 学会

大会学 講 集、p547-548, 202209 

(15) 利 阿部浩和 高  

の

関 研究  日 学会

支部研究報告集、No7028, 202206 

(16) 阿部浩和 高  動

の ネジメント 会教育性

の実 関 研究  日 学会

支部研究報告集、No5032, 202206 

(17) , 

,  69

 

, , 

2022.11.5 

(18) , , , , 

, , , 

 

20 , p.249, 

2022.9 

(19) , 

,  PSE （

 SIS ） 2 , , 2022.7.15 

(20) , ,  

 

 2

, 2022.5.17 

(21) 高 のデジタルアー イ の

学習 の応用  大学 信

研究センター、 10 境 研

究 ーラム 2023.2.11 

 

の  

.1 2022 年度博士学 論文 

 

 

.2 2022 年度修士論文 

(22) 子 デ イン分 AI の 能

性 の研究 Stable Diffusion 用

子のデ イン  

(23)  大型 業 の

性の

動 の の分析  

(24) 大阪  デ イン ア ロジー

目 環境 関 研究  

(25) 和 説 の 性 関

研究 樹の 2 の 説
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.3 2022 年度 業論文 

(26)  部 の 成 関

研究 の 作

(27) 生子 ディープラーニン 用

関 研究

(28) 内  

の 性 関 研究

(29)  の

館 ス ースシンタックス 基

分析 関 研究

(30)  環性

の

.4 2022 年度 業  

(31)  使の

（大阪大学 業 計 、 業 計コンク

ール ）

ルク ー の 年 書

の 使の の 業 計

の の 使の の 表

の 、大 の の

試 の ュード

の

使

、

実 の の 通の

の の

目 の

基 居 所

シーン 共 出

来 使 の 使

、動 、 部分

全

の 語

利 会の 、 の

大 の、

大 の、 見

合 の 、実 の生 、

生 の

(32) 内   - の内 情

-

（大阪大学 業 計 、日 学会 支

部 ）

の作 の 内

情 出 の

先

の 、 面 、

6 の

の 、

動機 者の の

の 、 の 生

、

の

の 出来 生の

目 見出 の 、 の

、 の

の ンドラーの 説

公の ーロ タ 生
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生 語

、作者 の 生

の の作 見出

の HU の D. ーデン

の内 情 、作者 面

の の の

、 高 生の

環境 、 状

内 情 、

の の 作者の 、 来の

の 見  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(33) 生子 の  

の作 の 公

利用 面

の の 分

の

、 の

部 の 用 、

の面 見 作者 の

1995 年 型大

の 者 果 、

言 、

の 展開 生 の 日 の 面

実

作者の 、

支 の部 の の

見 の

の の 教 生 来の

作者の 者 の の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(34)   

の作 大阪大学の 国の

の の 画 、

の の 大学のサテライト ン

ス 計画

、 の大阪 開 学

、大 次 日 の

の 生 出 公開

、

教室学 の ン

、図書室 の 学

ラン 語の 書 ー 部

の デ イン 学

生 日 生 、教 者 学 者

合 の の制度

の大学の
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(35)  成 、  

（大阪大学 業 計 、Diploma×KYOTO'23

業 計コンクール 2 ） 

の作 の 2 の ッジ デ イン

目 の ッジ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、 実 の

動 の生 分

4.5km の ス

ス の ジ ーのアクテ

ィ ティ 、

の営 動 の関係

目 、 の 者 の

境 作者 ア ン 通 、

の 、

の 大 者

制 の

のジ ン の応 、 者

の

和 機能

（ランド ーク）の 面

、 、 部 動

ス の機能

、 ン ン のイメージの 、

アイデンティティ

、 作 ス ード

、 の ッジ 、 の営

の 、

のイメージの 生 生

 

.5 メディア・報  

(36) , ,  

 

,  

(37) , ,  

,  , 
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ッ ー 環境研究部門 

Advanced Networked Environment Research Division 
 部門スタッフ 

教授   

：1996 年大阪大学大学 基

学研究科 程

、2002 年同大学 程

1996 年 NEC 2003

年 UCLA computer science 

department 員研究員 2007 年

スタン ード大学 共 Software-Defined 

Networking (SDN)の 明 研究開

2020 年 、NEC システムプラット ーム研究所

研究員、 、 業推進 部 クティ

ス ート、クロスアポイントメント 大阪大学

大学 情報科学研究科 教授（ ） 2022 年

大阪大学サイバーメディアセンター教授、

IEEE 会員 電子情報通信学会 ェロー  
 

教授（ ）   

：1982 年 3 業大学

大学 程 1985 年 3

業大学 程

同年 4 日 電信電 会

(NTT) 1989 年 NTT

クトロニクス研究所 研究

員、1994 年イ イ 大学 員研究員、1999 年

NTT トニクス研究所 研究員、2001 年 NTT

来 研究所 研究員、2004 年（ ）国 電

通信基 研究所(ATR)企画部 、2007 年 NTT

情報 通基盤総合研究所 研究員、2009 年 NTT

環境 ネル ー研究所所 、2012 年 NTT 情報ネッ

トワーク総合研究所 研究員、 、2013 年 4

大阪大学サイバーメディアセンター先端ネッ

トワーク環境研究部門教授、2022 年 4 同部門

教授（ ）、 電子情報通信学会、

IEEE 会員 1985 年 学  

 

教授  樹 

：2002 年 3 大阪大学 学

部電子情報 ネル ー 学科

業 2003 年 3 大阪大学大学

情報科学研究科 ル メディア

学 程 （

） 2005 年 3 大阪大学

大学 情報科学研究科 ル メディア 学

程 （ ）、 （情報科学） 2005

年 4 大学学 情報メディアセンター 、

2007 年 4 同 教 2008 年 1 大阪大学サ

イバーメディアセンターサイバーコミュニティ研究

部門講 、2009 年 3 教授 2020 年 4

同先端ネットワーク環境研究部門 教授 の 、

ルニア大学 員研究員 2014 年 7 大阪大

学総 IEEE、情報 学会、電子情報通

信学会、日 データ ース学会 会員  

 

教授（ ） Hsu Ying-Feng 

：2011 5 ピッ バー

大学 程コースワーク

2011 年 6 ストン

（ ーバード大学 学

部）IT 研究データ ンジ

ニア 2015 年 12 ピッ バー

大学 2016 年 1 大阪大学大学 情報

科学研究科 研究員 2017 年 4 大阪大学サイバ

ーメディアセンター 通次 クラ ド協働研究

所 教（ ）、2020 年 4 同先端ネット

ワーク環境研究部門 教（ ）、2022 年 7

同部門 教授（ ）、  

 

教（ ） Techasarntikul Nattaon 

：2011 年 3 タイ、 ンクット 科大学トン
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計算機 学 業 教育用

K4L ームの開 業

動 $%!; 年 ) 大阪大

学大学 情報科学研究科情報

システム 学 程

$%$% 年 ) 同大学 同研

究科 程 、 （情報学） 同年、大阪大学

サイバーメディアセンター情報メディア教育部門

研究員 $%$%年 !% 教（ ） $%$$

年 ; 先端ネットワーク環境研究部門 教

（ ） デジタル イン生成・応用 ュー ン

コンピュータインタラクシ ン、 実、バー

ル ア ティーの研究

>! 教育・研究概要

>?@! 授業

>?@?@ 学部

基 学部 開講 の科目

、分

・ 情報 M（ ）

・ 情報 者 会（ ）

・ 情報科学 説（ ）

・ 情報科学基 （ ）

・ 情報科学 NM+（ ）

・ 情報科学 ミ ール（ ）

・ プロ ラミン (（ ）

>?@?> 大学 情報 学研究

大学 情報科学研究科情報ネットワーク学

開講 の科目 、分

・ ル メディアネットワーク（ ）

・ 情報ネットワーク 計 （ ）

・ 情報ネットワーク学基 （ 、 ）

・ 情報ネットワーク学 門（ 、 ）

・ ガ ットネットワーク（ ）

・ 情報ネットワーク学セミ ーE、EE（ ）

・ 情報ネットワーク学セミ ー@（ ）

・

>?>! 大学 情報 学研究 業

>?A! 学部業

の業

・ NM+- 委員会委員 （ ）

>?B! 研究概要

$%)%年 実 高度 融合 、

ロ ット 協働

（図 !） の の実 、デジタ

ル イン M4O/89-GPの 高度 E(I の実

（図 $） タスネットワー講

、 の デジタル イン 実

の タスネットワーク の応用 関

研究 の メラ等 の情

報 (&& 用 アルタイム

デジタル イン 、 の情報

動 ロ ット制 、デジタ

ル イン M4O/89- GPQ#P 通信 ・

計算 の 研究開

図 !R-$%)%年

図 $R-デジタル イン

実 の融合

（!） デジタル イン ・ 用

実 のデジタルコピー デジタル イン

、) 次 の

タスネットワー講 、 の メ

ラ の 機 学習C(&&D ラ
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ィ ル デル(CRF) 用 3

次 、 の 果

AR デバイス 用 の 動

、 ロ ット 全 共

研究  

（2） デジタル イン基盤(B5G/6G、通信/計算

) 

大規模 デジタル イン 所

アルタイム 、 の基盤

コミュニ ーシ ン の 展

、Beyond 5G / 6G

の通信 研究 タス

ネットワー講 、Beyond 5G / 6G 通信の

のシステム 、 電

状況の推 、分 型の AI ッ

ジクラ ドシステム 研究

 

（3） デジタル インデータ生成 

デジタル イン アルタイム

、実 生 大 データ

集・生成

研究室 、スト ーミン

用 実 データ 集 デジタル

イン 生成 研究 、IP ル スト

用 果 デジタ

ル インデータ 集・生成 研究

 

（4） デジタル イン応用 

デジタル イン 用 、

コミュニ ーシ ン 、実 来

の 研究

室 、メタバース の 共 、

ス ート ラス 等

研究開  

 

3 教育・研究等に係る全学支援 
3.1 全学支援業  

全学支援業  

・ ODINS 次 システム 委員 （ ） 

・ ODINS 運用支援（ 、 ） 

3.2 イ ーメディア ンター業  

の業  

・ サイバーメディアセンター センター （ ） 

・ サイバーメディアセンター教授会（ 、 ） 

・ サイバーメディアセンター全国共同利用運営委

員会（ ） 

・ サイバーメディアセンター教員 委員会（

） 

・ サイバーメディアセンター計画・ 委員会（

、 ） 

・ 部 CSIRT（ ） 

・ OU スタープラン実 業 Digital Twin 

Living Lab. Service の 出（ ） 

 

3.3 データビリティーフ ンティア  

の業  

・ データ ティー ロンティア機 機

（ ） 

・ データ ティ基盤部門（ ） 

 

3.4 学際研究  

の業  

・ DX 会研究部門 DX 通信基盤研究 （

） 

・ DX 会研究部門 

大 来 会研究部門（ ） 

 

3.5 OUDX  

の業  

・ DX・ ープンサイ ンス推進部門 （ ） 

・ ープンサイ ンス推進室委員（ ） 

 

4 2022 年度研究業績 
4.1 デジタ イン デジタ イン

に関する研究  

4.1.1 ッジ AI 

 来のサイバー ィジ ルシステム(CPS) 会

、大規模 デジタル イン(DT)の 分

析の 、ネットワーク コンピュータの ネ

ル ー 研究 析タ
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スク 分 、 CNN デル

分 の GPU

、 電 推 デル 、

アル ム(GA) イ 型アトラクター

デル(BAM) ネットワーク

、CPU/GPU ース 利用

電 、実

のシステム 実  

[関 表 ] 

国 会議 14 

頭 表 11,16 

 
図 3. ネットワーク状 応 の分

ッジクラ ド分 型 AI システムの開  

 

4.1.2 WiFi 環境の  

 来の 会 、 ロ ット 全 共

信 性の高 通信 の

研究 信信 度(RSS) ップ 推

、アクセスポイントの情報

、推 の信 性 明 制 の 全性

研究 、 デジタル イ

ン 用 内の 通信 の 分 表

、 ア内の

ード ラ 作 、 ルコ

使用 部の ードの 情報 全 ードの

RSS 推 室内

の実 、 度

、 度 分

 

[関 表 ]  

頭 表 13,18 

 
図 4. wifi map の デジタル イン 

 

4.1.3 用 た 一 に る

 

 ロ ット 共 協

、 の 来

の 、 度センサ 使用

、実用 コスト 次 推

研究 、 の の メラ 同

、 使用 次

推 、画

の 度 情報の 度の 2 の情報

合 同 、 推 公開

データセット 使用 、高

度 同 出 、 の メ

ラ 同 所 度

、 の 性  

関 表   

頭 表 12 

 

図 5. 用 同 の推  

 

4.1.4 ッ の 業における MR デ イ

ス 用 た ュー ン ビ ー ョン  

作業 の ュー ンロ ットコラ

ーシ ンの 、 全性 ロ
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ット 作業 研究

、ロ ット制 ーシ ン

合 、 全 システム

目 MR デバイス 使用 3 の

ー ーインター ェースの 、

、 作業

、集 度 タスク の関 性

明 、 の 動 デル 作成 の

 

[関 表 ]  

国 会議 15 

頭 表 19 

 

図 6. デジタル イン 用 ュー ンロ ット 

コラ ーシ ンシステムの全  

 

4.2 デジタ インデータ デジタ イン

応用に関する研究  

4.2.1 IoT環境における ス リー ン 処理

 

デジタル インデータ 生成 型

電 のIoT機 用 生成

デジタル インデータ アルタイム

（スト ーミン ） 、クラ ド

サー ス等 用 分

研究 、分 コンピューティン スト

ーミン 研究開

年度 、 メラ セン

サ 分 型スト ーミン の

、 来 スト ー

ミン  

[関 表 ]  

書 1 

国 会議 6,10,11 

頭 表 4,5,7,9,17,20 

 

図 7. 分 型 

スト ーミン システム 

 

4.2.2 デジタ インデータ

するための 報 情報 ステ  

同報型 信 用 情報 信システム 同報

型情報 信システム 研究開 同報型

信 用 、 端 同 データ 信

合 、 信サーバ

の 高 情報 信 年度 、5G

の MBMS ード V-High 用 同報型情

報 信システム データ 信 、性能計

実 実験の 表 実

、 情報 表

デジタル イン 信

実験 、同報型情報 信システム 用 合

信

 

[関 表 ]  

国 会議 4,5,8 
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図FR-同報型情報 信システム

B?>?A! メタ ースのための データ

年の WJ の 展 、メタバース（

） 目 メタバース

験 、 データ 集 信

研究開 年度 、ス ート

ン等 の 度 算出 、 ,J

合成 表 システムの

- Y関 表 Z-

学 - !-

国 会議- $[)[;[!$[!)-

頭 表- $[)[#[!%[!H[!G-

全オブジェクトで
仮想空間構築

遮蔽関係を考慮した
仮想空間配置

図 "R- 関係

メタバース ジェクト

B?A! データセンター ーシ ンシステムの研

究（)/5D）

&'@Tの 推進ス ーム 、分

コンピューティン システムの の

能 運用 の開 （データセンター ー

シ ンシステム） の研究 開

のサー ス データセンター 、大

規模 、面 ッジコンピューティン

X2U37-,..466-'9B4-(/012378B、 X'(の 、

コンピューティン システム の電

、 会全 の 電 、 !%年 !G

研究 、クラ ド 、分 コ

ンピューティン ース全 の ネ 実

の、データセンターT<（図 ） 開

図!%R-データセンター ーシ ンシステム

C@(T<Dの 成図

、 、データセンター

の ネ の開 、面

会システム 、機 、 成、 、

アプ ーシ ン 、 利 用

能 ネ

、 、 の 面 の電 、

N*'、の 目 運用 、データセン

ターの 電 の の 運用

、コンピューティン 環境 、_2L4584346

プラット ーム 、コンテ

基 イクロサー ス 、 、

の 、

、分 会システム全 の ネ

、 の アル ム
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、13 の ネ 実 、

表 、CNCF の研究の ース

 

研究 、 のアル ム シー 、

実 のアプ ーシ ン 、分

コンピューティン システム 、 の 果

 

の 、 ネ 、データセン

ター 業者の の 、 、 の

6次 ネル ー基 計画 の 合性 、

 

[関 表 ] 

国 会議 16,17,18 

 

5 社会貢献に関する業績 
5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

・ 大学 インターネット 学  IoT ネット

ワークイ ーシ ン実 研究センター・セミ

ー（ ） 

・ 電機大学 ル メディア 学 部講

 

5.1.2 研究部門  

・ 研究 会 2022 通信 使

実 のデジタルコピー  

 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

・ 電子情報通信学会コミュニ ーシ ンク テ

ィー研究会 （ ） 

・ 情報 学会デジタルコンテン ク ーシ

ン研究会 運営委員（ ） 

・ 電子情報通信学会インターネットアー テク

研究会 門委員 （ ） 

・ 情報 学会 ル メディア、分 、協 バ

イル（DICOMO 2020）シンポジ ム プロ ラ

ム委員（ ） 

・ データ 学 情報 ネジメント 関 ー

ラム（DEIM Forum 2021） 実 委員、コメンテ

ータ（ ） 

・ ル メディア通信 分 ワークシ ップ

（DPSWS 2020） プロ ラム委員 （ ） 

5.2.2 論文誌  

・ 情報 学会 誌：デジタルコンテン  

集委員 （ ） 

・ 日 データ ース学 誌 集委員（DBSJ 

Journal） （ ） 

・ 電子情報通信学会 Architectures, Protocols, and 

Applications for the Future Internet 集 （

誌 D） 集委員（ ） 

5.2.3 国際会議への参画 

・ IEEE International Conference on Communications 

(ICC) CQRM Symposium Co-Chairs（ ） 

・ IEEE International Conference on Communications 

(ICC) NGNI Symposium Technical Program 

Committee（ ） 

・ IEEE Global Communications Conference 

(Globecom) CQRM Symposium Technical Program 

Committee（ ） 

・ IEEE Global Communications Conference 

(Globecom) NGNI Symposium Technical Program 

Committee（ ） 

・ International Conference on IP/IoT& Processing + 

Optical Network (iPOP) Technical Program 

Committee Vice Chair（ ） 

・ IEEE/ACM International Symposium on Quality of 

Service (IWQoS) Technical Program Committee（

） 

・ IEEE Communications, Quality, and Reliability 

Workshop (CQR) Technical Program Committee（

） 

・ IEEE SIG on Metaverse founding member（ ） 

・ Informatics Society International Workshop on 

Informatics, Co-chairs（ ） 

・ IEEE Computer Society Signature Conference on 

Computers, Software and Applications (COMPSAC), 

NCIW Symposium Co-Chairs（ ） 

・ IEEE Global Conference on Consumer Electronics 

OS-VDP Chair（ ） 

・ IEEE International Conference on Wireless 
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Communications & Networking Conference 

(WCNC) Technical Program Committee（ ） 

・ IEEE International Conference on Communications 

(ICC), Technical Program Committee（ ） 

・ IEEE Global Communications Conference, 

Exhibition and Industry Forum (GLOBECOM), 

Technical Program Committee（ ） 

・ International Conference on Information Networking 

(ICOIN), Technical Program Committee（ ） 

5.2.4 学会における 講演・  

1.  ："Beyond 5G ジ ン デジ

タル イン", CKP の研究会（2022 年 6 ） 

2.  ：" デジタル イン", F251-03, 

日 機 学会 2022 年度年次大会（2022 年 9 ） 

3.  ：“Beyond 5G/6G の ジ ン システ

ム・デバイス の ”, 20p-C200-3, 応用 学

会 2022 年 学 講 会（2022 年 9 ） 

4. Hideyuki Shimonishi: "Probabilistic Digital-Twin 

towards real time human-robot collaboration", 

IROS2022 Workshop on Cloud and Fog Robotics in 

The Age of Deep Learning, Kyoto, Japan (Oct. 

2022) 

5. Hideyuki Shimonishi, “Probabilistic Digital-Twin”, 

2022 International Conference on Emerging 

Technologies for Communications (Nov. 2022) 

6. , “Beyond 5G ジ ン

デジタル イン”, 信学 報 vol. 122(no. 

400) 2023 年 3  

7. , “Beyond 5G ジ ン  デジタ

ル イン”,2022 年度 情報 学会関 支部 

講 会 VR デジタル イン： 実

の , 2022 年 11  

5.2.5 論文 

 

5.2.6 学会表彰 

・ 樹

: 情報 学会 誌ジ ー ル 集

 (Feb. 2023). 

 

 

5.3 学  

5.3.1 業 の 研究 

・ 大阪大学 NEC Beyond 5G 協働研究所（ ） 

・ NEC デジタルテク ロジ開 研究所（ ） 

5.3.2 学外での講演 

1.  ："Beyond 5G vision and probabilistic 

digital twin", CiNet Friday Lunch Seminar（2022 年

6 ） 

2. Hideyuki Shimonishi: "Proposal of probabilistic 

Digital-Twin", IOWN Global Forum Member 

Meeting, New York City, USA (Oct. 2022) 

5.3.3 特  

な  

5.3.4 学外  

・ Beyond 5G 推進コン ーシアム 書分科会

作業 サ ー ー（ ） 

・ 営利 動 ェアラ ルコンピュータ

研究開 機 （ ） 

 

5.4 ジェ 活動 

・ 総 委 研究 和 年度 0155-0165 の

ネ型の 能関 の

開 ・実 業 （ ） 

・ 情報通信研究機  Beyond 5G 研究開 進

業 00701 Beyond 5G 用 全

クラ ドロ ティクスの実 （ ） 

・ 部科学 科学研究 、基盤研究（C）

、研究 表者、 ッジ デ ンデ ン

ドシステム 生の実 （

）  

・ 部科学 科学研究 、基盤研究（A）、研

究分 者、Society5.0 会

利用者 型 MaaS 基盤（ ） 

・ 部科学 科学研究 、基盤研究（C）

、研究分 者、次 メラシステム

プライバシー （ ） 

・ 部科学 科学研究 基盤研究（B）

研究 表 高 電

信 イクロサー ス基盤（ ） 

・ 部科学 科学研究 基盤研究（B）
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研究分 者 高

実 ライ 信 （ ） 

・ 部科学 科学研究 基盤研究（B）

研究分 者 MaaS のラスト イル 動支

援 動情報利 用基盤（ ） 

・ 部科学 科学研究 基盤研究（C）

研究分 者 同 の の分 型

アルタイム 集合成 （ ） 

5.5 の  

・ NEC プ ス ース “大阪大学 NEC

NEC Beyond 5G 協働研究所 、 デジタ

ル インの 会実 ン ラ

”、2023 年 3 2 日（ ） 

 

6 2022 年度研究発表論文一覧 
2022 内 出 表  

 

6.1  

1. Chaxiong Yukonhiatou, Tomoki Yoshihisa, Tomoya 

Kawakami, Yuuichi Teranishi, and Shinji Shimojo: 

“Stream Data Processing Systems with Progressive 

Quality Improvement,” Recent Advancements in 

ICT Infrastructure and Applications (Series: Studies 

in Infrastructur and Control), Springer, pp. 163-188 

(June 2022). 

 

6.2 学 論文誌 論文 

1. 樹

：”同 ： の 集 合成 分

型インターネットライ ,” 情報 学会

誌 Vol. 64, No. 2, pp. 499-510 (Feb. 2023). 

 

6.3 解説論文・記事 

 

 

6.4 国際会議発表 

1. Yuki Fujita, Daichi Kominami, Hideyuki Shimonishi, 

Masayuki Murata, “Spreading Factor Allocation 

Method Adaptive to Changing Environments for 

LoRaWAN Based on Thermodynamical Genetic 

Algorithm”, in Proceedings of IWCMC 2022 

Wireless Networking Symposium 796-801 (May 

2022) 

2. Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi, 

and Shinji Shimojo: “A Tree Construction Method 

for Distributed Video Collection and Composition 

on the Same World Broadcasting System,” Proc. 

IEEE Computer Software and Applications 

Conference (COMPSAC'22), pp. 648-657, virtual 

(June 2022). [acceptance ratio: 23%] 

3. Yoshihiro Tsuboki, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi: 

“A Real-Time Background Replacement Method 

Based on Estimated Depth for AR Applications,” 

Proc. IEEE Computer Software and Applications 

Conference (COMPSAC'22), pp. 1205-1210, virtual 

(July 2022). 

4. Kaku Minowa, Tomoki Yoshihisa: “Pre-cache 

Methods for Accommodating More Clients in 

Edge-Assisted Video-on-Demand Systems,” Proc. 

International Workshop on Advances in Data 

Engineering and Mobile Computing (DEMoC'22), 

pp 289-297, Hyogo, Japan (Sep. 2022). 

5. Satoru Matsumoto, Tomoki Yoshihisa: “A Feature 

Data Distribution Scheme for Person Tracking 

Systems with Multiple Cameras,” Proc. International 

Workshop on Informatics (IWIN'22), pp. 37-44, 

Wakayama, Japan (Sep. 2022). 

6. Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Shinji Shimojo, 

Nao Takizaki, Yoshiyuki Kido, Yukiko Kawai, Ryuta 

Yamaguchi: “A MaaS System Architecture for 

Inducing Users to Solve Social Issues,” Proc. of 

IEEE Global Conference on Consumer Electronics 

(GCCE'22), pp.248-249, Osaka, Japan (Oct. 2022). 

7. Yasuaki Kobayashi, Tomoki Yoshihisa, Tomoya 

Kawakami, Yuuichi Teranishi, Satoru Matsumoto: 

“A Real-Time AR Visualization System of 

Snow-Covered Situations,” Proc. of IEEE Global 

Conference on Consumer Electronics (GCCE'22), 
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pp. 853-855, Osaka, Japan (Oct. 2022). 

8. Ei Khaing Win, Tomoki Yoshihisa: “A 

Similarity-Based Sensor Data Recovery Scheme,” 

Proc. of IEEE Global Conference on Consumer 

Electronics (GCCE'22), pp. 858-859, Osaka, Japan 

(Oct. 2022). 

9. Ryoga Seki, Daichi Kominami, Hideyuki 

Shimonishi, Masayuki Murata, Masaya Fujiwaka, 

“Multi-Object Recognition Method Inspired by 

Multimodal Information Processing in the Human 

Brain”, 2022 IEEE Globecom Workshop on 

Real-Time Data Processing and Optimization in 

Industrial and IoT Applications (Dec. 2022) 

10. Keisuke Murashige, Yoshiyuki Kido, Shinji Shimojo, 

Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Yukiko Kawai, 

Ryuta Yamaguchi: “Implementation, Measurement, 

and Analysis of Cycling Environment for a Bicycle 

Navigation Application,” Proc. of IEEE 

International Conference on Consumer Electronics 

(ICCE), Las Vegas, U.S.A. (Jan. 2023). 

11. Ryuta Yamaguchi, Felix B. Dollack, Panote 

Siriaraya, Tomoki Yoshihisa, Shinji Shimojo, Yukiko 

Kawai: “Comfortable Maps Generation System 

Based on Analysis of Cyclists' Facial Expressions 

Using a Bike-Mounted Smartphone,” Proc. of IEEE 

International Conference on Consumer Electronics 

(ICCE), pp. 1-6, Las Vegas, U.S.A. (Jan. 2023).  

12. Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi: 

“A Tree Construction Method with a Genetic 

Algorithm for the Same World Broadcasting System, 

Proc. of Internet Architecture Workshop (IEICE 

Technical Report, Vol. 122 No. 359), pp. 22-27, 

Osaka, Japan (Jan. 2023). 

13. Yoshihiro Tsuboki, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi: 

“Implementation of an AR Virtual Space System 

with Dynamic Background Replacement Based on 

Estimated Depth,” Proc. of Internet Architecture 

Workshop (IEICE Technical Report, Vol. 122 No. 

359), pp. 43-48, Osaka, Japan (Jan. 2023). 

14. Tatsuya Otoshi, Masayuki Murata, Hideyuki 

Shimonishi, Tetsuya Shimokawa, “Hierarchical 

Bayesian Attractor Model for Dynamic Task 

Allocation in Edge-Cloud Computing”, 2023 

International Conference on Computing, 

Networking and Communications (ICNC) (Feb. 

2022) 

15. Nattaon Techasarntikul, Koichi Owaki, Hideyuki 

Shimonishi: "Effectiveness of environment-aware 

AR interfaces on task performance in a workspace 

setting," HRI 2023 Workshop on Virtual, Augmented, 

and Mixed-Reality for Human-Robot Interactions, 

Sweden/Hybrid (Mar. 2023) 

16. Yuki Sogawa, Hiroki Tsukamoto Morito Matsuoka, 

Mikio Kagawa, Kazuhiro Furusho, “Prediction of 

spatial distribution in data center by HRCNN for 

controlling air conditioning system-How much the 

number of sensors can be reduced?(TO-22-C018)”, 

2022 ASHRAE Annual Conference, Toronto, June 

25 (2022). 

17. Ying-Feng Hsu, Yuki Sogawa, Kazuhiro Matsuda 

and Morito Matsuoka, “Environmental 

Sustainability: An Energy-Aware Datacenter 

Operation System”, CNCF KubeDay 

Conference-Linux Foundation, Yokohama, Dec. 7 

(2022). 

18. Ryusei Araki, Ying-Feng Hsu and Morito Matsuoka: 

“Early Detection of Campus Network DDoS Attacks 

using Predictive Models,” IEEE GLOBECOM 2022 

(December2022) 

 

6.5 口頭発表（国内研究会など） 

1. 大 , 大 , 大 , , 

, “MAP-Elites アル ム 用

トラ ック 動 の 応性 ネ

ットワーク ”, 信学 報  vol. 

122(no. 69) (2022 年 6 ) 

2. 樹

：“ の ローディン
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AR システムの実 ,” 情報 学会シンポ

ジ ムシ ー  ル メディア 分  協

バイルシンポジ ム (DICOMO'22) 集

Vol. 2022, pp. 204-210, ンライン (2022 年 7

). 

3. 樹

：“同 システムの の アプ

ロー 集 の ,” 情報

学会シンポジ ムシ ー  ル メディ

ア  分  協 バイルシ ンポジ ム 

(DICOMO'22) 集 Vol. 2022, pp. 815-821, 

ンライン (2022 年 7 ). 

4. 

樹 合 子 ：“ 用

ーシ ンアプ の の 環境データ

集・分析機 の実 ,” 情報 学会シンポジ

ムシ ー  ル メディア 分  協 バ

イルシンポジ ム (DICOMO'22) 集 Vol. 

2022, pp. 1012-1020, ンライン (2022 年 7 ). 

5. 樹 Panote Siriaraya

合 子：“ の表情 基

性分析システムの

,” 情報 学会シンポジ ムシ ー  

ル メディア 分  協 バイルシンポジ

ム  (DICOMO'22) 集 Vol. 2022, pp. 

1021-1027, ンライン (2022 年 7 ). 

6. 明 樹

：“ 情報 の ローディン

アルタイム AR システムの ,” 情

報 学会シンポジ ムシ ー  ル メデ

ィア  分  協 バイルシンポジ ム 

(DICOMO'22) 集 Vol. 2022, pp. 1664-1669, 

ンライン (2022 年 7 ). 

7. 樹 合

子：“ 動支援の の 全

の 環境情報 ・分析 シ

ステムの ,” 21 情報科学 ーラ

ム(FIT2022), 4 分 , pp.167-168 (2022 年 9 ). 

8. , ,  , “分 分析

システムの 電 の ”, 電子情

報通信学会 報告 vol. 122(no. 275)  (2022 年

11 ) 

9. 箕 樹 ：”

学習 ム ープ 用 スト ー

ト ンス システムの ” 電子情報通信学

会 研究報告（インターネットアー テク

研究会 IA2022-54）, Vol. 122 No. 306 pp. 

38-39  (2022 年 12 ). 

10. 総樹 樹

：” ーバ イネットワーク 用

基 メタバース ジェクト

の ,” 電子情報通信学会 研究報告

（インターネットアー テク 研究会 

IA2022-49）, Vol. 122 No. 306 pp. 23-24

 (2022 年 12 ). 

11.  ,  ,  , “分 分

析システムの 電 の ”,  信学

報, vol. 122, no. 275, CQ2022-52, pp. 28-33, 

2022 年 11  

12. , テ サンティクーン タ ン, 

樹, ：“ 用 同

出 次 推 , ”電子情報通信

学会 IA 研究会（2023 年 1 ） 

13. 大 , 弘 , テ サンティクーン

タ ン, 樹, ：" 内環境 の

wi-fi の電 状況 推  通信 の

デジタル イン ", 電子情報通信学会 

NS 研究会（2023 年 1 ） 

14. 明 樹

：” ッジコンピューティン 環境

アルタイム AR システムの の

情報 の ” 情報 学会研究

報告（ ル メディア通信 分 研究会

2023-DPS-194), 8 pages  (2023 年 2

). 

15. 樹

：” 同 システム ア

プロー 集 アル ムの

” 情報 学会研究報告（ ル メディア

通信 分 研究会 2023-DPS-194), 8 pages

― 53 ―



 (2023 年 2 ). 

16.  , , , “デジタル イ

ンの のセンサデータ 集・ の

計算

の ”, 信学 報 vol. 122(no. 438) (2023 年 3

) 

17. 樹 ："

メラ 用 分 型 アルタイム

の ", 電子情報通信学会 NS 研究

会（2023 年 3 ） 

18.  弘 ,  大 ,  樹 ,  

：" 面 デル 用 内 WiFi 環境の電

状況推 の研究", 電子情報通信学会 IN 研究

会（2023 年 3 ） 

19. 大 , テ サンティクーン タ ン, 

樹, ：" ロ ットの共同作業

MR デバイス 用 ュー ン

ーシ ン の ", 電子情報通信学会 CQ

研究会（2023 年 3 ） 

20. 樹 合

子：“ ス 全 の

環境情報 ・分析 の ,” 15

データ 学 情報 ネジメント 関

ーラム(DEIM 2023) 集 ンライン 6 pages 

(2023 年 3 ). 

 

6.6 博士論文・修士論文・特別研究報告 

6.6.1 博士論文 

 

6.6.2 修士論文 

1. “Research on Predictive Filtering Technology for 

DDoS Attacks using Machine Learning (機 学習

用 DDoS ィルタ ン

の研究)”,   

2. “Research on Data Center Operating 

System-Workload Allocation Optimization and Air 

Conditioning Control- (データセンターOS の研究

―Workload 制 ―)”,   

6.6.3 特別研究報告 

1. “ ロ ットの共同作業 MR デバイ

ス 用 ュー ン ーシ ン の

”, 大   

2. “ ジェクトの 関係

画 ”,   

3. “ 面 デル 用 内 WiFi 環境の電 状

況推 の研究”,  弘  

4. “共 VR 画 の の分 型 ン

ン の ”,   
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応用情報 ステ 研究部門 

lied Information stems Research Division

1 部門スタッフ 
教授   

：大阪大学基 学部大学 程、 和

61 年 3 和 61 年大阪大学・ 成

年同大型計算機センター・講 成 3 年 4

同 教授、 成 10 年 4 同教授、 成 12 年 4

同大学サイバーメディアセンター センター 、

成 17 年 8  同大阪大学センター 、 成 19

年 8  同 センター 、 成 20 年 4 3 年

 情報通信研究機 大 ネットワーク研究

センター センター ／ 研究員 成 23 年

4 サイバーメディアセンター教授 成 27 年

和 4 年、センター 和 5 年 3 、  

 

教授   進 

：1997 年 3  大阪大学基 学部情報 学

科 業 2000 年 3  大阪大学基 学研究科

程 2002 年 3  大阪大

学 学研究科情報システム 学 程

2002 年 4 2005 年 10 大阪大学

大学 情報科学研究科バイ 情報 学

2005 年 11 2008 年 3 大阪大学大学

情報科学研究科 教授（ ） 2008 年

4 大阪大学サイバーメディアセンター情報

メディア教育研究部門 教授 2013 年 4 大

阪大学サイバーメディアセンター応用情報システ

ム研究部門 教授 2005 年 2 2005 年 9

国 ルニア大学サンディ 員研

究員 大学大学 システム情報学研究科 員

教授 2011, 2012, 2013, 2014, 2015, 2016, 2017, 

2018 年度） IEEE, 情報 学会 会員 （

学）  

 

 

 

 

講    

：2003 年 10 大阪 国語大学情報 セン

ター講 合 2007 年 10 、大阪大

学サイバーメディアセンター講 （ 学）

情報 学会員  

 

教員・研究員 

・ 教授  （ 製 会 ） 

・ 教授  （情報通信研究機 ） 

・ 教授  （ 学 大学） 

・ 教授  （OcubeC,Inc.） 

・ 教授  （NEC） 

・ 教授  弘（ 会 サイバース ッ

） 

・ 教授  （ 科大学） 

・ 教授  （ 科大学） 

・ 教授  （情報通信研究機 ） 

・ 教授  （ 会 シ ラ ） 

・ 教授 阿部 （ 大学） 

・ 教授  作（国 情報学研究所） 

・ 教授  生（ 大学） 

・ 教授  弘（ 大学） 

・ 教員  （ 先端科学 大学 大

学） 

 

教（ ） 

・  教  

 

研究員 

・  樹 （ ） 

 

員 

・  合 

 

― 55 ―



2 教育・研究概要 
2.1 教育の概要 

部門 、大学 情報科学研究科 ル メディア

学 、 学部電子情報 学科情報通信

学科目情報システム 学クラス 応用メディア

学講 協 講 、2022 年度

大学 学生 12 、学部学生 4 の研究

、 の講

 ル メディアシステムアー テク （ 、

、 、 ）

システムプロ ラム（ 、 ）

電子情報 学  （ ）

情報 （ ）

 ル メディア 学 習Ⅰ・Ⅱ （全教員）

 ル メディア 学研究 （全教員）

 ル メディア 学アドバンストセミ ー （全教

員）

インタラクティ 成 学 習 A （ ）

インタラクティ 成 学基 習 A （ ）

箕面 ン ス 、箕面の 学研究科

国語 データ 授業

言語 の 用 情報 研究（ ）

2.1.1 面教育 ステ の運用支援 

全学教育用電子計算機システム（全教コン） 、

学の教育 支援 のシステム 箕面

教育システム 、全教コンの箕面 ン ス部分

、コンピュータ学習室 コンピュータ 習室、

支 サーバ

年度 、 ン ス 、 の ン

スの 国学研究講 4 のク イティ ワーク

シ ップ（CW）1 2 部 、8、

9、10 の 生室

全教コン 、 システム（図 1） 8 9 日

稼働 、9 作業 、10

システム（図 2） 稼働 年度 、 2

システムの運用支援

図 1： システムの CW1 

図 2： システムの CW1 

2.1.2 面教育 ステ の 支援 

 年度 全教コンの 、 の 部

箕面教育システムの 支援

ン スの箕面教育システム の の情報教室 、

ン ス 、 所 計画

進 、 の 所の

、CALL 教室の

、箕面 ン スのニー

40 25 CW2

、 の 合 、 イ

ア ト 、 1 の

40 実 CW の 、1

2 、CW2 25 、

ー サイ の 1 の 40

、部 使用

図 3 の 端 見 、
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部分 分 合 2 の ー サイ

使用 、40 使用 能 イア ト 実

、 CALL 教室

ニー 応 、 年度の

、CW2 CALL 機能  

ン スの 、 部 サイ の

、 サー スの 、

環境 、 進

ー の イルの

、大 箕面教

育システム 10 3 日 開  

 

 
図 3：40 応 CW2 

 

2.1.3 面 ン スのスタジ 運用支援 

箕面 ン スのスタジ 、 年度

、運用 開 年度

運用支援 年度 利用

、 学 者 スタジ 利用

（図 4）  

 

 

図 4：スタジ の学 者 利用 

 

2.1.4 での e ー ン ジェ の  

高度 国語教育全国 信システムの （高

度 国語） 会 学 ルの

国語教育プロ ラム （ 会 プロ ラム）

、 開 e ラーニン 教 公

開 の e ラーニン 教 、

教員 分 開 、

分 ューム 、学内の授業 使用

、学習機会の 国語

学習 会イン ラ 、

日 語教 、 のアクセス  

年度の利用状況 、学内 合 160

ージ ュー 大 、

年度の 170 ージ ュー 、 年度の 230

ージ ュー 見  

 

表 1  ラーニン 教 の利用状況 

言語 ット  

ス ェーデン語 101,024 

アラ ア語  79,279 

サーバトップ  71,773 

ンディー語  55,919 

デン ーク語  44,543 

タイ語  40,032 

国語 会 プロ ラム  31,021 

高度 国語トップ  30,541 

ス イン語  27,296 

インドネシア語  22,159 

ル 語  20,227 

ト ム語  17,324 

ロシア語  17,081 

ルシア語  13,530 

日 語  13,269 

ンガ ー語  12,026 

スワ 語   9,703 

会 教育トップ   7,975 

科研 開 教 トップ   7,030 

ン ル語   3,790 

 

50 の ージの ット 集計

果 、表 1 の通 年度の 1 、

明 ス ェーデン語 アラ ア語
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、 大学

、1 全 、学内の

授業 使用 ンディー語

会 教育 、 2021 年度

国語 用

2.1.5 での e ー ン ジェ で 発

た教 の 修

高度 国語 会 プロ ラム 開 e

ー ン 教 大 、 、

部分 、

、e ー ン 教 の 動画の

生 使用 Adobe Flash の

2020 年 12 、 応

の 、Flash 作 部分 HTML5

開 動画 、 開

シ ン プ ル CMS(Contents Management 

System) oq-composer 、

ス ート ン PC の 学習

、 のネットワーク の

合 、開 のデータ 動画デ

ータ 関 、 高 の

通 の動画 HTML イル

作業 集 能

、メディア

イル HTML の 集 所 全部

部分 、 動

動 合 、

の の

年度 学研究科の協 の 、 の e ラー

ニン 教 開 の メンバー 岩成 

先生 、アルバイトの

、大規模 e ラーニン 教 の

年度 、高度 国語の ルバ語（図 5） 日 語

（図 6）の全 、 ルシア語（図 7）の 部、 会

プロ ラムの 語（図 8） ト ム語（）の

部の

図 5：高度 国語の ルバ語教  

（ ： 2 のス ート ン ード 

： 12 の PC ード） 

ルバ語教 、 の言語 使用

用のメディア教 システム 使 大阪

国語大学 GP の の高機

能 メディア教 システム HTML5 開

oq-stages メディア教 応用

の oq-stages 機能 、 用メディア教

の内部 析
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、 全 機能 、 分

教 、 度開

、

表 アニメーシ ン  

 

 
 

 

図 6：高度 国語の日 語教  

（ ： 3 、 ： 4 ） 

 

日 語教 、メディア教 、1 の

メディア教 の HTML イル 合

計 の内部 析

、 動 作業 合 、oq-stages

用  

ルシア語教 、 ーム教 、メディア教

、 ーム教 開 の

、メディア教 部分の

メディア教 部分 GP 用システム

用 、oq-stages

、 ルシア語 応

の バージ ン 、oq-stage

機能  

、 ルバ語、日 語、 ルシア語のメ

ディア教 システムの共通 進展  

会 プロ ラムの e ラーニン 教 、 の

Flash 用の ト ェア 使用

、岩成 先生

開  

 

 
 

 

図 7：高度 国語の ルシア語教  

（ ： 1 、 ： 7 ） 

 

 

図 8: 会 プロ ラム 語の 機能の  

 

語 関 、Flash 開 動画 機能

の （図 8） 動画 機能 、

HTML5 の機能 応 、動画 機能

開 の 、 の 表 用データ

イル HTML5 の動画 機能の のVTT イ

ル の ト ェアの開  

ト ム語教 の動画 使

、 の 教 ト ム語

会 1,300 の動画 イル
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の イル の HTML

イルの 集 、機能  

 

2.1.6 録 の支援 

言語 研究科 協 運営 箕

面 ン スの e ー ン 開 、

e ー ン 、メディア教 の開 支援

 

年度 出 の書 CD の の

支援  

 

2.1.7 e ー ン 発支援 

 e ラーニン の開 支援 、 国語学部の教科

書 用 大阪大学出 会の

、2019 年度 大阪 大学出 会 の言語シ

ー 14 インドネシア語 Web プ ー

ーの開 公開 年度 、Web

プ ー ーの ンロード の ー

ジの作成 ンロード イルの  

の ンロード ージの作成 、 年度

Web プ ー ーサイト

CMS oq-composer 用 作成

ンロード ージの HTML イル 公

開 言語 、内 全 同 、

1 の イル 言語

内 、 実  

、 ンロード mp3 イルのタ 情

報 、mp3 タ 関

岩成 先生 、

の ト ェア 表 、

情報 タ 情報の

 

の言語シ ー の ンロード ージ 、

2 国語、3 ン ル語、5 ロシア語、6 ィ ピ

ン語、9 タイ語、12 ス ェーデン語 2022

年 10 1 、1 スワ 語、4 ト

ム語、7  ス イン語、10 デン ーク語、

13 イタ ア語、15 ルシア語（図 9）

2023 年 4 1 日  

、大阪大学出 会の の言語シ ー

の ンロードサー スの

 

 

 
 

 

図 9： の言語シ ー の 

CD の ンロード ージ 

（ ：ロシア語、 ： ルシア語） 

 

2.1.8  での e ー ン ジェ の

データの管理 

 

 

図 10: e ラーニン プロジェクトの 

機 の 部 

 

の e ラーニン プロジェクト

の機 、 作成 デー

タ 書の （図 10） 機 の
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、業 用 デ メラ、PC、プ ンタ、 メラ、

ン 、 年度 、

ン ス 運

作業 年通 の、機 の

メンテ ンス、機 の 出 、機 の ェック

 

 

2.1.9  教育用 ステ への支援 

教育用計算機システムの運用の支援

開催 ミーティン 、

、OUMail（図 11） 全学の のメ

ールシステムの運用支援 情報  

 

 

図 11: メールシステム OUMail 

 

2.2 研究の概要 

2.2.1 HPC・HPDA するインター

コ ュ ータに関する研究 

 年, 機 学習 ッ データ分析 の HPDA 

（High Performance Data Analysis） ジ

応 , 来の MPI 

（Message Passing Interface） 計算ジ  

（HPC ジ ） HPDA ジ の高性能計

算機システム 実  HPC・HPDA 融合基盤の

研究開  

HPC・HPDA 融合基盤の実 の

インターコネクト 計 HPC ジ

 HPDA ジ ード 通信

、ジ ード 通信性

能 （ , ）  ジ 実  

、HPDA ジ 用 、Apache Spark

等の ームワーク 、プロセス 同 用

、 部の ード 通信の ジ 実

の ジ 実 の

、実 計  

、先 の シミュ ーシ ン

、 シミュ ータの  ） 

プロセス 同 ード 通信の デル 、 

） 動 ジ ス ジュー ン の 応

、 研究 、 ード 通信

性能 プロセス 同 用 ジ の実

能 シミュ ータの実 目

 

 

2.2.2 HPC ステ における ースティン

の運用 に関する研究 

学 機関 運用 共用型 High-Performance 

Computing(HPC)システム 、 ー の計算 の

計算 の の

、大学 、 業研究 表

の 、学生 計算

計算 HPC システ

ムの 能 合、ジ の

開 の  

IaaS の分 、 計算 の

ンプ ミスサー スの計算 の 、

クラ ドの計算 （クラ ド ） 計算

ンデ ンド ロード クラ ドバースティ

ン 用 クラ ド

の利用コスト 、基 の利用

の 生 の 、計算 高 の

クラ ド 用 、サー スの運用コ

スト 、 計算

、 のクラ ドバース

ティン ジ ス ジューラの機能 HPC

システム 、計算 のジ

の  

クラ ドバースティン 機能の

、HPC システム 来の計算 （ ンプ

ミス ） クラ ド の クラ

ドバースティン 機能の運用 ンプ

ミス クラ ド の 性能

の 、クラ
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ドバースティン の ジ の ー

、ジ 実 の 利

能性 の 、

ー のジ クラ ドバースティン の

合 、クラ ドバースティン

機能の利用 進 運用  

研究 、実用 クラ ドバースティン 機能

の 、 の 運用 クラ ドバ

ースティン 機能の利用 進

 

 

2.2.3 ステ ・運用な

に  

2015 年度 総 G システム L アラ

ートの 推進 業 の 、 大学

、 大学、国 業 会 、日 電

会 、日 会 、 会 イ ー の

、 アルタイム システム L アラー

ト の L アラート の

応の高度 実 業 推進 業

、 大学サイバーサイ ンスセンター

日 電 会 の協働 、 大学サイバ

ーサイ ンスセンターのスー ーコンピュータシス

テム SX-ACE センターの SX-ACE 高 ネット

ワーク 、 シミュ ーシ ンの実

環境 実 2016 年度 、 シミュ ーシ

ン環境の 運用 運用 制の 、

試験 運用 開 2017 年度 、 の成

果 展 、実 の 生 応

実用 システムの実 、 計、 、

、運用 推進 2018 年度 、 の成果

基 、 大学 科学国 研究所、 大学サ

イバーサイ ンスセンター、 大学大学 学研

究科、大阪大学サイバーメディアセンター、日 電

会 、国 業 会 、 会 イ ー

内 の 、 推計システム

・運用業 、 ・運用業

2019 年度 、 の 用性・ 性

、 推計システムの バー

、内 推計シス

テム機能 等業 、

バー

大 の 、

の 2020 年度

内 推計システム機能 等

業 （ ） 、

システムの 業 、2021 年

度 、 推計システム機能 等業

（ ） 、 システム

の 業 2022 年度 、

推計システム機能 等業 （日 、

） 、 システムの

業  

 

2.2.4 S2DH（Social Smart Dental Hospital: S2DH） 

日 、 科 学 分 高 性 能 計 算

(High-Performance Computing)、高性能データ分析 

(High Performance Data Analysis)

プロセッサ性能の 、ネットワーク の

展 、科学分 データ

大 の

の 、 日のサイバーメディアセンター

の計算機センター 、高 データセ ュ

ティ ・ の 科学

の高性能計算の利用 分 状

 

研究 、 の 、2017 年度

大阪大学 学部 、サイバーメディアセンタ

ー（応用情報システム研究部門 先進高性能計

算機アー テク 共同研究部門）、日 電

会 の 成 、 学研究、 応用

共同研究 開 年度 、 年度同

、 学部 データセ ュ テ

ィ の高 データ 全 サイバーメディアセン

ターの高性能計算機 、データ 析・計算

能 開 、

AI の 学研究 の応用研究 推進
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2.2.5 HPC ステ における ースティン

の運用 に関する研究 

  学 機関 運用 共用型 High-Performance 

Computing(HPC)システム 、 ー の計算 の

計算 の の

、大学 、 業研究 表

の 、学生 計算

計算 HPC システ

ムの 能 合、ジ の

開 の  

IaaS の分 、 計算 の

ンプ ミスサー スの計算 の 、

クラ ドの計算 （クラ ド ） 計算

ンデ ンド ロード クラ ドバースティ

ン 用 クラ ド

の利用コスト 、基 の利用

の 生 の 、計算 高 の

クラ ド 用 、サー スの運用コ

スト 、 計算

、 のクラ ドバース

ティン ジ ス ジューラの機能 HPC

システム 、計算 のジ

の  

クラ ドバースティン 機能の

、HPC システム 来の計算 （ ンプ

ミス ） クラ ド の クラ

ドバースティン 機能の運用 ンプ

ミス クラ ド の 性能

の 、クラ

ドバースティン の ジ の ー

、ジ 実 の 利

能性 の 、

ー のジ クラ ドバースティン の

合 、クラ ドバースティン

機能の利用 進 運用  

研究 、実用 クラ ドバースティン 機

能の 、 の 運用 クラ ド

バースティン 機能の利用 進

 

 

2.2.6 な e ー ン 教 のための ステ  

e ラーニン 、教科書 、 、 集

の教 実 能 国語

験 のシステム 、

情報 見 表 システム、

集 ームの システム

 

、e ラーニン 動作

、e ラーニン 集の内 の作成支援

e ラーニン の

CMS(Contents Management System)の開

 

 

2.2.7 ビッ データの イフ イ ンス応用 

年 業 の生 性の

、研究開 の 進 動

の 大規模

ープンイ ーシ ン の 、

者 、 者の

QOL 実 、 、

の 合 大

の ICT 用 動 ッ

データ、 学習 の

Google、Apple、Amazon、Facebook メ

ガ ー 協業 ライ サイ ンス分 進出

patients like me の 者 の

SNS サイト 利用 情報

国 の分 大

、 データ 合 業

大

年度 の の の議

 

 

2.2.8 ステ アー テ  

2016 年度 2021 年度 NEC の共同研究部門

、先進高性能計算機システムアー

テク 共同研究部門 、次 HPC

HPDA の アプ ーシ ン 計算機プラ

ット ーム サイバーメディアセンターの 験

運用 用 実 研究
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、 の実用 会 ューシ

ン 研究 動  

 

2.2.9 ・ インター ッ

イ の研究 発 

年、インターネット ライ

サー ス 研究 、イ

ンターネットライ の 、 の 信者

全 、 同

の 1 の画面 合成 ライ

同 同 、 の

者 共通の 内 分 の

ミーティン 、 イ ント、

ンライン の応用 、高

実 同 の イ

ンターネットライ 実 、 の

アルタイム インターネット 集 、

の合成 、 者 信

、クラ ド の 信サーバ

集 合成 、

の 、 集 合成 ネ

ットワーク 、 信サーバ 集 、

合 、 の 大 生

 

応用情報システム研究部門 、 部研究者協

、 集・合成 インタ

ーネットライ 、分 環境 、

合成 集 の集 、

図 分 型インターネットライ

の  

 

2.2.10 IoT ージェン デ 応用 た ュア

で な情報 の  

IoT 集・ データ PDS 

(Personal Data Store)の 計 研究

PDS ー データの利用

型 デル 、 分 計 析 、

クラ ドの 用  

 

 

2.2.11 学習 応用 た TCP に関

する研究 

  インターネットの 利用 の 、

トラ ィックの 、通信メディアの 展

、 使 TCP 制 の

制 見

、TCP Tahoe 80 年 、TCP New Reno 90 年

、CUBIC 2000 年

、Google TCP BBR 開 、 の

次の の 制 模 動 見

 

  、80 年 90 年 、インター

ネットの使 、通信メディアの 展のサイク

ル 大 の 、

の ース 進 の 、

制 ・

 

  、機 学習 制 、

トラ ィック メディアの 展 用 制

の実 研究  

 

3 教育・研究等に係る全学支援 
3.1 教育に係る全学支援 

全学の教育支援 目 、 の学内委員

 

 

 FrontierLab@OsakaU 運営 Sub-WG 委員 （ ） 

 

部門 、学内 全国の研究者 の研究

係 全学支援 、大阪大学情報推進部

、スー ーコンピュータ クラスタシステム等の

サイバーメディアセンター の大規模計算機シス

テム ・運用・  

 

3.2 研究に係る全学支援 

3.2.1 スー ーコンピュータシステムの ・運用 

サイバーメディアセンター 全国共同利用

情報 基盤の 、 研究開 、

情報基盤 支 高度 教育の実

の電子 目
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部門 、 の 目 成 、

高度 大規模 計算機システム環境 学

全国の大学 研究機関の研究者

、 部門の教員 日 の  

 センターの大規模計算機システム 、 、2017

年 12 全国共同利用大規模 計

算システム OCTOPUS、2021 年 5

高性能計算・データ分析システム SQUID 成

の大規模計算機システムの 稼

働、 、 の大規模計算機システム 利用

者 使 システム 、情

報推進部、実 のシステム NEC

の 会 、運用 業

、センター内部 、 2

、 研究部門教員（ 教授、 見

教）、 、情報推進部情報基盤 員

（ 、 、 ） 内部 会 実 、 セ

ンターの大規模計算機システム運用 、 ー 支

援、 等の ・ 、大

規模計算機システムの利 用 大 推進

 

  年度の運用 業 、通 の大規模計算機、

運用 業 、 の運用 業

 

 

(1) 規利用者 報 

(2) High-Performance Scientific Computing 

(HPSC)News ア ト ー 動 

(3) 利用者 セミ ー・講習会の  

(4) 面利用 （試 サー ス）の実  

(5) 公募型利用制度の推進 

(6) HPCI/JHPCN の支援 

(7) 大規模計算機システム ェ 、 内メールの 2

国語運用 

(8) 2021 年度利用者アン ートの実  

(9) 係 の運用 

(10) 業利用 性 展開 

(11) GPU ンジ支援プロ ラム 

(12) 2022 年度性能 ューニン プロ ラム 

 

、 動内 説  

 

(1) 規利用者 報 

2022 年度 センターの大規模計算機システムの

高 利用 、 センター

の利用者 の 、 センター

の大規模計算機システム サー ス の

報 推進 図 12、図 13 年度作

成 、 研究部門 推進 大規模計算機 業

規利用者募集 報 （ポスター

ン ット） ン ット 、A4

サイ 図 12、図 13 面 の 作成

ポスター 、A2 サイ 図 ph-1

デ イン の 作成 年度 、

A4 ン ット 4000 部作成 、学内全教員

、A2 ポスター 700 部作成 、

国内研究機関・計算機センター等  

 

 

図 12：2022 年度 規利用者募集 報  

（ ン ット） （表） 

 

 2022 年度 2021 年度 5 SQUID の

年目 SX-ACE の 機 SQUID

OCTOPUS の規模 規模のスー ー

コンピュータ 、 の利用

者 の大規模 計算 能
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OCTOPUS の利用 、SQUID

高 状 、 センター

のスー ーコンピュータ 分 の研究者

ー 、 報 動 進

 

、 の 報 、電子 公開

、 センター大規模計算機 業 Web ージ

ンロード 能 報告書の 者の 、

センターの大規模計算機システムの 利用

・関 の 、 ・関 の

、 アクセス

 

 

 

図 13：2021 年度 規利用者募集 報  

（ ン ット） （ ） 

 

2022 年度大規模計算機システム 報 ン ット： 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/public_data/pamphlet_2022/ 

 

(2) High-Performance Scientific Computing (HPSC) 

News ア ト ー 動 

2017 年度 、サイバーメディアセンターのプ

ンス スー ーコンピューティン シス

テムの利用 進 目 、 センターの計算機

利用 研究 推進 研究者 スポット

制作 の制作 、研

究者のインタ ュー 基 、研究者の生の

成 の 報

HPSC News シ ー

 

6 年目 2022 年度 、表 hpsc 2

公開 1 目の 、4 25 日

vol.12 関 大学 システム 学部   

教授 ー ス （図 14） 公開

ニュース 、サイバーメディアセンタ

ーの大規模計算機システム 用 研究

、ピストンの 運動 生 ンジン内

部の 動 の 面

動 、高 度 シ

ミュ ーシ ン 用 、 動

面 のメ ニ ム 明

研究  

 

表 2：2022 年度 ース HPSC News 

タイトル 研究者 （ ） 

ンジン 面 の

高 度  

動

機 の 明  

  

（関 大学 システム 学

部 教授） 

分子電 の

計算 

大   

（大阪大学 大学 基 学

研究科 教） 

 

 

図 14：HPSC vol. 12   教授 

 

 

図 15：HPSC vol. 13 大   教 
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 、9 1 日 、vol. 13 大阪大学 大学

基 学研究科 大   教 ー ス

（図 15） 公開 ニュース

、 分子デバイスの 動の の 、

の 分子 の 、 の程度の電

度 、 の

分子の 計

算 使 推 試  

HPSC News 、来年度

ース 計画 報告書

、 2023 年度公開 の 作

成 、2023 年度 公開

の HPSC ニュース 、 web サイト

の 、  

HPSC News:  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/hpsc-news/ 

 

(3) 利用者 セミ ー・講習会の  

センターの大型計算機 業 、 年

Cyber HPC Symposium 、利用者 講習会、

セミ ー、ワークシ ップ、説明会・ 会

講習会 、 センターの計算機

システム システム・ ト ェア

の利用 関 の 、セミ ー、

ワークシ ップ 、 システム 利用 能

利用者 関 ・

の、 、 の センター の利

用・応用 の

実 の研究動 の

、 の テ  

、大規模計算機システム 業

研究部門の教員 情報推進部情報基盤

員 企画・ ・実 、

の利用者 セミ ー 講 会 報告

、2022 年度 型コロ イル

ス 大の 、

セミ ー、講 会 ンライン

 

 

 

[1] 利用者 会 

Python ュート アル（2） 

Python ュート アル（ ） 

Python ュート アル（ ） 

Python ュート アル（ ） 

[2] Docker セミ ー 

 

、 報告  

 

 利用者 会 

利用者 会 2021 年度 開 試

、 年度 のトライアル 、

共 の 成支援 、 業利用 性

、 センター 利用 利用者 の （

学 、 ） 進 のコミュニティ

のワークシ ップ（利用 、 テラシ支援）

のスタート テラシ支援プロ ラム プ

ロ ラミン 者 ュート アルの開催

実績 、2022 年

1 20 日 1 利用者 会  Python ュート

アル 開催 プロ ラム 、大阪大学

サイバーメディアセンターの利用者 、

学 ・ 業 の ー 計算科学分

のサード・プ イス の 目 企画

 

 2022 年度 、 年度の 動 大 、 の 4 イ

ント（合計 10 日 ） 開催 の

ュート アル 、講 大学 情報科学研究科

の大学 生 の

、セミ ー 講者 、

、 の 、

講者  

 

ュート アル（ ） 

日程：5 20 日、5 27 日、6 3 日 

講 ：大阪大学 大学 情報科学研究科  

   程 2 年  成  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20220520/ 
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ュート アル（ ） 

   日程：10 17 日、10 24 日、10 31 日 

講 ：大阪大学 大学 情報科学研究科  

   程 2 年  成  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20221017/ 

ュート アル（ ） 

   日程：11 24 日、12 1 日 

講 ：大阪大学 大学 情報科学研究科  

    程 1 年 高  和  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20221124/ 

ュート アル（ ） 

    日程：3 8 日、3 15 日 

講 ：大阪大学 大学 情報科学研究科  

       程 年 高  和  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20230308/ 

 

2022 年度 の開催 、利用者

の関 高 Python ュート アル AI（Deep 

Learning）（2 日 ）のコース開  

 

Python ュート アル（ ） 

学習の 学習 使

、基 プロ ラミン の習 目

分 、 学習

（ Deep Learning ） 学 習

TensorFlow/Keras 学習のライ ラ

用  

次年度 、 、 AI（Deep 

Learning） の開催  

 

 セミ ー 

2022 年 11 28 日（ ） Docker セミ ー 、

大学 学 部門情報・メディア 学講   

弘 教授（ 研究部門 教授） 講

Zoom 用 ンライン 開催 セミ

ー 26 の 、 者 20 （学

内：9 、学 ：11 ） 表 3 セミ

ーのプロ ラム  

セミ ー 、 年 2021 年度の 2 部 成

、Docker の基 学 学 実

セミ ー 、コンテ の 、Docker

利用 利用の 、Docker コンテ のデータ

等の Docker 利用 基

説明 、 Docker 用

用 コ ンドの利用

、セミ ーの 、

Docker コンテ サイバーメディアセンターの

スー ーコンピュータ SQUID 利用 の

、Docker イメージ 、Singularity 使用

動作 説明 セ

ミ ーの 、 ェ 公開 、

・関 の

 

 

表 3：Docker セミ ープロ ラム 

13:30  

14:30 

Docker コンテ 利用 門 

講 ： 大学 学 部門 情報・メディ

ア 学講   弘 教授 

 

Docker セミ ー: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20221128/ 

 

(4) 面利用 （試 サー ス）の実  

センター 、2014 年度 スー ーコンピュー

タ SX-ACE スー ーコンピュー

タ クラスタ クトル型スー ーコンピュ

ータ アー テク 、

利用者 の使 、性能 ューニン 関

、2015 年度 サイバーメディアセンターの

教 員 日 電 会 のシステム ンジニ

ア 面利用 度程度試 開

 

年度 、 制度 試 実 8

年目 、 年度 試 面利用

年度の開 実績 の表

4 の通 、年 46 日 、 年度 、

年度 2 型コロ イルス

(COVID-19)の 大 、

COVID-19 の 通年 通

の 、 年度の 面
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全 信 ール 用 の利用

 

 

表 4：2022 年度 面利用  開 実績 

 開  
4  4 日 

5  4 日 

6  4 日 

7  4 日 

8  3 日 

9  4 日 

10  4 日 

11  4 日 

12  4 日 

1  3 日 

2  4 日 

3  4 日 

年 46 日 

 

 面 の内 、 年 、 ジ

実 の ラーの 、性能

ューニン 関 の、大規模計算機システムの

利用 関 の等、 、

年度 年度 同 、 型コロ イルス

の 大 、” 面”利用

の 、 年度

、2022 年度実

10 2021 年度

SX-ACE の 機 SQUID 稼働 、サー ス

開  

 者の の

、 報告書 実 の の 、

1 の  

の 大学教員

SQUID クトル ード 関 内

、 作のプロ ラム 計

算 、 計算 度

、 の 面利用

SQUID の ン 日 電 会

の ンジニア 同 、

プロ ラムの性能情報 ftrace 、実

の ア ン クトル ード

使用 のアドバイス 実 果、

プロ ラム トルネック 明

、大  

頭 通 、 面利用 年度 8

年目の実 面利用 通

能 計算 能 実績、 規利

用者の開 、 学の 学共同研究実績

実績 、 センター 学の

成果 ース

、利用者 試 の

、 実

、 センター

面利用 実

の 、利用者の 面利用

利用  

、 面 、内 の 、

応者の の 、 日の 3 営業日

ェ ージ 、

、 センターの計算機利用、性

能 ューニン 、公募利用、JHPCN

HPCI 等の 等 関 合

、 利用 、 センター

の大規模計算機 研究 用

 

面利用 （試 サー ス）： 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/ftf-consult/ 

 

(5) 公募型利用制度の推進 

センターの大規模計算機システム 用 研

究開 の育成・高度 支援の 、 センター

の大規模計算機システムの公募型利用制度 推進

センターの大規模計算機システムの利用

、使用 計算 電 分の

同程度の性能 計算

クラ ド 業者 、

利用 のの、大規模

の計算 研究者 研究 の

大 研究者の

、 センターの公募型利用制度 、2015

年度 議 開 、2016 年度 ・ 性
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研究者支援 、 、大規模 HPC 支援

、スタート

 7年目 2022年度の公募型利用制度 、2021

年度 募集 開 、図 cf2022-sched ス

ジュール 実 2022 年度 、 年同 、（1）

・ 性研究者支援 3 – 5 、（2）

大規模HPC支援 1-2 の募集 、（3）

能研究 支援  1-3 の募集

年度 システム SQUID（高性能計

算・データ分析基盤システム） OCTOPUS

研究実 2022 年 4 1 日 2023 年 3

31 日  

表 5：2022 年度公募型利用制度ス ジュール 

2021 年 11 15 日 募集開

2021 年 12 17 日 募集

2022 年 2  通

図 16：2022 年度大規模計算機システム公募型 

利用制度募集 報用ポスター

公募型利用制度 、 の研究

者の 応募 、 年度 、利用

者メー ン スト メー ン スト

、図 16 報 （ ン ット 4000 部、

ポスター 600 部） 作成 、学内の教員全

、国内の大学、研究所等

2022 年度 SQUID 年度開 利用

の年度 、SQUID 全面 デ イン

用

の 報 動 展開 果、

2022 年度大規模計算機システム公募型利用制度

の応募 12 年 2021 年度の 制度

の応募 7 、 年

表 6：2022 年度 ・ 性研究者支援  

表者  （ ） 研究

 

（大阪大学  大学 学研

究科）

ンサ の大規模 ム

情報 析 子の

 

（ 大学 研究 ）

スト ン 生成

アクシ ン のス

クトルの 析

 

（ 大学 学研究科）

子 度 関

ック 子 の集

ードの ：

性子ド ップ

の

 門

（大阪大学 大学 基

学研究科）

用 分子 目

インス ン 共

和 ネル ー 析

 

（ 大学 大学 情報学

研究科）

計算機システム

成計算 能

ームワークの研究開

高  

（大阪大学 大学 学研

究科）

シミュ ーシ ン

の ・

程の研究

 

（大阪大学 大学 学研

究科）

内

機 の動 析

Anas Santria 

（大阪大学 大学 学研

究科）

Interaction between the 

Photo-excited π System and 

the f System in 

Rare-earth-based Macrocyclic 

Ligand Complexes 

制度 の応募 の 、 センター

、学内・学 の研究者 成 高性能計

算機システム委員会 実 公募型利用制度
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の 、通 、 委員の書面 、 委

員 集 合議 年度の 同

の

の 果、表 6、表 7、表 8 （1）

・ 性研究者支援 8 、（2） 大規模 HPC

支援 1 、（3） 能研究 支援 1

、 ・ 性研究者支援

の 3-5 の 、大

8 用 センター

の大規模計算機システム公募型利用制度 、

の計算 、利用者 研究

者 の 研究 支援

応募

表 7：2022 年度 大規模 HPC 支援   

表者  （ ） 研究

 

（大阪大学 ー ー科学

研究所）

メガテスラ 合

高 ネル ー 子

の 3 次 シミュ ーシ

ン

表 8：2022 年度 能研究 支援   

表者  （ ） 研究

 

（ 会 ）

大

者ト ーニン

応用 能 次

状 のディープラ

ーニン 用 画

セ メンテーシ ンの 能

性

表 9：2022 年度公募型利用制度ス ジュール 

2022 年 3 15 日 募集開

2022 年 4 15 日 募集

2022 年 6  通

、次年度 の公募型利用制度 、 制度

の JHPCN HPCI 制度の 関係

果 の 、 成 29 年度 公募型

利用制度（ 募集）制度の 計 、実

の公募型利用制度（ 募集） 、

HPCI JHPCN の

研究 センターの公募型利用制度

、次年度 の HPCI JHPCN の 応募

支援 の 2022 年度

支援 目 推進

図 17：2022 年度大規模計算機システム 

公募型利用制度 募集 報用ポスター. 

表 10：2022 年度 ・ 性研究者支援  

（ 募集） 

表者  （ ） 研究

 

（ 大学 大学 学

研究科）

学習 用 スー ー

コンポジット電

の 成

 

（ 大学 性研究所）

ポ ロタ サン 環

状分子のスライド イ ミ

クス 析

 

（大阪大学 大学 学研

究科）

テーシ ン の

CFD データ ース 用

データ 動型 テーシ

ン デルの開 関

研究

 

（ 科大学）

表面 性 ターン 動

ラクタル開 型

イクロ 、

・ 集の 機能

関の
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年度 6 目 2022年度の公募型利用制度

（ 募集） 、2021 年度 2022 年度

、 のス ジュール 実 （表 9） 図 17

募集用 作成 報 の 報

、先 実 公募型利用制度

紙 の 、電子

の 作成  

の 果、表 10、表 11 （1） ・

性研究者支援 4 、（3） 能研

究 支援 4 ・支援

、2022 年度大規模計算機システム公募型利

用制度 募集 の応募 14 （ 年度 5 ）

大  

 

表 11：2022 年度 能研究 支援  

 （ 募集）  

表者  （ ） 研究  
   

（大阪大学 大学 学

研究科） 

大規模 部 CT データセッ

ト ポート 用

Radiomics 析 

Harry Handoko Halim  

（大阪大学 大学 学研

究科） 

The Elucidation of 

Non-equilibrium States of 

Heterogenous Catalysis by 

Data-driven Multiscale 

Simulation: A Case Study of 

Methanol Synthesis 

   

（ 大学 大学 システ

ム情報学研究科） 

学習 デ

ン ・シミュ ーシ ン

ームワークの展開 

   

（大阪大学 大学 学研

究科） 

進 アル ム ガ

ス 程 Ag（111）

表面 シ センの  

 

、 センターの大規模計算

機システムの公募型利用制度 、年 2 実 、

の 果、大規模 HPC 支援  1 、 ・ 性研

究者支援 12 、 能研究 支援 5

・支援 ・ 性研究者支援

12 、国内のスー ーコンピュータ

計算機センター 推進 ネットワ

ーク型 共同利用・共同研究 JHPCN（学 大規

模情報基盤共同利用・共同研究 ）の 研究

の 年度 、2019 年度

能研究 支援 応募 、通算

6 目の 年度の年報

報告 、大規模 HPC 支援 、 ・ 性研究者

支援 応募 見 、

能研究 支援 応募 見

大規模 HPC 支援 、 ・ 性研究者支援

高利用 OCTOPUS 利用

研究

、 能研究 支援 目

状況 、 能

研究 支援 、 、

能研究 関 計算ニー 大

、2023 年度

の センター 、利用者

の計算ニー 応 、 制

度 計 、利用者の研究開 支援

センターの公募型利用制度の

利用

情報 ェ ージ 能 の 、

 

 

公募型利用制度 web: 

http://www.hpc.cmc.osakau.ac.jp/service/intro/research_propo

sal_based_use/（日 語） 

http://www.hpc.cmc.osakau.ac.jp/en/service/intro/research_pro

posal_based_use/（ 語） 

 

 、2022 年度公募型利用 者の成果報告会

報告 センターの公募型利用制度

、 者の 研究成果の報告

表 の

、 センターの大規模計算機システムの利用 、

来、利用 計算機 応 電 の

電 の利用 研究者

成 の 、公募型利用制度の

者の利用 計算機 応 利用

サイバーメディアセンター

来 、 センタ

ー 利用 、 者

センターの大規模計算機システム 使 の
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研究 推進 、 、 制度の目 の

HPCI JHPCN の 展性 ・

 

 年度の公募型利用制度報告会 、2023 年 3 9

日、10 日 開催 年度の開催 、 型コロ

イルスの 大 状況

、 ンライン の開催  

2022 年度 公募型利用制度成果報告会: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20230309/ 

 

、公募型利用制度成果報告会 の報告

、 、 報告書 p.163 の

 

 

(6) HPCI/JHPCN の支援 

JHPCN(Joint Usage/Research Center for 

Interdisciplinary Large-scale Information Infrastructure)、

、 HPCI(High Performance Computing 

Infrastructure) 、 センター 成

HPCI 、 全

国の大学 研究機関 スー ーコンピュ

ータ スト ージ 高 ネットワーク(SINET5)

、 ー ニー 応 共用計算

環境基盤 、JHPCN 大学、 大学、

大学、 業大学、 大学、 大学、

大阪大学、 大学 スー ーコ

ンピュータ 8 の 成 、

大学情報基盤センター の 機能

ネットワーク型 共同利用・共同研究

 

 HPCI JHPCN 全国の研究者

研究 の公募 、 、

計算 成 、

HPCI/JHPCN 研究 支援・育成

の 、

センター 、 ・ 性研究者支援 、大規

模 HPC 支援 成 の公募型利用制度

2016 年度 実 2019 年度 、

大規模 計算能 能分 の研究

支援の 、 能研究 支援

 

 2022 年度 、 センターの計算 利用

HPCI JHPCNの 合計 30 （JHPCN 12 、

HPCI 18 ） 、大規模計算機利用支援・

研究支援 HPCI JHPCN の

の表 12 表 13  

 年度 、年度 SQUID 稼働開

の 、 年度実績 の

センターの大

規模計算機システム 利用

報、利用者支援

 

 

 

表 12： センター利用の HPCI  

 
表者  

（ ） 
研究  

HPCI 
システム

 

 

（ 大学 

大学 学研究  

科学部門） 

成 成

分 大

規模 シミュ

ーシ ン 

 

（ 大学  学

部） 

全・ 目

大型 バス

の 計 ィ

ルスの高  

大  

（ 大学 学研究

 機 学部門） 

機用 ンジン

ラージ

・ ディ・シミュ

ーシ ンの実  

和  

（ 大学  

研究センター） 

Gradient flow

QCDの

学 

 

 

（大阪大学 大学 学

研究科 科学

） 

動 ィー

ドバック の

学  

 

 

（ 大学 ） 

Tetra-PEG

ルの の ネル

ー 性 性の

分子 明 
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（ 大学 大学

シミュ ーシ ン学

研究科） 

シクロデ スト

ン 高分子

分子 性

の

計 の展開 

浩  

（ 子 学研究協会研

究所） 

所シュ ーディ

ンガー 程

基 子・分子

の 子 学計

算 

子 

（ 大学 大学

情報科学研究科） 

メ ス ールの境

シミュ

ーシ ン デル開

の高 、

ル ス

ール  

HPCI 
システム 

 
育成  

 門 

（大阪大学 大学 基

学研究科） 

分子の 能基

目 インス

ン の共

ネル ー

析 

Marco Edoardo 

Rosti 

（OIST Complex fluids 

and flows Unit Rosti Uni） 

Direct numerical 

simulations of 

turbulence of 

non-Newtonian 

fluids 

Kim Sang Won 

（ 大学 MSE 

Computational Fluid 

Mechanic Lab.） 

OpenFOAM 用

高 ェーバー

の大型

の大規模 計

算 

HPCI 
システム 

業利用 
 

  

（ 会 デン ー 

テ アル研究部） 

分子動 学計算

イ ン /電

面 の CO2

性  

 

（ 会 日 学 サ

ポート） 

の ・

4D

機 能 画 Deep 

Learning 析 

 

（ア ル 会 ） 

3 用

の ロ―
ジ ン 制 関

研究 

HPCI 
システム

業試  
 

（トライ

アル ー

ス） 

 樹 

（DeepFlow 会 ） 

ラ ニューラル

ネットワーク 用

シミュ

ーシ ン 

型コロ

イル

ス  

応 HPCI
公募

 
 

  

（ 大学 学 先

機  ロンティアデー

タサイ ンス 研

講 ） 

分子動 学

ラ ェン

の イルス 制機

の 明 

HPCI 
システム 

業

 

  

（ 学 業 会

 R D センター 先進

研究所） 

全 子型分子動

学計算

の

和性  

 

表 13： センター利用の JHPCN . 

表者  （ ） 研究  
  

（ 大学 ） 

GPU 計算 高分子

シミュ ーシ ンの

高 の  

  

（大阪大学 業科学研究

所） 

CT 画 学習 用

の 学

の 見 

  

（高 大学 教育研究部 

科学 学部門） 

高 度 用 能

ンテ ルロ の開

度 ラーQCD の

図の  

岩  子 

（大阪公 大学） 

子 学実験 の機

学習の 用研究 

  

（情報通信研究機  ー

シ ルイ ーシ ン ニ

ット 総合テスト ッド研

究開 推進センター） 

HPC 高 通信 の融合

大規模データの

開 実データ

用 システム実 試験 

  

（関 大学 総合情報学部） 

合成 プロジェクト：

mdx 合成 データ

ースの  
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（ 大学サイバーサイ

ンスセンター） 

センター

計算 関 研

究 

関   

（国 大学 学部 基

学 ） 

子 QCD イラル

性 ス ラー 子

生成機 の研究 

  

（ 大学 情報基盤セン

ター） 

大規模アプ ーシ ンの

高性能 実用 アクセラ

ータ 応  

  

（ 大学 情報基盤セ

ンター） 

次 学 情報基盤

基盤 ト ェアの実

研究・開 ・  

  

（大阪大学 研究セ

ンター 研究部

門） 

Dirac ポール

QCD の ラー 機

の ンテ・ ルロ研究 

 

（ 業大学 学 国

情報センター） 

Hierarchical low-rank 

approximation methods on 

distributed memory and 

GPUs 

 

(7) 大規模計算機システム ェ 、 内メールの 2

国語運用 

学 学生、 国 研究者の

、 センターの大規模計算機システム ェ

語 の 高 の 、

大 規 模 計 算 機 シ ス テ ム ェ

(http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp) 大 ニューア

ル 来、大規模計算機システム ェ の 語

推進 、大部分 日 語 語

の 言語 の情報公開 年度 、

センターの大規模計算機システム 業 信

情報 、 日 語 語の 言語 の

Web ージ の 語

成 成度 見

 

 

(8) 2021 年度利用者アン ートの実  

年度 年同 、 センターの利用者

、 センターの大規模計算機システム 業

、 の ー サポートの 、OCTOPUS

の計算機運用の 、次 スー

ーコンピュータシステムの

の 目 、2021 年度利用者ア

ン ート 2022 年 5 16 日 6 30 日の

実  

アン ートの内 、 年同 、 

 

＊ 利用者情報 

＊ 大規模計算機システムの 利用  

＊ 大規模計算機システムの 度  

＊  

＊ 利用 支援制度  

＊ ー 支援  

＊ の大規模計算機システム の  

 

関 成 年度 、 ア

ン ート 、 の 分 の研究者 、 の

用 、 の ール ライ ラ 利用

、 の研究者の 、 セン

ターの大規模計算機システム 、 の

、 の の

の の 目

、大規模計算

機システム 業 教 員 共 ・分析 、

システム サー スの ・

 

、 の 目 の

 

 

利用者 ： 

 

 

図 18： 者の 門研究分  
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センターの利用者 の情報

、 68.42% 大学（大阪大学

全国の大学） 所 研究者 企

業の 、学 研究機関 の 5.26%、7.89%程

度 年 、25-34

28.95%、35-44 26.32%、45-54 21.05%、55-64

15.79%、65 7.89%、24 2.63%

内 研究分 科学 門分

全 の 38.64% （図 18） 学分

門分 28.95%、 学分

13.16% 年度 科学

門分 程度 の

、 年度 者集合 果

 

 

利用 度 ： 

センターの大規模計算機システム 業

大規模計算機システムの

度 関 の 、図

19、図 20 度 関 、大規模計

算機システム 、 、 （2021 年度 ）

の SQUID、OCTOPUS 、利用

度、 、 、 ト ェア

 

 

 

図 19：SQUID 利用 度 

 

図 20：OCTOPUS 利用 度 

、利用 度 、 、 、

、 、 、利用

、 利用

利用者 図 19、図 20  

の 、 、

システム 利用 の の

、 の 、 

 

  ジ 実 （ 、 ュー 成等） 

  計算 の性能 

  （計算 度、メ 、 ード ） 

   開 環境（コン イラ、 ディタ等 

  ロント ンド の作業 関 ） 

   ト ェアの  

  スト ージ（ 、IO 度） 

  ー サポート 

  の  

   

 

の の 目

ト ェア

 

 図 19、図 20 の 果 、SQUID OCTOPUS

、 の シス

テム 利用 者の 96.5%、77.7%

、高 利用者 度

、SQUID 、

、OCTOPUS

5.6%見   

次 、図 21、図 22 SQUID システムの 、

果 の 果

、SQUID 計算 の性能 利

用者の 60%

SQUID 2021 年度 、Intel 製 Ice Lake

プロセッサ、NVIDIA 製 GPU A100、NEC 製 ク

トルプロセッサ NEC SX Aurora-TSUBASA type20A

プロセッサ 大規模クラスタ

、 の 利用者 高

、 見
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利用者 同 の 30% ジ 実 （ 、

ュー 成等）  

 の 、 

 

 

図 21：SQUID  

 

 

図 22：SQUID  

 

* 大 24 使

合   

* job クラス 大実 24

sx-ace の実  

 

大ジ 実 関 の

見 の 、 報告書

、 120 のジ

能 、 の

、 、120

合 、 センター 利用者の

計算 応 の 、

センター  

 、 の 、 

 

* 電 の OCTOPUS

ポイント 大  

 

ジ 実 利用

年の高性能 プロセッサ 、動作

コア アプロー 計

の 、 ード 1 利用

合 利用者 利用 大

実 、OCTOPUS 、1CPU

12 コア の 、SQUID 38 コア

センター 、 センターの

大型計算機システム 運

、 の利用 の 電 分の

用 関 者 の 実

情 、 センター の利用

、SQUID 、 の利用者のジ 同 サーバ

共 能 の 合、利用

サーバ内の全 の 利用

合、ジ クラス SQUID-S の利用

 

 

 

図 23：OCTOPUS  

 

 

図 24：OCTOPUS  

 

 、計算サー スの 度 関 、 
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* MATLAB サ スク プシ ン 利用

サー ス 、  

 

見 の 、 の

利用者の 分 等 、 センターの計

算サー スの高度  

次 、図 23、図 24 OCTOPUS システムの

、 果 OCTOPUS

、2017 年 12 稼働 スー ーコン

ピュータ EoL（End of Life）

、 図 23 見 、

計算 の性能 の利用者の

、 見

、SQUID 同 ジ 実

者 23%程度 の 、

の 見 、 

 

  

 総 ード 共用利用 の

集

スピード 使用  

 ジ の進  

 

の 関係 見

の 、 センター ニタ

ン 、計算ジ の 実 能

システム 、OCTOPUS

計算 ジ

の 、

の の

SQUID 2021 年度 、

の利用者 OCTOPUS SQUID の

進 、 の 和 能

の 、 の OCTOPUS 利用

者の 、 の

、 センター

、OCTOPUS の 用 CPU 計算 ー

ドの 高 、 講  

 

 

： 

目 、利用 、利用者 システム、

、2018 年度 運用 開 利用

の 係 のアン ート

係 、 係 の運用 1

、 、利用 規 高

状況 の運用 、年度 等の

係 1

見 募  

、 の  

 利用 、 計算機システム

SX スト ージ、OCTOPUS スト ージ 、高 、

、 、利用 、

の 果、 の 目 、 利

用 の 、

の 目 、

の 、 

 

 

、 の 応

 

 出 使 、

 

 科研 、公募型 用

、利用 ジ テスト用のジ

利用 、  

          

          

         

   

 、 の 集 、日

国内の 科学の分 環境

援 の

算 、研究

の学生 、

 

 

見 規模利用者 利用

研究 利用者 、 の
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利用 プラン の

、 センターの大規模計算機システムの運

、 者 基 、利用者の計算

の 電

プラン 合 、 の

電 分 センター の利用者

センター

、公募型利用制度 、 者

の利用 、

のセンター の 状況

、 プラン 利用 利

用者 支 利用 制度

、 実 状の利用 高

センター 、 の 高

の 利用者の 、

大規模計算機システムの運 日 、

状況 の

、 来  

 、 研究 の学生

、

見 、 センターの研究支援ミッシ

ン 合 、 見

、 の学 目 学

生 支援 実 年度 公募型利

用制度の 計 、 年度

学生育成 、 表者

者 学生 応募 制度

計・運用 の学生の

推  

 、利用 、 の 高

、 高 利用 の

アン ート （図 25） の 果、 利

用者 の

全 の 60.5% の

、 状の利用

34.2% 高

の 高 日、利用

の の セ

ンター ネ運

、利用者 運

、運 シ

ート 合 スー ーコンピュータシステ

ム 合 、 セン

ター全 の” ”

の 合 、

利用者の 利用者 の

の 実情  

 

 

図 25：利用 見 

 

 、 アン ート 、 

 

程度の の 、 、

部 、 状の利用

成 、 環境

、 の 果 出

、 の 学生

 

       

     （    

 ）      

      

       

 

 

研究 利用 の の 見

者 、2023 年度 開

学生育成

者 、 見

、利用 分

研究者 の 大学 の

、 センター内の
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状 の センター

の の 公募型利用制度の見

、 研究 支援 の

利用  

 次 、利用者 システム の 度

、 、 、

、 、 、使用 、

の 6 目 用 の

果、使用 の 者の

60.2% 、 の

、 、 5.4%

の 果 、 合

実、 、

の  

 

全  

・年度の 使 、使用 度  

・ 、 システム 使 面

コ ンドライン 使用 使用

 

ー ーサポート 大

 

 

 、 、 、 

 

 、ジ 状  

 、計算 、 書情報

の 大 の情報の

 

 

見 の 見 、

の  

、スー ーコンピュータ の利用

年度 、

サイバーメディアセンター 、利用者の

の計算 ・ニー 支 分

計算 スー ーコンピュータ センタ

ー 年

、AI、ML 高性能データ分析分

の計算ニー 大 、高性

能 スー ーコンピュータの

学 国の科学 の 展

日 、スー ーコンピュータ

クラ ド 言 、

クラ ドの 、 センター スー ー

コンピュータの利用 高

利用者の 、 の 研

究 スー ーコンピュータシステムの

性・ 性 学内 アピール

 

 

利用 支援制度 ： 

センターの大規模計算機システムの利用 、利

用 支 利用 利

用（学 利用） 業利用、大規模計算機の

利用 の 試験 利用 試用

利用、 センター 推進 公募型利用、HPCI の

利用、JHPCN の利用の の

、公募型利用、HPCI の利用、JHPCN の利

用 、研究者 研究

実 利用 支援

制度 目 、 の利用

支援制度 の 度  

の 果、 センターの推進 公募型利用制度

、 年同 者の 84.0%

の の 大 センタ

ーの利用者メー ン スト等のメー ン スト、

ェ 情報 、 センタ

ー の情報 信 機能

、コロ の 2019 年度 報 ラシ・ポスター

情報 、2020、2021 年度

コロ の 大学

（7.89% ラシ、

ポスター の情報 ）  

公募型利用 応募 応募

、応募の

、 

 

 大 利用 能 ード  
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 の応募 の の制度

 

 

、応募 、 

 

 

 出 の  

 

の 、

、公募型利用

研究 の 、 応募

、

公 公開 、 報告書

、公募型利用制度の 高

の 、 者の

 

 、HPCI JHPCN の利用 のア

ン ート 果 、 者の HPCI 21.05%、

JHPCN 36.84% の支援

の HPCI の 2 、JHPCN

の 成 センター 、HPCI  

JHPCN 報 動

 

 

ー 支援 ： 

目 、WEB ージ、講習会、セミ ー、性

能 ューニン プロ ラム、 ル ード 会、

サイバーHPC シンポジ ム の 度

報告書 、紙面の関係 、WEB

ージ 果の 報告  

WEB ージのアン ート 、 センターの大規

模計算機システム 業 Web の 度 、

、 、 、 、

、 見 、の

の 果、図 26 果 の ラ

通 、 者の 90%

の 2021 年度 実 2020

年度の 度 の 10 ポイント

果  

 

図 26：Web ージ利用 度 

 

の大規模計算機システム の ： 

、 の計算機運用 次 ス コン

関 書 、

ード ェア、 ト ェア、 ー サポート面

の アン ート

の 果の 部  

 

 の 用 ードの 大ジ 実

 

 システム

、 応

 

 クトル計算機の

 

 の ード 、 スト

ージ の 、

所

ラ 程度のデータ

状況の 、 の - の ルの

スト ージ 来

 

 出 、

ニュアル

の 、 ンライン の 、分

の 説 システム

合の  
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（     ）  

 

の 見 、

見 全 センターの大規模計算機システム運用

教 員 目 通 の

見 次 スー ーコンピュータ

の アン ート 通

見  

 

の ： 

目 の 目

の 果の 部  

 

 の 用 ード 、 使

高性能

の 状況 算 運

営 の 大

の 学生支援 の

、 学生 の支援

 

 大阪大学サイバーメディアセンター 全

の

 

利用 研究室学生

ー サポート 応 大

 

ス コンの の 頭 の 、

データ集 基盤の の 、 の関

係性 、

の説明 ージ 、 （

大阪の

）  

 

センターの大規模計算機システム 業 の

の言 計

算基盤 ネットワーク イン ラ 関 部

分 使 、

、

利用者

SQUID、OCTOPUS、ONION の 利用者の

・ 、システム

センター

利用者

次のシステム の

プ ッシ ー  

サイバーメディアセンター 、 アン ート 果

の利用者の 、 大規模計算

機システム 業 年

度 アン ート 実 計画 の 、 ア

ン ート 協  

 

(9) 係 の運用 

センター 、スー ーコンピュータシステム

OCTOPUS 制度 利用 制

度 、 システムの計算 年度内 分

目 係

係 、利用 3 、

の係 、利用 コン

トロール 、利用者のジ のピーク

シ ト  

 

表 14：2022 年度の OCTOPUS 係  

 4-6  7-9  10  11-12  1-3  

用 CPU 
ード  

0.9 1.0 1.0 3.0 3.0 

GPU 
ード  

0.9 1.0 1.0 3.0 3.0 

XeonPhi 
ード  

0.7 1.0 1.0 3.0 3.0 

大

ード  
0.5 0.5 0.8 3.0 3.0 

 

表 15：2022 年度の SQUID 係  

 4-6  7-9  10  11-12  1-3  

用 CPU 
ード  

0.8 0.9 1.0 3.0 3.0 

GPU 
ード  

0.9 1.0 1.0 3.0 3.0 

クトル 
ード  

1.0 1.0 1.0 3.0 3.0 
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2022 年度 、表 14 係 OCTOPUS

運 SQUID 表 15 係

運 ” の 、2022

年度 の高 、 の 出 、国

内の の 状況

学 電 業者の 年 10

、2022 年 9 セ

ンター 10 の 1kwh の電

実 の 3 程度 の

の 、 センターの大規模計算機システム

の利用 計算 電 基

計 、 の の 1kwh の

高 の 、 3

程度 センターの大規模計算機システム

業 、利用者 電 支出

大 、年度 程度の

、利用者の の

アン ート 実 （図 27: 9 14-22 日） 、

利用者の の 見 、 センターの

、大規模計算機システムの運営 議

高性能計算機委員会 、 11

年度 の 係 3

、アン ート 、

の 9 の大 の 同 （図 28）  

 

 

図 27：利用者の利用 アン ート 

 

の 果、利用者の の の 計算

協 、大

2022 年度の大規模計算機システムの運用

、 センターの 年度

の運 支 出 、 機

利用者の の 協

 

 

 

図 28：利用者の利用 見. 

 

2022 年度の 係 : 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/news/20220210/ 

利用 アン ート: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/news/20220914/ 

利用 規程 係 の

（2022 年 11 ）: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/news/20221019/ 

関 発表論文 

(1) 信 , , , ,

進, “大阪大学スー ーコンピュータの電 コ

スト算 の ”, 大学 ICT 推進協議会 2022

年度年次大会, 2022 年 12 . 

 

(10) 業利用 性 展開 

 センター教 員、運用 ン 運用 高

サポート 動 業利用 大

状況  

 

 

図 29： 学利用 性 のイメージ 
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年度の 動 、 年度 展開 ス（図 29

）のアプロー 、 

 

 ント のアライアンスの推進 

共同研究等の 、セミ ー 講習会 の開

・共同開催、計算機 の  

 会議所・ 業会 の公

企業 の ー  

の 催 セミ ー等 の講 通

報・告 動  

 業利用者 利用説明会の告 、開催

 

 学 機関・大学 の 研究者利用の 大 

関 ・ 国・ 国 の の学 機関

利用 、利用説明会の実  

 

の 動 計画 、 会情

、 ンライン ース 動

、 の 動 明

度 先

展開 ス 動計画 、

報・告 のデ イン 見 明 業

利用者 利用説明会等の展開

、 機関 の 来

計画 動 応

 

報・告 のター ット センターの利用

説明会 来の HPC 者 、

者・ 業 企画 、 大阪大学サイバー

メディアセンター等の計算センターのスー ー

コンピュータの利用

利用制度（学 機関 ）、 業利用制度、

基 利用 利用説明会

2022 年度 開催（4 、5 2 ）

 

(http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20220422/, 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20220517/)  

、 の利用者 大の 性 、

(CMC) 研究者 の関係性

の関係 展 、 の学 機関 業利用の企

業 の 、データサイ ン

ス、AI 等の HPC 者

ター ット 、 利用者 研究推進、研究

成果の POC（Proof Of Concept） の 展

環境の 進 のアプロー の

業利用：利用者 会プロ ラムの開 （Python

ュート アル） x 、 x

の開催 の 者 （ 、利用者

会）  

、共 の 分 、共

の 成支援 制度 サー ス面の見

センター利用者

の 、POC のプロ ーシ ン 動、

ア ト ー 動の 進

、ス コン利用 ・関 学 機

関、企業 コンタクト  

 

(11) GPU ンジ支援プロ ラム 

プロ ラム 、OCTOPUS SQUID

GPU 利用

、GPU 利用 性能 出

、高 見 プロ ラ

ムの高 支援 、高 見

プロ ラム （ 用） 募集 応募

のプロ ラム センター 、

OCTOPUS SQUIDの運用 ン 日 電

会 の 協 、 ューニン 支援

プロ ラム 、2023 年 1 16 日-27 日の

募集 、合計 6 研究 ループ の応募

プロ ラム 、 の 3

支援 （表 16）  

 

表 16：GPU ンジ支援プロ ラム 者 

 所 ・  

1 
大阪大学 大学 学研究科機 学  

教授   

2 
大阪大学 大学 生 機能研究科 

教  

3 

業大学 大学 学研究 機 能 学研究

 

教授  
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GPU ンジ支援プロ ラム: 

-  

 

(12) 2022 年度性能 ューニン プロ ラム 

  プロ ラム 、利用者の のプロ ラ

ム（ 用） センター 、大規模計算機

年度 、2023

年 2 3-13 日の 募集 、3

（表 17）  

 

表 17：2022 年度性能 ューニン プロ ラム 者 

 所 ・  

1 
科大学 

程   

2 
大学 情報メディア教育研究センター 

教 子 

3 
大学 

教授   

 

2022 年度性能 ューニン プロ ラム: 

-  

 

3.2.2 め た の運用 

 センター 学共 部、 ランド ロント開

業 、情報通信研究機 、関 学 大学、大阪

電 通信大学、バイ ッド関 、コン ーシア

ム関 、サイバー関 プロジェクト（CKP）、

システム 業 機 、U2A、 デー

タ ティコン ーシアム 共同 大阪 の

ッジ ピタル 大規模計算 果

の ア ト ー 共同研究、 学

目 コラ ーシ ン ィス”Vislab 

Osaka” 開 、 動 CKP

JGN 利用 実験

バイ ッド関 、研究会の CBI

学会 共催の研究会 関 学 大学

、AR 用 実 の ン

タテインメントシステム 、機 学習 用

システムの展 、アクティ ラ の 公開

ース 実 大阪電 通信大学 の

使 アニメーシ ン 験型コン

テン 等 アクティ ラ 展  

、 の 表 イ ント の

の  

 

 コン ーシアム関   

（ ） 大阪大学 通 成コース 

開催日   

2022 年 5 21 日 12 3 日 9：30 17：00 

2023 年 1 28 日、2 18 日 

（3 25 日） 

（ 全 27 日程度、90 分 4 コ 、 信

イ ッド 講 OPEN

会議室利用） 

実  

ンライン講 （ イ ッド制 会

講環境用 ） 

 

講生 14 程度（ 会 ） 

実績  

大阪大学、 総合 センター、 和

ンジニア ン 通 センター 

コンセプト  

、国内 の 国

インバ ンドの言語 大

、 者 者の 言語の

、 の

の 通 者

の育成 コース 、 通

者

、通 、通 、実

講 通 通 者 講生

 

実 内  

大阪大学 通 成コース 会

講 、 日 実 2022 年度

年度 、コース開 ン

ライン講 実 、 のサポート

講 のアクセスの 合、 の 信

、 講
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講環境 の 利用 能 イ ッド

講会 、VislabOSAKA の OPEN

会議室 用 講生 ンライン（

の会 ） 講 、講 ンライン

の講 、 VislabOSAKA 会議室

信  （図 30）  

セミ ー実 成果等  

年度コロ の 応

、 講 のメ ット

全国展開 、 講 の

応 講 の 年

実 コース 実 、

通 の 育成 、 会

・通 ・通 能の学習環境

 

 

 
 

 
 

 

図 30：大阪大学 通 成コースの 子 

 

 Web3 用 成コース（ Module2. AI・

データサイ ンス 講 ） 

開催日  

2023 年 1 21 日（ ）, 28 日（ ）, 2 4 日  

10：30 17：50（90 分 4 コ ） 

実  

ンサイト ンラインの イ ッド開催 

（1 コ 90 分 × 全 12 コ ） 

 

講者 54 （ 会 15 、大学生 39 ） 

実績  

大阪大学大学 情報科学研究科 

（情報 学 ス ートコントラクト 

用共同研究講 ） 

コンセプト  

講 、 学習の基 応用

学  画 析 講 内 、 言

語 データの 講

学の実習 成 、実 動

、 学習のプロ ラミン 学習

内 学習

の の 、 応用

の  （使用

言語  python、 学習 ームワーク  keras 

） 

実 内  

コン ーシアム関 大阪大学内

共同講 、大阪大学大学 情報科学研

究科情報 学 ス ートコントラクト 用共同

研究講 の共催 実 会 学生

、 ンサイト ンラインの イ ッド

全3日 1コ 90分×12コ の講 実

会 の 員 10 程度  

セミ ー実 成果等  

会 大学生 、講 AI・デ

ータサイ ンス分 コード

ルの 験 、情報 学 学者 学生 情

報分 分 の学生 研究者 の実

応用の 能性 （図 31）  
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図 31：Web3 用 成コースの 子 

 
 研究会  

研究会（図 32） 、 タス アン

ント 、 2007 年 の 学

研究会 ICT の

生 サポート 環境 目 動

デジタルサイネージ の 

ICT ネル ー制 、 ーシ ン の

分 大 1 度、 3 の

講 者 、50 の会員 会 開

催  

 

図 32：U2A 研究会の 子 

 

 先進 システム 学 プロ ラム

 

 

業の 性 、 業 の 目

学 動 高度 育成のプロ

ラム 、 3 の 動

 

（ ） IoT 用 サー スの 出 目

ジネスコンテスト WINK2022  

運営 会 VisLab

ACTIVE Lab. 用 、コンテスト

者 80 、24 機関の  

（ ） 会 者研  15  

 

ンライン開催 、 部の講

集合 イ ッド 開催

全 177 VisLab

4 講 （9 日 ） 25 講  

（ ） 企業 プライ ートセミ ー 

会 48 、 ンライン 60 の 者

、4 日 開催  

 

 サイバー関 プロジェクト（ ） 

（https://www.ckp.jp） 

CKP 先進 インターネット の開 、実

実験 進 学共同コン ーシアム

NICT@JGN/CKP 運営 実験ネットワーク

VisLab.OSAKA 展開 年度 、

メンバー内ミニセミ ー の情報共 メン

バー内 の 見の共  

 

2022 年 4 8 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 

2022 年 4 11 日（ ） CKP 会/総会/報告会 50

程度（ ンライン ） 

2022 年 5 13 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 

2022 年 6 10 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 

2022 年 8 19 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 

2022 年 10 3 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 
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2022 年 11 7 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 

2023 年 2 20 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 

2023 年 3 17 日（ ） 30 程度（ ンライン

） 

 

 情報通信研究機 （ ） 総合テスト

ッド（ ） 

NICT@JGN/CKP/KMO の共同 実 実

験

(https://testbed.nict.go.jp/event_new/yukimatsuri2023.ht

ml) 、 実験 高

実験 実 、NICT 総合テスト

ッド JGN 、 （図 33）

プロ ンプ コンテン

信実 実験 実 の 実 実験 、

NICT 学 57 、機

、 、 、大阪、

全国規模の ネットワーク 、先進

開 実運用環境 システム

運用 実 （2023 年 2 4 日（ ）  2

11 日（ ） VisLab.OSAKA / ActiveStudio PV 実 ） 

 

 

図 33：  

 

3.2.3 Cyber HPC Symposium の  

Cyber HPC Symposium 、 研究部門 推進

大規模計算機 業 業 プ

ンス 、 、 センター利用者

の情報 情報 機会の 目 、

2015 年度 サイバーメディアセンター 催

開催 シンポジ ム 年度 、 型コ

ロ 大の 大 和

、 の 員 通 の 分程度 、 面

開催 （図 34）  

 研究部門 スー ーコンピュータシステムの運

用 部門 、Cyber HPC Symposium の

企画・開催 シンポジ ムの

報告書 p.155 の

、シンポジ ム開催 作成

報 報告  

 

    

Cyber HPC Symposium 2023 、高性能計算、高性

能データ分析、メタバース、デジタル イン

学の 門 、 センターの大規模計

算機システムの利 用 、 の研究開

動 、スー ーコンピューティン シ

ステム 学 研究基盤の の

、サイバーメディアセンタ

ー 催、学 大規模情報基盤共同利用・共同研究

の協 の 、2023 年 3 6 日 開催 シ

ンポジ ム開催 、 者、講 者

、 面開催

、 ンライン 信 シン

ポジ ム 、基 講 1 、 講 1 、

講 4 、 ネルディス ッシ ン 1 の 型

コロ の規模 の開催  

 図 35 Cyber HPC Symposium 2023 の 報ポスタ

ー 、図 36 日 用 ン ット

シンポジ ム 、 報ポスター、

報ポスター 報 、300

部 学内、学 日

用 ン ット 、 出 者
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図 34：Cyber HPC Symposium 2023 講 者、 

ネ スト の  

 

 

図 35：Cyber HPC Symposium 2023 報ポスター 

 

 
 

 

図 36：Cyber HPC Symposium 2023 報 ン ット 

 

3.2.4 2nd Symposium on SHIMOJO の  

2022 年度 応用情報システム研究部門

制 、25 年目 年度

25 年の 2022 年 3 31 日

25 年の 目 25 年

の 、 の教員、 の 業生

、応用情報システム研究部門 出 、ICT

分 学

、100 の 学（学 ）、7 の 学（ ）、

2 の 学（ ）、59 の情報科学（ ）、19

の情報科学（ ）の学 者 出

 

の 、 研究部門 、25 年

研究部門（ 研究室）の 、

研究部門 関 の 研究者・ 者の

、セ ュ ティ、高性能計算、 バイルコン

ピューティン 、 、関 分 門

、 分 の 来

、 の共同 ・共同研究 模
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目 シンポジ ム 2nd Symposium 

on Security, High-performance computing and Mobile 

computing towards Joint Collaboration 2023 年 3 7

日 開催 会 、 阪 テル の

利用 シンポジ ムのプロ ラム

 

 

================================ 

プロ ラム 

10:00-10:10：  

（大阪大学 サイバーメディアセンター 

センター ・教授） 

Session1 

セッシ ン ェア： （大阪大学 サイ

バーメディアセンター 講 ） 

10:10-10:25: "On Multimedia, Distributed System 

Architecture" 

（情報通信研究機  ネットワーク研

究所 研究 ネージ ー）  

10:25-10:40 : " ッドコンピューティン

ッジコンピューティン " 

（ 先端科学 大学 大学 情報

科学  教授）  

10:40-10:55 : "AirX 研の学 " 

大 （ 会 AirX COO）  

 

10:55-11:00 :  

 

Session2 

セッシ ン ェア：大 （大阪大学 情報

推進 部 教授） 

11:00-11:15 : "学 の次 目

" 

作（国 情報学研究所 アー テク

科学研究  教授） 

11:15-11:30 : "IoT 来" 

（ 科大学 情報 学部 教授）  

11:30-11:45 : "ネットワーク の実 ：SDN テスト

ッド RISE の  " 

合 （情報通信研究機  総合テスト ッ

ド研究開 推進センター 研究員）  

11:45-12:00 : "研究成果の 会実 " 

子（ ネル ー・ 業 総合開 機

 イ ーシ ン推進部 総 ループ 

） 

 

12:00-14:00 :  

 

基 講  

セッシ ン ェア：  大 （大阪大学 サイ

バーメディアセンター センター ・教授） 

14:00-15:30 : 基 講  "ネットワーク アプ

ーシ ンの  

、 、 " 

（大阪大学 サイバーメディア 

センター センター ・教授） 

================================ 

  

 シンポジ ム 、 研究部門

開 、7 の研究者 門

2 の講 セッシ ン、 、基 講 セッ

シ ン 成 セッシ ンの 会 、

研究部門  講 、 、 研究部門

情報推進 部 大  教授

のシンポジ ム 、 研究部門 の

研究者 門 、 者 研究

部門 の 出

、講

・ 議・議 、情報 （図 37、図 38、

図 39、図 40、図 41、図 42、図 43）  
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図 37：講  

 

 

図 38：講  

 

 

図 39：講 大  

 

 

図 40：講 作  

 

 

図 41：講  

 

 

図 42：講 合  

 

、出 者 情報

、 通 のシンポジ ム 実

、 、 教授

、

、 教授 関 者 の 出
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見 、 研究部門の 25

年 シンポジ ム

、 シンポジ ムの の基 講

セッシ ン 、次 教授 講

コロ ーシ ン の 、次

 

 

 

図 43：講 子  

 

3.2.5 下 真 教授 講  & “ な”

会（ 記 ーティ） 

 研究部門 教授 年度

、 研究部門（ 研究室） 25 年の

教授の 、

阪 テル の （図 44） 、2023 年 3

7 日 14:00-18:30 、 教授 講

” 会（ ーティ） 開催

、 講 の開催 、 教授

講 プロジェクト ーム（ 研究部門 教

授、 合、 弘 教授、 研究部門

出 の 先端科学 大学 大学  

教授、 大学 高  教、 先端科学

大学 大学   教、 大学 弘 

教授） 研究室 書出 の和

、 子 、 部 、 、情報推進

部 子総 係 、 大 、研究部門

所 の 程 2 年 、 程

1 年高 和 、 応、 応等

講 ーティ 大

 

  、 教授 講 のプロ ラム

、 教授 講

2nd Symposium on SHIMOJO の基 講

、シンポジ ム SHIMOJO の

教授 講  ・開

、同 2 のイ ント

成  

================================ 

教授 講 プロ ラム 

 

13:30   

講  ・開  

14:00 15:30 

：  大  （大阪大学 サイバーメディア

センター センター ・教授） 

講 ネットワーク アプ ーシ ンの

 

16:00     

会 ・開  

16:30 18:30   

会（ スタイル） 

================================ 

 

 

図 44： 教授 講 開 の会  

 

 図 44 、 教授 講 開

の会 200 来 、

阪 テル の の 員 180 大

、 2023 年 3 7 日

型コロ イルス の規制
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、 の 180 、 の 講

ーティの スタイル

大 の 、 の 講

、 ーティ 、 員の関係

の

、

の 講 関 、 ンライン 信 同

、 出

150 程度の ンライン 講

の 、 の 講 350 講

 

 

 

図 45： 教授 講 の 子 

 

 

図 46： 教授 講 : 

メ 先生 先生 

 

 講 の 、 、次年度

教授 センター  

大 教授 、 教授の の業績 説

明 の 、 教授の 講 開

講 、2nd Symposium on SHIMOJO

、 の 講

メ スタイル 展開 （図 45、図 46、

図 47） 教授の 講 、タイトル

、ネットワーク アプ ーシ ン テ

ー 教授の の研究

、 語

、実 、研究 、

の 研究者

、 の 出 、

スタイル （図 45）

の 、 講 、 、 者

、 講

実、 講 、 ーティ

、 面 講

来 メ

面

講 の

の 先生

、 の 言 の

メ の （図 46）

、 教授 の

 

 

 

図 47： 教授 講 : 

メ CKP 関  

 

 教授 、 90 分

1 の 、 1

の講 30 分 応

会 の

― 93 ―



、実 90 分 ル 使 講

講 出 出 者

、 教授 講

、 教授 講 プロジェクト

ーム 実 の 講

の 講 の 、

会（ ーティ） 開催

、

ーティ 企画 9 、 型

コロ イルスの 大 、 大規模

ーティ の

、実 大規模 ーティ開催 能

、 研究部門

開催 企画 の

の

、 ーティの 次

ーティ 、 阪 テル

の ーティ 開催 通

、 の ーティ 出 者

教授の のコミュニ ーシ ン

、 の

型コロ イルス の 環 、

の 制

================================ 

会 次

会者

（ 先端科学 大学 大学 情報

科学  教授／ 研究室 2007 年度 ） 

子 （情報通信研究機  総合テスト ッ

ド研究開 推進センター 書／2008-2010 年

度 NICT 大 ネットワーク研究 センタ

ー 書）

開会の

 進（大阪大学 サイバーメディアセンター

教授／ 研究室 2001 年度 ） 

（大阪大学 サイバーメディアセンタ

ー センター ・教授）

 （大阪大学 教授・アジア

研究所 所 ）

 （ 学 大学 学 情報センター

の  所 ・教授／1998-2013 年度 研究室

）

業生 表スピー

（ 先端科学 大学 大学 総合情

報基盤センター 教／ 研究室 2019 年度

）

学生 表スピー

（大阪大学 大学 情報科学研究科 

程 2 年／ 研究室 2022 年度 業

）

・

高 （ 大学サイバーサイ ンスセンタ

ー 教／ 研究室 2018 年度 ） 

合 （大阪大学サイバーメディアセン

ター 研究室 書）

（大阪大学 サイバーメディアセンタ

ー センター ・教授）

会の

 進（大阪大学 サイバーメディアセンター

教授／ 研究室 2001 年度 ） 

================================ 

会の 会 、 研究部門

2007 年度 学 業 、 先

端科学 大学 大学 教授

、 教授 2008-2010 年度 NICT 大

ネットワーク研究 センター の

書 子 の 制

会 、 教授の 催者

表 開会の 開 、 教授の
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の ーティ出 者 の

（図 48）  

 

 

図 48： 会 の 

教授の  

 

 

図 49：来  先生の  

 

の 、来 の （大阪大学 教授・

アジア 研究所 所 ） 、 （図

49） 、 ーティ の

来 、

教授のメ の 出

、 教授の の言

 

の 、1998 - 2013 年度 研究室 、

、 学 大学 学 情報センター の 所

・教授 の

（図 50）、 の タイム

の 、 業生 表スピー 、学生 表スピー

、 先端科学 大学 大学 教

 先生（図 51）、 研究部門の

程 2 年の （図 52） の言

 

 

 

図 50：  先生の  

 

 

図 51：  先生の 業生 表スピー  

 

 

図 52：  の学生 表スピー  

 

・ 、出 者 同

（ワイン ラス ワイン） 研究室 2018 年度

の 大学サイバーサイ ンスセンター 高  
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教 （図 53） 、 研究部

門 書の 合 （図 54）  

図 53：  

図 54：  

次 、 の 、 教授

、 教授の 会の 会 、

、 の

分 、 ーティ

、 会 スタイル

実 、 の 教授 テー ル

、 会

の 制 の 、

テー ル の

の 、 通 、 会の

会

、プロ ラム 、サプライ

教授 、

、 会 イク （?）

の言 メ

の研究室 書の の

、Shimojo’s Angel の

（図 55） ーティ の

、

講 ーティ の

出 の

図 55： 書 Shimojo’s Angels の  

教授 講 : 

https://sites.google.com/view/shimojo-retirement-lecture/home 

4 2022 年度研究業績 
4.1 HPC・HPDA するインターコ

ュ ータに関する研究

研究 、 シミュ ーシ ン 実 能

シミュ ータの試作 、先 の 2 の

のシミュ ータ ット

ルネットワークシミュ ータの ns-3 用

ns-3 通信 ット シミュ ート

、 ード 通信性能の ット

1 、HPC ジ  HPDA ジ

の 用 能 プロセス 同 ジ

の ード 通信の デル

研究 、 デル 実 コストの 、

通信ロ 通 通信 ット プ イ デ

ル のアプロー 用 ット プ

イ プロセス 同 同 機能

2 、高性能計算機システムのジ

ス ジューラ ジ の開 ・ 等の進

― 96 ―



状況 応 動 ジ ス ジュー ン シミ

ュ ート 研究 、シミュ ー

シ ン実 の 、シミュ ータ ジ

ス ジューラの デル 規実 アプロー

用 規実 、 のジ ス

ジューラ 合 シミュ ーシ

ン実   

のアプロー 基 、 ns-3-Based 

Interconnect Simulator シミュ ータ 試

作 試作 、ns-3  ns-3 用ジ ス

ジュー ン ジュール ット プ イ ジ

ュール （図 56）  

シミュ ータ 高性能計算機システム 同

, 計算 ードの ード ジ

 ns-3 用ジ ス ジュー ン ジュール

ジ , 実 コ ン

ドの 通信ロ  （pcap イル） の ス

通信ロ 用 , HPC 

ジ  HPDA ジ の 同 シミュ

ーシ ン 、 ード 通信 デル  

 

Node 1

Network Stack

Net Device

Network

Job 1
60
4
/path1

Job 2
30
2
/path2

ns-3 

ns-3-Based Interconnect Simulator

Node 2

Network
Stack

Net Device

Node 3

Network
Stack

Net Device

Node 4

Network
Stack

Net Device

Job 
2

Job 
1

ns-3 
0 Job 1 

60 Job 2 

 

図 56：ns-3-Based Interconnect Simulator の  

 

、 シミュ ータ プロセス 同

ード 通信の デル ジ 進 状況

応 動 ジ 実

、 ジュール 用 シミュ

ーシ ン 実  

1の 、NAS Parallel Benchmarks の FT 

（クラス S） 実機 シミュ ータ

実 合のジ 実 ード 通信タイ

ミン ・通信 （図 57） 果 、通信

ロ 環境 同 合 、ジ 実

ード 通信タイミン ・通信

、通信ロ 環境 合 、

制 アル ム プロセス 同 の

分 、ジ 実 ード 通信タ

イミン ・通信  

 

 

図 57：通信ロ 環境 合の 

FT （クラス S）の通信 の ラ  

 

2 の 、Slurm Simulator ns-3 用ジ

ス ジュー ン ジュールの FIFO + Backfill 

ス ジュー ン 果 （図 58） 果 、

ジ 合の ス ジュー ン

成 、ジ ス ジュー ン 果

の 果 、動 ジ ス ジュー ン

成  

 

 

図 58：ns-3 用ジ ス ジュー ン ジュールの 

ジ 果 

 

の展  プロセス 同 の 出

の TCP 制 アル ム の 応

, pcap イル ット関 のシステ

ムコールのロ の 用  

関 発表論文 

(1) , “ジ ス ジューラ 動

ット プ イ ースの 合 シミュ

ータ”, 大阪大学大学 情報科学研究科 学

, 2023 年 2 .  
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F&K e<A3V)C?5VH10AV,)8O?G?).5;<,)4A15HA?5):33,)

D?@?G<@AV)E?VG<A,)E1@1I1)T?G3,)qC<\?O;@)

PO?0GV0?>)-5G3O0<5530G)T3@VH5R)-5G3HO?GV5H)a<2)

E0A3;1>V5H)?5;)73G\<OX)EVI1>?GV<5q,)PT48C&%&&,)

a?N?5,)T306)&%&&6)

&$#!-./ ステ における ースティン

の運用 に関する研究

の 、BP4システムの ー

利用 進 、利用 性 クラ

ドバースティン 機能 学の BP4 システム

/4C/PUE 実 実 の利用

性 、 ー ンプ ミス クラ ド

ジ 実

、クラ ドバースティン 機能の運用

関 、 ジ クラ ドバースティン の

、 クラ ド

利用 の ンプ ミス 利用 の

（ コスト） の &

議 分 年度 、 の

& クラ ドバースティン 機能の運用

表 "(： 運用

運用

高利用 性 コスト 型（?） L")

利用 性コスト 型（2） L",)L&)

、 運用 の 利用

性 先 高利用 性 コスト 型

（?） ジ の の 先 利用

性コスト 型 （2）の &

の 運用 、ジ ス ジューラ 通

、クラ ドバースティン

の ジ の BP4 システムの

者 クラ ドバースティン ュー（L"）

ー クラ ド ュー（L&）の & の ュー

表 "(の 応関係の通 用 運用 （?） 、

ー の 利用

性 、ジ ス ジューラ の

ジ L" 用

の ュー 、クラ ド 利用

の コスト 、ジ

システム

運用 （2） 、L" 、 ー の

ジ の 、

ジ クラ ド L&

用 L& 、 ー の

クラ ド の利用 の 、クラ ド 利

用 コスト ー

、通 高 コスト 支 ジ

の 、 ー L&

ジ 能

、 の運用 の 利用 進

ジ ス ジュー ン のシミュ ー

シ ン実験 通

シミュ ーシ ン実験 、

図 +* 学のBP4システム EZU-T

DV0O<@<WGの クラ ド 8[1O3の

クラ ドバースティン の環境 実

図 +*： クラ ドバースティン 環境

、関 研究 用 利用者

度 、 の ジ

の利用 進 （ ）の合計 用

、ジ 、 ン

プ ミス クラ ド のジ 実

合のジ 実 、

ンプ ミス クラ ド のジ
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の 実 合計

ンプ ミス の利用 、

ンプ ミス クラ ド の利用 の

利用 性 基 、 ー

の ュー 利用 の 運用

（?） "、 の ュー 利用

運用 （2） %6* のジ

の ュー 、L"

合 "、L& 合 &

ジ の

、 ンプ ミス

合 %、クラ ド 合 "

図 !% 、ジ クラ ド

合 運用 シミュ ーシ

ン 実 果 、運用 （2）

L& ジ 全 の +j

の ラ 、運用 （2）の利用 進

果 運用 （?） 高 、

クラ ド ジ "%jの

利用 進 果 高

図 !%：利用 進 果の 果

関 発表論文

F"K 8O?G?).5;<,)EAV5mV)u<@AV;?,)EA1V0AV)Q<m1XV,)

BVO<?XV)e?G?<X?,)u<@AVAVX<)E?G<,)8XVAVO<)D1@?,)

E1@1I1)T?G3,)l4<5@V;3O?GV<5)<W)?)E1N3O0<IN1GV5H)

EJ@G3I)\VGA)4><1;)^1O@GV5H)=150GV<5?>VGJ)WO<I)?5)

/N3O?GV<5?>)P3O@N30GVb3g,)4><1;4<I&%&&,)

CA?V>?5;,)T306)&%&&6 cT/-R)

"%6""%*`4><1;4<I++##$6&%&&6%%%#"d)

F&K ,)l利用 性 型クラ ドバース

ティン 機能の利用 進 運用 g,)

大阪大学大学 情報科学研究科 学 ,)

&%&#年 & 6)

&$%! ステ ・運用な に

&%"'年度 、 大学 科学国 研究所、

大学サイバーサイ ンスセンター、 大学大学

学研究科、日 電 会 、国 業 会 、

会 イ ー、 大阪大学サイバーメディ

アセンターの 、内 推計

システム 業 （ 成 &* 年度 # #"

日 "% #" 日） 業 、大規模

生 、 、国 の情報 用

、 大学サイバーサイ ンスセンター 大阪大

学サイバーメディアセンターのスー ーコンピュー

タシステム EYM84. 用 、 アルタイム

推計 シミュ ーシ ン 実 環境

目 業 、

大学サイバーサイ ンスセンター、大阪大学サイバ

ーメディアセンターのス コン 同

&$ #!+日 制 運用 制

、&%"(年度 の 制

、実 の 応 制

実 、 、内

の 推計システム ・運用業

（&%"( &%&&年度） 実 の 、

システム 、 のシステム

動作 推計システム

、 センターの教 員 、 機関 の

議 &%"') 年度 ・ 、&%"(

年度 ・運用業 システム 、

、国 情報、

動データ 用 シミュ ー

シ ン 、 の 応 分

のデータ 能
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2018 年度 のシステム 、

の バー 、2019 年度の

業 の バー

、2020 年度 、内 の

推計システム機能 業 （

） 、

の バー

、2021 年度の 、

バー 、日 部

の 日 部

の 1000km システム バー

年度の 、日 、

バー システム  

 

4.4 S2DH （Social Smart Dental Hospital: S2DH） 

年度 、 の成果 、

会 ィードバック 目 、2023 年

3 3 日 9:45-12 ?:10 大阪大学

学部 催、大阪大学サイバーメディアセン

ター、日 電 会 共催、 会 タ、

会 、メディア 会 協 、 科

会 援の 制 、 6 ーシ ル・ス ート

デンタル スピタルシンポジ ム 科

データ・ イク  開催 （図 61）  

 

図 61：S2DH シンポジ ムポスター 

シンポジ ム 科 AI

セッシ ン 1、 科 デー

タ・ イク セッシ ン 2、 、

ネルディス ッシ ン 成 シンポ

ジ ム 大阪大学サイバーメディアセンター

Mishite 集合 、シンポジ ム 者 講

信 イ ッドスタイル 実

、Mishite の講 実 型コロ

講 開催

シンポジ ム報告  

研究部門 、 進 教授 サイバーメ

ディアセンターの ONION データ 、

セッシ ン 2 講 、

ネルディス シ ンの ネ スト

教授  子 学部

ネルディス ッシ ンの共同

 

関 発表論文 

(1) 進, “サイバーメディアセンターの ONION

データ , 6 ーシ ル・ス ートデ

ンタル スピタル シンポジ ム, Osaka, Japan, 

March 2023. 

 

4.5 な e ー ン 教 のための ステ  

e ラーニン 集 、

の 用

、計算 用 合

計算 、

の作成 見

見 、

合 研究 、計算 の

、 の 計算 計

算 、

生成 、 の 果

 

ール 計算 生成機能 、

生成 機能

、 使 データ 表 19 の

表 19 、 ードディスクの

関 生成
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データ 、  = （60[ ]

1 分 の [ ]） 2 表  

 

表 19：計算 の の データ  

目 内  
計算 果 

出   

出 頭  ミ  

出   

計算内  
計算 1  

計算 1 60 

計算 出 1  

計算 頭 1  

計算 1  

計算 算子 1  

計算 2 1 分 の  

計算 2  

計算 出 2 6000 

計算 頭 2  

計算 2  

計算 算子 2  

計算 3  

計算 3 2 

計算 出 3  

計算 頭 3  

計算 3  

計算 算子 3  

 

出 、表 19 の計

算 出 の の 1 2 4 5 8 の

、 の 0 、 作成

、 の計算

、計算 の

、 計算

表 19 テンプ ート 図

62 の 生成  

の 、 ールの計算 生成機能

情報 関 10 の 集（

集） 、 用 集 同 内  2

10 の の

作成 用 集 用 集

用 集 、 4 の 験者

果、 集の の

1.5 （図 63）

の生成 果  

 

 

図 62：表 19 生成 計算の  

 

 

図 63： の 果 

関 発表論文 

(1)   計算 の の

生成 情報 学会 85 全国

大会 4H-04 pp.435-436 2023 年 3  

 

4.6 ステ アー テ  

年度 高性能計算機システムアー テク の

研究 2021 年度 CMC セ ュア

ステージン の ー 学部内の

学部 ート ェイ シン

の の シン ExpEther の ス

トバスア プタ ード ExpEtherの

IO-BOX 10G-BASE-RX

の IO-BOX内の SSD 学部のネットワー

ク Job 実 データ 書

、CMC のセ ュアステージン 利用の JOB

実 SQUID 内のセ ュアスト ージサーバ

SSD PCI HotPlug ワー ー シン デー

タ JOB 実 果 JOB

SSD 学部 の ート ェイ

シン HotPlug 動作  
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能 OS 、 PCI スロット

Gen4 応 の 動作

シン IO デバイスの の試

JOB 実 の ローの動作

学部 の イルサーバ の の動

作 実 能 、部 ス ックの

の 見  

2021 年度 表 ト クジラの 使

動 AI 日 のクジラの 動

析 用 、 、 、

日 のクジラ

所 クジラの 用 、

の

、 動 AI 用 計 1989

2020 年 、国内 4 ト クジラ

3,532 頭分の 、 動 合システム 用

合 、 の 果、 - 3 頭、

- 225 頭、 - 222 頭、

- 36 頭の 見  

の 頭 基 、 の

の 算出 、国内 4

、1 の共通の集 利用

明 、 度

、 ィ ピン の （ ア

） シ （ 、 、 ィ ピン）

利用 2 の ループ

能性 日 の ト クジラ

の 全 、大 見  

 

4.7 ・ インター ッ

イ のための ア ー に る

ア リ  

2022 年度、 性能 ネットワーク性能

環境 、 集・合成の の 集

動生成 、 内の の 関係の

制 の 高 集

高 集 の

、 関係 、 の ・

成 、 出

の 、生

の進 模 アル ム アル

ム 用 、 高 集

 

、

ンコード の 、 生成

、 ュー スティック

の 、全 ード 信サーバ

集 型、 度 の大 合成

デイジー ェーン型、ラン ム生成

次 、 の 合度  1 

見 アル ム

合度  1 の 合 、アル ム

、次 の 生成

の 、 、 の 作  1 

、 合度  1 、

大

大 合 、 合度  1 

見 合度

大の 集  

合度 高 集合 の 次

ート 合度 高

、 の

の 、トー メント 基

、 ードの子 子

作 集 合

、共通の 子同

合 制  
 

 

図 64：  
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図 64 、シミュ ーシ ン 果

Centralized 集 型、Daisy chain
Heuristic 、 関

係 基 ラ

の 、 ード 合

高  

関 発表論文 

(1) Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi, 

and Shinji Shimojo: ``A Tree Construction Method 

for Distributed Video Collection and Composition 

on the Same World Broadcasting System,'' Proc. 

IEEE Computer Software and Applications 

Conference （COMPSAC'22）, pp. 648-657, 2022

年 6 . 

(2)  ,  ,  ,  樹, 

 , "同 ： の 集 合成

分 型インターネットライ ," 情報

学会 誌, Vol. 64, No. 2, IPSJ, pp. 499-510, 

2023 年 2 （ ）. 

(3) , ,  , 樹, 

"同 システム アプ

ロー 集 アル ムの

," 情 報 学 会 研 究 報 告 , 

Vol.2023-DPS-194 No.19,2023 年 3 . 

 

4.8 IoT ージェン デ 応用 た ュアで

な情報 の  

IoT ージェント デルの 、デジタル

のデータ 集・利 用の 状 、

IoT データの 用 デル 、情報 通基盤の

アー テク 計 、 の 業 用

研究 、 ー データの利用

型 デル 用 、インタ

ラクティ 作 、 アルタイムのデー

タ 用の ・ 利用シーン  

関 発表論文 

(1) 高 , , , 内 , 大

, , 生: B5G.ex Update 

FY2022, RICC-PIoT Workshop 2023, , 

2023/2/28 

(2) 大 , 生, 大 , 内 , 

, , , 合 , 高

: 5G 通信 型プラット

ーム  MEC サーバ の 分ア

ル ム, RICC-PIoT Workshop 2023, , 

2023/2/28 

(3) : IoT ージェント デル 基 情

報 通基盤の応用 データ コ ミー 関

, RICC-PIoT Worshop 2023, , 

2023/2/28 

(4) 大 , 内 , , : 

型 分 コンピューティン 環境の

Elixir , 18 インタークラ

ドワークシ ップ, , 2022/9/9 

(5) 高 , 合 , 大 , , 

, 内 , 大 , , 

生: 関 型 ラ イム 実  B5G の

型 分 コンピューティン 環境, 

18 インタークラ ドワークシ ッ

プ, , 2022/9/9 

(6) 高  , 合 ,  ,  , 

内 , 大  ,  ,  生, 

大  : 関 型 ラ イム 実 B5G

の 型 分 コンピューティン

環境 プロジェクトの 動 成果の

共 , CKP の研究会 2022, , 2022/7/10 

 

4.9 学習 応用 たTCP に関する

研究 

  年度 、RNN CUBIC の実

、実環境データ 用

、 、RNN CIBUC の実

研究開 実 の 、

CUBIC  triple duplicate acknowledgment (3 dup 

ACK)の 生 機 ィンド

の 、Recurrent Neural Network 用

の  
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L. Bai, H. Abe and C. Lee, RNN-based 

Approach to TCP throughput prediction, in 2020 Eighth 

International Symposium on Computing and Networking 

Workshops （ CANDARW ） , pp. 391-395, Naha, 

Okinawa, November 2020. （Best paper award）

、 の 全 シミュ ーシ ン

、シミュ ーシ ン 集

データ 学習 実 、 シミュ

ーシ ン の 、シミュ

ーシ ン の 性能

明 のの、 実環境

の程度の性能 の 明

 

、 の 実環境

の のステップ 、実環境 の デー

タ 集 、 用 実 デ

ータ 集 、 大学 サーバ 、

Amazon AWS ージ ン内の シン の

、 1 年 実

、 の スト 、1 TCP UDP

の ロー 生 、 の ット ンプ 信

信 の  

の 、 ィンド の

、3 dup ACK 生 の ィンド 、

の 、 の  

3 dup ACK 

実 、実データ

用 、 の の 度

実

の 果、シミュ ーシ ン 用 合

、 の 度 実環境

成 能  

発表論文 

(1) Ryu Kazama, Hirotake Abe and Chunghan Lee. 

Evaluating TCP Throughput Predictability from 

Packet Traces Using Recurrent Neural 

Network. 2nd IEEE International Workshop on 

Distributed Intelligent System, Rhodes, Greece, 

June 2022. 

 

5 社会貢献に関する業績 
5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

e ラーニン 教 システムの  

 年度 、 大学のプロジェクト 2 e ラーニ

ン 教 システム oq-stages の  

 1 目 、 大学の大 子先生の科研 プ

ロジェクト 言語 会 応 日 語

用 通 成教 の研究 開

のプロジェクト内 開 e ラーニン

 （ ） の 11 教

用 （図 65、図 66）  

 

 

図 65：  （ ）  

 

 

図 66：  （ ）

の Scene 7 室  

 

 2 目 、 学 大学の 子先生の

学 大学の学内プロジェクト のプロジェ

クト 開 e ラーニン コミュニティ通

（ ）の 語コース内の シーン 01 

シーン 03 子育 支援 （図 67）の 3 の教

用  

の システム e ラーニン 教

の開 、 高度 国語教育全国 信システム
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のロシア語の開 部 子先生

 

 

 

図 67： コミュニティ通 （ 語）コース 

（ ） の シーン 3 子育 支援  

 

DeruQui  

 DeruQui  育成の 、

DeruQui 大学生 の

ミ 通年 催、国内 の学生 100

、 ンライン・ ライン の学 の

、 高 教育機関

学 の   

https://www.deruqui.com 

 

5.1.2 研究部門  

年度 年度 COVID-19 の 、

イ ント 制  

 

年度 学部 ープン ン ス 

 年度の ープン ン ス 、COVID-19 の

研究部門の公開 制 、 年 模

授業 研究室訪 の開催

模 授業 、関係研究室の

制 、 部門 研

究室訪 、 研究部門 講 学生

応  

 

 

図 68： ープン ン スの 見学 

 

 

図 69： ープン ン スの研究室 研究の  

 

研究室訪 研究室 15 分 の の アー

、 研究部門 13:45 16:15 の 2

の訪 実 、サイバーメディアセン

ター 館の の 合 アーの 見学 所

、2 の訪 20 分

の 1 3 の

見学（図 68） 、1 の mishite の

ア PowerPoint 用 研究室 研究の （図

69） 、2 目の見学 、3 見

学 の 用

、見学 1 の 者 、1

目 10 、2 目 9 、 高 生 会

研究室 の 、 サイバー

セ ュ ティ の研究室
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、 試 の

 

年 応

、サイバーメディアセンター 館の 見

学 、 年のポスター展 の 見応 の

ープン ン ス  

 

年 国国 会議・展 会  

サイバーメディアセンター 年 11 国

開催 国 会議・展 会 SC 研究展 ー

ス 出展 国 会議・展 会 SC 高性能

計算、高性能ネットワー ン 、スト ージ等 テ

ー 高 会議・展 会 、 年

の研究者・ 者 出 年度の SC 開

催 、テ サス ラス 研究部門 、

大規模計算機システムの運用・

研究部門 、 年 研究

部門 研究展 国 会議・展

会SC2022 p.147 展 関 報告

の  

 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

(1) 電子情報通信学会 サイ ティ 誌 集委

員会 委員.（ ） 

(2) 国 シ ネットワーク 学会 The Review 

of Socionetwork Strategies  議員. （ ） 

(3) 情報 学会 システム ト ェア

ーティン ・システム研究会 運営委員 （ ） 

(4) The 5th cross-disciplinary Workshop on 

Computing Systems, Infrastructures , and 

Programming （xSIG2022）, プロ ラム委員 （

） 

(5) ComSys2022, プロ ラム委員 （ ） 

 

5.2.2 論文誌  

 

 

5.2.3 国際会議への参画 

(1) Program Committee, 18th International Conference 

on eScience （eScience2022）, Salt Lake, USA, Oct. 

2022. 

(2) Program Committee, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

and Applications and Technologies （PDCat2022）, 

Sendai, Japan, Dec. 2022. 

（ 、 ） 

 

5.2.4 学会における 講演・  

 

 

5.2.5 論文 

 

 

5.2.6 学会表彰 

 

 

5.3 学  

5.3.1 業 の 研究 

(1) “クラ ドバースティン 環境 の

推計シミュ ーシ ンの ・ , 

会 Rti-Cast. 

(2) ッジ／クラ ドデータセンター

計算機システムアー テク の研究 , 日

電 会 . 

(3) ス ートデンタル スピタル 関 研究”, 

日 電 会 , 大阪大学 学部 . 

(4) “ 推計システム ・運用業 ”, 

内 , 大学, 日 電 会 , 国

業 会 、 会 イ ー. 

(5) “ 推計システム機能 等業 ”, 

内 , 大学, 日 電 会 , 国

業 会 、 会 イ ー. 

(6) Connected Car・IoT データ集 ・計算 プラ

ット ーム 関 研究, ト タ 動

会 . 
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5.3.2 学外での講演 

(1) KEIS（関 電子情報 業協同 合） 39 総

会 講 会、2022/5/24、大阪 ・大阪 スー

ーシティ の 能性  

(2) 関 協会 10 デジタル ルスセミ

ー講 、2022/6/2、データ利 用 の

来  

(3) イテク ロジー・ ト ェア開 協同 合 

18 IT 営 ーラム、2022/10/12、

ネットワー ン  

(4) CBI 学会関 部会 2023/2/3、 大阪大学ライ

デ インイ ーシ ンの 、

II 、大阪関  

(5) アジア 研究所 APIR シンポジ ム

、 ス ートシティ

2023/2/6 

(6) ニック ーシ ル クセ ンス

会  研 者の会, 2023/3/17, ネット, 

DX （ ）  デジタル

の のイン クト 

(7) 会  内セミ ー, 2023/3/9, ネ

ット, DX （サ ー ）  

推進  

(8) 共 , 2023/3/8, , デジタル 面

の のイン クト 

(9) GPTech, 2023/3/3, , DX （デー

タ の ）  データ 信 デル 関

 

(10) 会議所 NISA 信支部, 2023/2/24, 

, DX （企業 ）  デジタル

の 営 ント 

(11) 会 アドライト イント プ ー

ンプ, 2023/2/17, ネット, DX   

規 業 成 DX  

(12) プ ンア シス 会  AVF 講 , 

2023/2/16, , DX （ ）  

デジタル のデータ 信 デル 

（ 、100 程度） 

 

5.3.3 特  

 

 

5.4 ジェ 活動 

(1) 次 計算基盤 係 研究 システム

研究 ーム（ HPC 利用環境の 研究）,

サ ー   進 （2022- ） 

(2) 科学研究  基盤研究（C） トラ ィック動

制 機能 型ジ システム 研究

表者  進 （2021-2023）  

(3) 科学研究  基盤研究（C） OpenFlow 合

クラスタ MPI 実 計算・通

信 機 研究 表者  進 （2017-2021） 

[COVID-19 の ] 

(4) 科学研究  基盤研究（B） 情報 会

トラスト, HPC/HPDA 融合計算基盤 デー

タ ロー 型アクセス制 機 関 研

究 研究 表者 , 研究分 者  

進 （2017-2021） [COVID-19 の ] 

(5) NICT 共同研究 高信 分 ッジコンピュー

ティン プラット ーム 関 実 研

究 大阪大学 者  進, 研

究者   

(6) NICT 共同研究 次 スー ーコンピューテ

ィン 環境の のデータ共 環境実

DTN 実験  プロジェクト ー ー 

 進 

(7) 2022 年度 学 大規模情報基盤共同利用・共同

研究  公募型共同研究 合成 プロジェ

クト：mdx 合成 データ ースの  

研究 表者 （関 大学） 研究分 者 

 進 

(8) 2022 年度 学 大規模情報基盤共同利用・共同

研究  公募型共同研究 GPU 計算

高分子 シミュ ーシ ンの高

の  研究 表者 （ 大学 ） 

研究分 者  進 

(9) 2022 年度 学 大規模情報基盤共同利用・共同

研究  公募型共同研究 子 QCD

イラル 性 ス ラー 子 生成機
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の研究  研究 表者 関 （国 大学） 

研究分 者  進 

(10) 2022 年度 学 大規模情報基盤共同利用・共同

研究  公募型共同研究 センター

計算 関 研究  研究

表者 （ 大学） 研究分 者 

 進 

(11) 2022 年度 学 大規模情報基盤共同利用・共同

研究  公募型共同研究 HPC 高 通信

の融合 大規模データの

開 実データ 用 システム実 実験  

研究 表者 （情報通信研究機 ） 研

究分 者  進 

 

5.5 の の活動 

(1) PRAGMA 運営委員（ 、 ） 

(2) 国 研究開  学研究所 計算科学

研究センター サー ス運営・作業委員 

（ ） 

(3) サイ ンティ ィック・システム研究会 科学

計算分科会 企画委員 （ ） 

(4) NEC C C システム SP 研究会 委員 （ ） 

(5) NEC User Group 会  President （ ） 

 

2022 年度研究発表論文一覧 

 

 

学会論文誌 

(1)  進    信

 ,”ONION: 大阪大学のデータ集 基

盤”, 学 情報 研究（JACN）, 2022. [DOI: 

10.24669/jacn.26.1_1] 

(2)  ,  ,  子,  

, 合  ,  ,  ,  

,  大 ,  次 ,  進, 部 

見, “データ 用 会 成 基盤

ト ェア環境の ”, 学 情報 研究

（JACN）, vol. 22, no. 1, 2022.[DOI: 

10.24669/jacn.26.1_1] 

(3) Jotaro Tachino, Hisatake Matsumoto, Fuminori 

Sugihara, Shigeto Seno, Daisuke Okuzaki, 

Tetsuhisa Kitamura, Sho Komukai, Yoshiyuki Kido, 

Takashi Kojima, Yuki Togami, Yusuke Katayama, 

Yuko Nakagawa, Hiroshi Ogura, “Development of 

Clinical Phenotypes and Biological Profiles via 

Proteomic Analysis of Trauma Patients”, Critical 

Care, Vol. 26, No. 1, Aug. 6, 2022. 

[DOI:10.1186/s13054-022-04103-z] 

(4) Kohei Kawamura, Chonho Lee, Takashi Yoshikawa, 

Al‐Shareef Hani, Yu Usami, Satoru Toyosawa, 

Susumu Tanaka, Shin‐Ichiro Hiraoka, “Prediction 

of cervical lymph node metastasis from 

immunostained specimens of tongue cancer using a 

multilayer perceptron neural network”, Cancer 

Medicine, Vol.5, No. 12, pp. 5312-5322, 2023/3 

(5) Nozomi Kobayashi, Satomi Kondo, Koki Tsujii, 

Katsuki Oki, Masami Hida, Haruna Okabe, Takashi 

Yoshikawa, Ryuta Ogawa, Chonho Lee, Naoto 

Higashi, Ryosuke Okamoto, Sachie Ozawa, Senzo 

Uchida, Yoko Mitani, “Interchanges and 

movements of humpback whales in Japanese 

waters: Okinawa, Ogasawara, Amami, and 

Hokkaido, using an automated matching system”, 

Plos one, vol.17 No.11, pp. e0277761, 2022/11 

(6)  ,  ,  ,  樹, 

 , "同 ： の 集 合成

分 型インターネットライ ," 情報

学会 誌, Vol. 64, No. 2, IPSJ, pp. 499-510, 

2023 年 2 （ ）. 

 

国 会議会議  

(1) Nao Takizaki, Yoshiyuki Kido, Yoshiyuki Masuda, 

Yoshihisa Toshima, Matsuki Yamamoto, Shinji 

Shimojo, “Ontology-Based Access Control 

Framework for Smart Building IoT Devices”, 2023 

IEEE International Conference on Consumer 

Electronics （ICCE）,Las Vegas, USA, Jan. 2023. 

[DOI: 10.1109/ICCE56470.2023.10043384] 
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(2) Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Shinji Shimojo, 

Nao Takizaki, Yoshiyuki Kido, Yukiko Kawai, 

Ryuta Yamaguchi, “A MaaS System Architecture 

for Inducing Users to Solve Social Issues”, IEEE 

GCCE 2022, Osaka, 18-21, Oct. 2022.[DOI: 

10.1109/GCCE56475.2022.10014159] 

(3) Keisuke Murashige, Yoshiyuki Kido, Shinji 

Shimojo, Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Yukiko 

Kawai, Ryuta Yamaguchi, “Implementation, 

Measurement, and Analysis of Cycling 

Environment for a Bicycle Navigation Application”, 

2023 IEEE International Conference on Consumer 

Electronics （ICCE）,  Las Vegas, USA, Jan. 2023. 

[DOI: 10.1109/ICCE56470.2023.10043186 

(4) Toyotaro Suzumura, Akiyoshi Sugiki, Hiroyuki 

Takizawa, Akira Imakura, Hiroshi Nakamura, 

Kenjiro Taura, Tomohiro Kudoh, Toshihiro 

Hanawa, Yuji Sekiya, Hiroki Kobayashi, Shin 

Matsushima, Yohei Kuga, Ryo Nakamura, Renhe 

Jiang, Junya Kawase, Masatoshi Hanai, Hiroshi 

Miyazaki, Tsutomu Ishizaki, Daisuke Shimotoku, 

Daisuke Miyamoto, Kento Aida, Atsuko Takefusa, 

Takashi Kurimoto, Koji Sasayama,Naoya Kitagawa, 

Ikki Fujiwara, Yusuke Tanimura, Takayuki Aoki, 

Toshio Endo, Satoshi Ohshima, Keiichiro 

Fukazawa, Susumu Date, Toshihiro Uchibayashi, 

“mdx: A Cloud Platform for Supporting Data 

Science and Cross-Disciplinary Research 

Collaborations”, The 8th IEEE International 

Conference on Cloud and Big Data Computing 

（CBDCom 2022）, Sep. 2022. [DOI: 

10.48550/arXiv.2203.14188] 

(5) Arata Endo, Shinji Yoshida, Shuichi Gojuki, 

Hiroaki Kataoka, Yoshihiko Sato, Akihiro Musa, 

Susumu Date, “Consideration of a Supercomputing 

System with Cloud Bursting Functionality from an 

Operational Perspective”, CloudCom2022, 

Thailand, Dec. 2022. [DOI: 

10.1109/CloudCom55334.2022.00031] 

(6) Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi, 

and Shinji Shimojo: ``A Tree Construction Method 

for Distributed Video Collection and Composition 

on the Same World Broadcasting System,'' Proc. 

IEEE Computer Software and Applications 

Conference （COMPSAC'22）, pp. 648-657, 2022

年 6 . 

(7) Ryu Kazama, Hirotake Abe and Chunghan Lee. 

Evaluating TCP Throughput Predictability from 

Packet Traces Using Recurrent Neural 

Network. 2nd IEEE International Workshop on 

Distributed Intelligent System, Rhodes, Greece, 

June 2022. 

 

国 会議 （ 頭 表、ポスター 表） 

(1) Susumu Date, "Accelerated ONION based on DTN 

Experience", 55th Asia-Pacific Advanced Network 

Meeting, （APAN 55）, Kathmandu, Nepal, Mar. 

2023. 

(2) Susumu Date, "Accelerated ONION based on DTN 

Experience", Mini Global Research Platform 

Workshop, Supercomputing Asia 2023 

（SCAsia2023）, Singapore, Mar. 2023. 

(3) Kazuki Takashima, Arata Endo, Susumu Date, 

“Prototyping an MPI-communication Logging 

Module on Data Processing Unit”, The 23rd 

International Conference on Parallel and 

Distributed Computing, Applications and 

Technologies （PDCAT’22）, Sendai, Japan, Dec. 

2022. 

(4) Shingo Kawamoto, Takeo Hosomi, Seiju Yasuda, 

Chonho Lee, Akihiro Yamashita, and Susumu Date, 

“Implementation of Reinforcement Learning in Job 

Scheduler Slurm”,The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies （PDCAT'22）, 

Sendai, Japan, Dec. 2022. 

(5) Kohei Taniguchi, Arata Endo, Chunghan Lee, 

Masatoshi Saitoh, Susumu Date, "Towards 
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Practical Interconnect Design: Integrating Job 

Scheduling and Network Simulation", The 23rd 

International Conference on Parallel and 

Distributed Computing, Applications and 

Technologies （PDCAT'22）, Sendai, Japan, Dec. 

2022. 

(6) Yujiro Ishida, Takeo Hosomi Akihiro Yamashita, 

and Susumu Date, “Towards Profile Guided Source 

to Source Transformations for Vector 

Optimizations on SX-Aurora TSUBASA”, The 

23rd International Conference on Parallel and 

Distributed Computing, Applications and 

Technologies （PDCAT'22）, Sendai, Japan, Dec. 

2022. 

(7) Susumu Date, "Research Experiences of an 

On-Time Data Transfer Framework in Cooperation 

with Scheduler System and Future Directions", The 

3rd Global Research Platform Workshop （3GRP）, 

Salt Lake, USA, Oct. 2022. 

 

頭 表（国内研究会 ） 

(1)  信 ,  ,  ,  

,  進, “大阪大学スー ーコンピュータの

電 コスト算 の ”, 大学 ICT 推進協議

会 2022 年度年次大会, 2022 年 12 . 

(2)  , 見 生,  ,  , 

 弘,  進, "高性能計算機システム

研究データ の の来 シス

テムの実 ", 大学 ICT 推進協議会 

2021 年度年次大会, 2022 年 12 . 

(3)  ,  ,  樹,  , 

 ,  , “Cloud Native WoT/IoT 

Architecture — Edge-cloud Integration の ”, 

DICOMO2022, pp.82-86, ンライン, 2022 年 7

. 

(4)  ,  ,  ,  , 

 樹,  , “ス ート ルの の

ントロジ 用 アクセス制 ームワ

ークの ”, DICOMO2022, pp.310-317, ンラ

イン, 2022 年 7 . 

(5)  ,  ,  ,  , 

 樹, 合 子,  , “

用 ーシ ンアプ の の 環境デ

ータ 集・分析機 の実 ”, DICOMO2022, 

pp.1012-1020, ンライン, 2022 年 7 . 

(6) 高  和  ,  進  , “DPU

用 MPI通信ロ ン の試作”, 155

 システム ト ェア ーティン

・システム研究会, , 2022 年 5 . 

(7)   計算 の の

生成 情報 学会 85 全国

大会 4H-04 pp.435-436 2023 年 3  

(8) 高 , , , 内 , 大

, , 生: B5G.ex Update 

FY2022, RICC-PIoT Workshop 2023, , 

2023/2/28 

(9) 大 , 生, 大 , 内 , 

, , , 合 , 高

: 5G 通信 型プラット

ーム  MEC サーバ の 分ア

ル ム, RICC-PIoT Workshop 2023, , 

2023/2/28 

(10) : IoT ージェント デル 基 情

報 通基盤の応用 データ コ ミー 関

, RICC-PIoT Worshop 2023, , 

2023/2/28 

(11) 大 , 内 , , : 

型 分 コンピューティン 環境の

Elixir , 18 インタークラ

ドワークシ ップ, , 2022/9/9 

(12) 高 , 合 , 大 , , 

, 内 , 大 , , 

生: 関 型 ラ イム 実  B5G の

型 分 コンピューティン 環境, 

18 インタークラ ドワークシ ッ

プ, , 2022/9/9 

(13) 高  , 合 ,  ,  , 

内 , 大  ,  ,  生, 

大  : 関 型 ラ イム 実 B5G

の 型 分 コンピューティン
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環境 プロジェクトの 動 成果の

共 , CKP の研究会 2022, , 2022/7/10 

(14)  ,  ,  ,  樹, 

 "同 システム

アプロー 集 アル

ムの ," 情報 学会研究報告, 

Vol.2023-DPS-194 No.19,2023 年 3 . 

 

シンポジ ム、  

(1)  進, “高性能計算・高性能データ分析

データ集 基盤 ONION”, STE シミュ

ーシ ン研究会, , Mar. 2023. 

(2)  進, “サイバーメディアセンターの 

ONION ”,  6 ーシ ル・ス ートデ

ンタル スピタル シンポジ ム, 大阪, Mar. 

2023. 

(3)  進, “ ローバル 学 研究 支

サイバーイン ラストラク ”, 研究データ

（RDM）説明会 2022 in 大阪 研究デー

タポ シー 研究データ基盤の 用

, 大阪, 2022 年 12 . 

(4)  進,  弘, “大阪大学サイバーメディ

アセンター大規模計算機システムの 業利用

制度の ”, 3 HPCI

ーラム スー ーコンピュータ  業

利用の , Nov. 2022. 

(5) Susumu Date, “Osaka University’s Data 

Aggregation Infrastructure for Supporting 

Data-intensive Science”, 34th Workshop on 

Sustained Simulation Performance, Sendai,Japan, 

Oct. 2022. 

(6) Susumu Date, “Aim and Concept of ONION, the 

Data Aggregation Infrastructure at Osaka 

University”, NUG Society Meeting XXXII, Prague 

Czech Republic, May 2022 （online）. 

 

説・ の  

(1) Susumu Date, Yoshiyuki Kido, Yuki Katsuura, 

Yuki Teramae, Shinichiro Kigoshi, Supercomputer 

for Quest to Unsolved Interdisciplinary Datascience 

（SQUID） and its Five Challenges”, Sustained 

Simulation Performance 2021, 2022.[DOI: 

10.1007/978-3-031-18046-0_1] 

(2) Hirono Kaneyasu, Kouki Otsuka, Shingo Haruna, 

Shinij Yoshida, Susumu Date, Simulation of 

Field-induced Chiral Phenomena in Inhomogeneous 

Superconductivity”, Sustained Simulation 

Performance 2021, 2022.[DOI: 

10.1007/978-3-031-18046-0_3] 

(3) 大      , “データ

センター コンピューティン

支 ネットワーク の動 ”, 電子

情報通信学会誌, 106 巻 2 , 114-120, 2023 

 

年度 研究報告・ ・  

 

(1)  和 , アプ ーシ ン ネットワー

クの 成・ 関 研究 , 大

阪大学大学 情報科学研究科 学 , 

2022 年 5 . 

 

 

(1)  , “ の センサ アルタ

イム システムの ”, 大阪大

学大学 情報科学研究科 学 , 2023 年

2 . 

(2)  , “ ントロジ 用 アクセス制

ス ート ル IoT システム , 大阪大

学大学 情報科学研究科 学 , 2023 年

2 . 

(3)  , “ジ ス ジューラ 動

ット プ イ ースの 合 シミュ

ータ , 大阪大学大学 情報科学研究科 学

, 2023 年 2 .  

(4)  成 , “クラ ドバースティン

学習型 Slurm , 大阪大学大学

情報科学研究科 学 , 2023 年 2 . 

(5)  , “利用 性 型クラ ドバース

ティン 機能の利用 進 運用 , 
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大阪大学大学 情報科学研究科 学 , 

2023 年 2 . 

 

業研究報告 

(1)  , Clifford+T シミュ ーシ ン

計算 性 用 高 算 ”, 大

阪大学 学部 業 , 2023 年 2 . 

(2)  , ロー ル 5G 環境の性能 MPI

通信 の ”, 大阪大学 学部

業 , 2023 年 2 . 

(3)  , 用 ーシ ンアプ の

の 環境データ分析・ 集機 の実 ”, 

大阪大学 学部 業 , 2023 年 2 . 

(4)  , 説明 4 作 支援

ールの の ”, 大阪

大学 学部 業 , 2023 年 2 . 

(5)  , センサ メラ の 出 果

用 の ”, 大阪

大学 学部 業 , 2022 年 2 . 
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全学支援 画部門 
niversit - ide Information and ommunications 

Infrastructure ervices romotion Division 

 
 部門スタッフ 

教授   

：2002 年 6 先端科学 大学 大学情報

科学研究科 程 2002 年通信 ア

研究所 2004 年 科学 機 、

大学先端学 センター 2008 年 先端科学

大学 大学 教授 2016 年 電機大学 来科

学部教授 2019 年 館大学総合科学 研究機

員教授（ ）、同年大阪大学情報セ ュ ティ

部、 大学 情報科学研究科教授、サイバーメデ

ィアセンター センター 、2023 年 大阪大学

CISO、 （情報科学） 電子情報通信

学会、情報 学会 会員 公

LAN 機 表 、 JPCERT

コーディネーシ ンセンター 、大学 ICT 推進協

議会(AXIES) 、大阪 ・ サイバーセ

ュ ティ アドバイ ー、情報 全 支援

（ 008350 ）、CISSP  

 

教授   

：1994 年 大学 学部 業 2009 年

大学大学 学研究科 ジネス ネジメント

(MBA)、2018 年 大学大学 学研

究科 学 程 学 1994 年

日 製 （ 日 製 ）、2010 年 ュー ーア

ー テクト、2012 年ミスミ ループ 、2018 年

日 ューシ ン （  日 ューシ

ン ）、2022 年大阪大学 OUDX 推進室 室 ・

教授、 営情報学会、 学会、日

営学会、教育システム研究学会、 会員  

 

 

 

 

教授 大   

：2002 年 3 大学 学部 業、2004 年 3

大学大学 情報学研究科 能情報学

程 、2007 年 3 大学大学 情報学研究科

能情報学 程 学 2007 年 4

会 クト ス、2008 年 4 大学学 情

報メディアセンター 教、2011 年 4 大

学情報 部 教、2012 年 8 先端

科学 大学 大学情報科学研究科 教、2015

年 12 大学情報センター講 、2019 年 4 大

阪大学情報推進 部講 2021 年 4 同

教授 サイバーメディアセンター全学支援企画部

門、応用情報システム研究部門 先端ネットワ

ーク環境研究部門 （情報学）

情報 学会、電子情報通信学会、システム制 情

報学会、ACM、IEEE 会員   

 

教授   

：2004 年 大阪大学 大学 基 学研究科 

程 、2004 年 大阪大学 大学 基 学

研究科 程 日 学 会 研究

員(DC2) 、2005 年 4 会 NTT ドコ 、

2008 年 、大阪大学大学 情報科学研究科 所

、ネットワークシミュ ーシ ンの大規模

、電子ト アージ、 通信ネットワーク、

ITS ネットワーク、 通 推 の研究

開 （ 学）  情報

学会、IEEE 会員   

 

教   

：2002 年 3 信 大学大学 学 研究科シス

テム 学 程 、1990 年 4 コ

ンピュータ学  教員、2004 年 4 情報大学

大学 教、2007 年 10 国 大学 大学
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学 センター 研究部門 教、2010 年 4 国

大学 大学 営研究所 教、2015 年

4  国 大学 大阪大学サイバーメディアセン

ター 教（ ） 2016 年 11 大阪大学

サイバーメディアセンター全学支援企画部門

応用情報システム研究部門 教（ ）、

情報 学会、電子情報通信学会、IEEE、教育シス

テム情報学会 会員   

 
2 教育・研究概要 

部門 、DX（デジタルトランス ーメンシ

ン） 目 大阪大学全 全学支

援 動 、 の情報イン ラ・サ

イバーセ ュ ティ ・CSIRT 用 応用研

究 、サイバーセ ュ ティ 関 研

究、 アルタイム動画 信ネットワークシステ

ム、IPv6 制 、DX 情報 通等 関

研究、開  

 

3 教育・研究等に係る全学支援 

部門 、コロ 次 見 DX

の先端 情報通信基盤 サー ス 係

システムの 運用支援、 サイバーメディア

センター 実 全学支援業 の企画・運営

実 、全学 IT 基盤システム、

ン スクラ ドシステム、 ・教 支援 係

システム、IT コア の運用支援、OU-CSIRT 

(Computer Security Incident Response Team) セ

ュ ティインシデント 応   

 

3.1 全学支援業 の 画・運 管理 

サイバーメディアセンター 、図 1 全学

支援業 推進 制の 、 業 の 者 全

学支援 推進 、サイバーメディアセ

ンター教員の ートの 1/3 全学支援業

基 、 果 全学支援 推進

ート実績 実 2021 年度

トピック 、 関

ート  

・OU スタープラン DX (OUDX)

計 

・ICHO(Office365) ーム 動 支援 Teams の

動支援 全学 メール

サー スの  

・ODINS 関 システム 計 全学 IT 基

盤システム シン ルサイン ン(SSO) ワ

ンタイム スワード 機能の

運用 

・コロ テ ワーク・ 支援 サ

ーバ 者研 の実  

・全学セ ュ ティ (OU-CSIRT) イン

シデント 応、セ ュ ティ の  

・スー ーコンピュータ SQUID IT コア

の 環境の運用 

 

 

図 1 2022 年度全学支援業 推進 制 

 

3.2 スター ンにおける D （ D )

 

 学内の の業 システム 、 面の 、

システムの 大 ・ 進 、 業 見

の 高コスト データ 用

・ の の  OU

スタープラン 開 大阪大学全

DX （ OUDX ） 、ネット・

バイ・デ ルトの 、教育・研究

学内の全 の 動 アル 大学

サイバー 高度 融合 大学

、OUDX の基 システム  

阪大全 成員の ID 合 OUID  
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Zero trust 応 ネットワークシステム OU

ロトラスト 

iLPs-OU（学内共通プラット ーム サ シ

ステムの  

、開 進 OUDXシステム 、

学生、教 員 働 、学 、イ ー

ティ 阪大 成 情報基盤の 計、 開

、 和 3 年度 算 OUID

OU ロトラスト のプロトタイプ

開 、 和 4 年度 算

、 OUDX プラット ーム

プロジェクト 、OUID ース

学内の データ ース 計 開

 

 

3.3 全学 IT ステ の運用支援 

 全学 IT 基盤システム 学内 稼動

情報システム 全 機能

目 、SSO（シン ルサイン ン） 合

データ 、ロ イン サー

ス システム 学内の

基 システム 研究・教育 支援システム

56 システム（2023 年 3 ） SSO

、 システムの 大 見

、教育用計算機システム（情報教

育、語学教育）、 ン スネットワーク LAN 

サー ス、 ループ ェア用 サーバ等 、

ID/ スワード 、

機能の 目 実 ワンタイム

スワード 機能の運用

、OUID 見

OUDX 応 機能  

 

3.4 学 フェデ ー ョン の  

 学 e- ースの利用・ 機関

規程 信 、 実

学 ェデ ーシ ン（通 ：学 ） 2010

年 開 、2014 年 1 国 情報学研究所

(NII)の 業 運営 開 大阪大学

2011 年 、学 、学 サー ス の

サー ス 展開 2023年 3 、

学 機関 63 の SP（サー ス）

の 、学内 利用 ID、

スワード ー サー ス利用

能  

 

3.5 I 発 ービス 

国 情報学研究所(NII) 2015 年 1 開

UPKI 電子 明書 サー ス

学内システム サーバ 明書

セ ュ ティ 全学

明書の 用 。2023 年 3

サーバ 明書 利用 408

。 2017 年 5 3 部 ク

ライアント 明書 サー ス 試 開

明書 149 。 

 

3.6 ン ス の ・ 運用 

大阪大学 ン スクラ ドシステム 、学内

メールサーバ Web サーバ 共通基盤プ

ラット ーム 集 、合計 216

コア・3.4TB のメ 9 の スト

、40.4TB の 用スト ージ 30.2TB

イル共 用スト ージ 、54 システム ス

ティン （2023 年 4 ） ン

スクラ ド の スト 利用

ン スメールサー ス 、90 、13,333 ア

ント （2023 年 4 ）  

 

3. 事 ・教 支援に係る ステ の運用支援 

ICHO（ ループ ェア）、 、KOAN（学

情報）等の システムの運用支援 、

サー ス ICHO 教

授、 教員、 研究員、 研究員（日

学 会） メールアド ス 、セ

ュ ティ面 ・ 全 教育・研究 制

の 、 者 の ICHO メール

動 サー ス 開 、教育・研究 動 業
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運営の 性 支援 、OUDX

ワークスタイル 目 、

メ テ ワーク 分 業

の 能 メ 1、560 の

員 ラップトップ PC 2023 年 3

の PC テ ワーク環境 の

セ ュ ティ の 、EDR（通信内 等

ト ェア：Endpoint Detection and 

Response）  

 

3.  IT コア の 運用支援 ーの

 

 等の 高 環境 の 運用

コスト IT コア 用

ジン サー ス 推進 、

ス コンのサー ス開 、PUE

の 、 生 能

の 動制 の 、

IT コア の運用 、

度 の ネル

ー の （図 2）  

 

 

図 2 2022 年度 サーバ・ の 電

 

 

3.  ー ー 議会への に関する  

情報セ ュ ティ 関 情報

見 目 、全学の情報セ ュ テ

ィ支援 情報推進 部／情報セ ュ ティ 部

、2018 年 12 日 シーサート協議会

日 シーサート協議会 JPCERT 内 情

報セ ュ ティ 室 関 、 の企

業・学 、 情報

日 シーサート協議会 、2020 年度

、大阪大学 学 会

の会員 画 、2022 年度 、 の

企業・ シーサートの 等

情報  

 

3.10 ー 管理者向け研修 

年、 用クラ ドサー ス 運用 の

、利 性 、情報セ ュ ティ面

、 部 用クラ

ドサー ス 関 ODINS の の利用

、学内サーバ 者

、 用クラ ドサー ス Web サーバ

の 、 、 用クラ ドサー ス利用 関

研 2 日 の日程、 ンライン 開催 、

19  

年 同 、 部 の総 係

、クラ ドコンピューティン 利

用 のセ ュ ティインシデント

、 用クラ ドサー ス 情報セ

ュ ティ の研 、 用クラ ドサ

ー スの利用 の 、AI サー スの利用

研 内  

 

4 2022 年度研究業績 

4.1 大学における N ービスの に向

けた活動（ ） 

2020 年度 開 大学 公 LAN 

サー スの利 用 目 出

の 、通信 業者

公 LAN サー ス 、

会 ワイ アンドワイ ス （Wi2 ）の

、2023 年 運用 開

、Wi2 公 LAN

サー ス ガ アプ [1] 大学

スタ イ 、利用 WPA2-EAP

VPN 能 、セ ュア 通信イン ラ

用 大学 ン ス の教育・研究 のネット
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ワーク環境の の 能 の

、 情報 学会

IOT シンポジ ム(IOTS2023) 、

、 のジ ー ル 誌

 

関 発表論文等 (5) 

 

4.2 業 の 度 業績の関係の （ ） 

 IT AI HR テックの 、営業

の の 性 来 大

研究の目 、営業 の

営業員 度 業績 の関係 明

INDSCALE の 目 用

集 データ 用 、業

績 者 の の の 度

業績 者 、 同

度 高 の の次

（ 進 営 ）

、 度 スコア

研究 、営業員 度 営業

 
 

関 発表論文等 な  

 

4.3 e ond 5 イ 環境に関する研究（大 ） 

総 和 3 年 4 Beyond 5G 研究開

進 業研究開 、Beyond 5G の

目 、 の分 の研究開

の 、 Beyond 5G 機能実 型

プロ ラム 、 の 開 等

公募 1)ネットワークの ・分

・協 型制 （ネットワーク の

等）、2) ト ェア ／ 、 ープン ／ディ

スア ーシ ン （機 ・サー ス 成の

）、3)ロー ル B5G 実 性・プロ

ラム性 ンド・ ー・ ンドシステム

 

NICT 、 Beyond 5G 実

通信ネットワークシステム 大

・ のサー ス

、 来のシステム 、高信

性 高 性 、

Beyond 5G ネットワークの高 信 性・ 性

、 学 研究開 ・

実 、 の の 環境（テス

ト ッド） 、研究

開 ・実 プラット ーム ・ミド

ル ェア ・ネットワーク

 

の Beyond 5G テスト ッド（の B5G バイ

ル環境）の 先 学 学 業

大学 、 学 NICT 和 3 年 11 5

日 研究協 の 書 の 書 基 、

NICT 総合テスト ッドの B5G バイル環境

（ バイルアプ ーシ ン実 環境・ バイルネ

ットワーク開 環境）の サイト  

和 4 年 10 1 日 同環境

、同日 者 研究プロジェクト B5G

バイルネットワーク性能 （TB-A22013） 開

、B5G バイル環境の基 機能性能

 

 

 図 3  Beyond 5G バイル環境 ンド 

ーバ 通信 度の計 果  

関 発表論文等 (15) 

 4.4 Rv6 用 た の活用に関する研究

（大 ） 

情報 会の進展 、通信データの大

進 大 データ 信 、

の 、 のネット

ワーク の通信 、ネッ

トワーク利用者

合 の 同 用

、 の の 合 の
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実 の 用 、データの大

進  

大学 企業 、高 度画 の 大 の

実験データ データ 、電子メール

の データ 信

データの 性 利用者 性

ネットワークの利用者 研究室

部 データの 性 応 ネットワークの

合 、 の

のネットワーク 、利用者

、ネットワーク 者 利用者の

応 、

者の作業 大 実

先 研究 ースルーティン

の SRv6 (Segment Routing over 

IPv6) 用 ネットワーク運用

、ネットワーク利用者 、ネット

ワーク 者の 、データの 性

合 能 、SRv6

ル スルーティン 実 機能 計

の 、SRv6 ル スル

ーティン 実 、 生

、 ットロス 、利用者

生

、 の ル スルーティン

SRv6 合 、 の

利用 研究 、 ル スルーテ

ィン MPTCP (Multipath TCP) 用

MPTCP TCP ル ス 利用

の 、トランスポート 実

ル スルーティン プロトコル

MPTCP トラ ィック ロー 分

、サ ロー TCP コネクシ ン

ル スルーテ

ィン 実 の 、MPTCP 用

ットの 関 実

、大 作業  

 

 図 4  SRv6 MPTCP 合 通信の 

スループット 

関 発表論文等 (16) 

4.5 ID ステ の 発（ 大

） 

2020 年 開 OU スタープラン

学内イン ラの 、 DX の 業の 1

OU Identity (OUID) 、2022 年度

OUID 試 システムの開  

大阪大学 、全学 IT システム

大規模システム 稼働 、

、 全

合 所 学生

のの 員 の 、全学

ID ー ット の

、 システム のア ント

システム ID 運用

、システム 状

況  

、デジタル学生 ・ 員 eKYC

（ ）の ID 合 の大阪大学

の DX の 先

試 システム 開 、

、2022 年度 日 、開  

OUID 試 システムの 図 6 の通

システムの 、 イ ンバー ード

、 の 性 DX  

、試 利用 の の

出 、 次年度 のプラット

ーム システム 計画、 計
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 図 5 試 システム 図   

 関 発表論文等 な  

4.6 ュアなインター ッ イ ステ

に関する研究（ ） 

年のインターネットライ 、 信

の 、 の

のプライバシー 、 の

情報・状 、ア テーシ

ン 果 の 、クラ

イアント端 大

の 研究 ループ 、 メラ

スト ーム 、プライバシー 関

インターネットライ 信システム

の 2020 年度 、 の

、次 のライ メラシステム

プライバシー （プライバシ

ーの ）の 目

研究 開 の研究 、 高

の 出、 ポ シー 、 、

高 画 NGPCS(Next Generation 

Public Camera System) プライバシー の

デ 信プラット ーム 、 ッジ メ

ラサーバ ルール型 利用 共

用

、プライバシーの 能

システムの 、 メラ

、 同 の

 

 

関 発表論文等 (3) 

  

4.  Net ork alculus に

（ ） 

動 の高度 、高機能 、 データ

、 電子制 ニット 

(Electronic Control Unit、 ECU) 

、 の の通信 ネットワーク

性 、 、 先度 、

アプ ーシ ン 通信

実 アプ

ーシ ンのネットワーク 制 、 のネット

ワーク性能 、ネットワーク のス

イッ 、 ECU の

、

ネットワーク制 関 ラメータ 大

、 ネットワーク性能 実

出 、

ネットワーク 、Network Calculus 

出 推 基 、 テスト

ース 、 ネットワーク制 出

Network Calculus 、ネットワー

ク性能の の 学

基 出 、

、ネットワークシミュ

ーシ ン 表 、

出 、

Network Calculus 推 用 、
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のネットワーク制 の 推 、

見 制 テスト ース

出 、 のテスト ースの

シミュ ーシ ン 実 の 計

、アプ ーシ ン 性能

、ネットワーク制 ネ

ットワーク 実験 実 果、

用 、テスト ース

1/16、 関 93

 

関 発表論文等 (14) 

 

4.  で た 全な に

常 （ ） 

 日 、 、 大

の

の 、 能性 高

、

、 次 、 員

の内 部 、 大

、LiDAR

UAV 、 の 次

、 能

1) の 、 の

、

、 の 、 の 使

、 の

関

の の 、 次 分 用

Fisher Vector 用 、 の 基 、

の 、 の

、 成 面の クトル Normal 

Histogram 集 、 表

の 基 、学習 高

ラン ム スト 用

実験 、3D デルデータ 、

の 、 の の

、ラン ム スト 用

Fisher Vector  Normal Histogram 

実 、ROC の面

ROC-AUC 用 デル 度 果、

の 度 高 合 実 、

Fisher Vector、 Normal Histogram 共 ROC-AUC 

0.99 、高 度 の程度

、 、

イ 、Normal Histogram 0.99 、

Fisher Vector 0.96 の ROC-AUC 成

、計 生 、 程度ロ

バスト  

 

関 発表論文等 (4) 

 

5 社会貢献に関する業績  

5.1 教育面における社会貢献  

5.1.1 学外活動  

2022 年 生 大阪 性 ・総合 センタ

ーのサイバー 委員会の委員

支援 、 報告書 公開

内 サイバーセ ュ ティセンター

(NISC) インターネットの 全・ ンド ッ

ク ver5.0 、サイバーセ ュ テ

ィ 公開 開

実 業 関 情報センター

関 サイバーセ ュ ティネットワーク

サイバーセ ュ ティ・ ー講 （ 者

） 講 画 、講 大阪

会議所サイバーセ ュ ティ アドバイ

ー サイバーセ ュ ティ ューシ ン

講 の実 、2020 ンピック ラ ンピ

ックサイバーセ ュ ティ 内 サイバ

ーセ ュ ティセンターの ガシー 委員会

NISC の ラサイバーセ

ュ ティ報告書 、大

阪 のサイバーセ ュ ティアドバイ 、

トップ 部 、 員 講

、学生教育 子大学

2022年度 情報セ ュ ティ 、 大

学 2022 年度 情報セ ュ ティ
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、 科大学 2022 年度 情報

学 、 電機大学 2022 年度集 講

CySec セ ュ ティ スク ネジメント

、情報通信研究機  (NICT) 

セ ュ ティ 育成 業 SecHack365 の実 委

員 ト ー ー 画 、全国 集

16 25 の 5 の

2022 年度 大学 ICT 推進協議会 AXIES

（ ） 2022 年度 同 子大

学 情報セ ュ ティ 開講 （大 ）  

  

5.2 学会活動  

5.2.1  国内学会における活動  

1. 大学 ICT 推進協議会(AXIES) （ ） 

2. 情報 学会コンピュータセ ュ ティ研究会、 

運営委員 （ ） 

3. 情報 学会セ ュ ティ 学 トラスト研

究会、運営委員（ ） 

4. 電子情報通信学会情報セ ュ ティ研究会、運

営委員（ ）  

5. 電子情報通信学会インターネットアー テク

研究会、 （大 ） 

6. 情報 学会 バイルコンピューティン

会システム研究会、 （ ） 

5.2.2  論文誌   
1. 大学 ICT 推進協議会(AXIES)2022 年度 集

委員会、 プロ ラム 委員 （ ） 

2. 電子情報通信学会 情報セ ュ ティ

集（ 誌 A） 集委員会、 集委

員 （ ）  

3. 情報 学会 デジタル 会の情報セ ュ テ

ィ トラスト（和 誌） 集 誌 集

委員会、 集委員（ ） 

4. 電子情報通信学会 誌 D 集委員会、 

誌 集委員（大 ） 

5. 電子情報通信学会 来のインターネットのア

ー テク プロトコル 応用

集（ 誌 D） 集委員会 、 集委員（大

）  

6. 電子情報通信学会 サイ ティ 誌 集委員

会、 委員（大 ） 

7. 情報 学会 会 ス ートコミュニティ

成 バイルコンピューティン 高

度 通システム 集 誌 集委員会、 

（ ） 

8. 情報 学会 誌 CDS トラン クシ ン 

集委員会、 委員 （ ） 

9. 情報 学会 ネットワークサー ス 分

集 誌 集委員会、 集委員（ ） 

5.2.3  国際会議への参画  

 
 

6 2022 年度研究発表論文一覧  
論文誌発表論文  

1. Hoang Viet Nguyen, Junjun Zheng、 Atsuo Inomata, 

Tetsutaro Uehara,“Code Aggregate Graph: Effective 

Representation for Graph Neural Networks to Detect 

Vulnerable Code”, IEEE Access, pp.123786-123800, 

DOI: 10.1109/access.2022.3216395、 IEEE, 2022.10. 

2.  規,  ,  ,  弘 , 

 . “公共 次 の

全性 者トラッ ン ”,

情報 学会 誌 63 (8), pp.1361-1370, 2022.8. 

3. Satoru Matsumoto, Tomoki Yoshihisa,"A Scalable 

Video-on-Demand System on Edge Computing 

Environments",International Journal of Informatics 

Society (IJIS),14(1), pp.13-21,2022.6. 

 

国際会議会議録  

4. Ayumu Harada, Akihito Hiromori, Hirozumi 

Yamaguchi, “A Method for Building Recognition 

from Point Cloud obtained by UAV with Simple 

Trajectory Patterns“, The 2022 IEEE 8th World 

Forum on Internet of Things (WF-IoT 2022), 2022.10. 

 

査読 口頭発表 

5. , , ,“大学 公

LAN サー ス利 用の の実 -コ
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ロ の 年 -”, 情報 学会インターネ

ット 運用 シンポジ ム 集 2022（

）、 pp.17-24, 2022.12. 

6. 明、 , “営業員の 度 業績の

関係の分析”、 営情報学会全国研究 表大会

集/2022 年全国研究 表大会（ ）, 

pp.259-262,2022.11. 

 

査読な 口頭発表（国内研究会など）  

7.  生,  ,  ,  

、 “Onion Service Server Fingerprint の

集 運用 能性の ”, 情報

学会 SPT 研究会 集,2023-SPT-50(38), 2023.3 

8. , , , “DNS

IBE 基 基盤 用 電子 の

計 実 ”, 情報 学会 SPT 研究会 集、 

2023-SPT-50(32), 2023.3 

9. , , , “ の Web

サー スの スワード バ 機能 用 通

先情報 の ”, 情報 学会

SPT 研究会 集、 2023-SPT-50(21), 2023.3. 

10. 生, , ,“ 学習 用

ー ード ス 作情報

”, 情報 学会 CSEC 研究会 集 , 

pp.493-499, 2022.10. 

11. 国 , , , , “ ラ

の 機能 用 OAuth2.0実 の

”、 情報 学会 IOT 研究会 集, 2022-IOT-

58(5)、 2022.7. 

12.  規,  ,  ,  弘 ,”3

次 用 高 度 の 推 “, 

ル メディア、分 ,協 バイルシンポジ

ム 2022 集, pp.852-858, 2022.7. 

13.  和 ,  ,  弘 ,  基, 

 , 通 の 通 出

用 ティデータ生成 , ル

メディア ,分 ,協 バイルシンポジ ム

2022 集. pp.1458-1467, 2022.7. 

14.  ,  ,  弘 ,  次

、  ,  ,  ,  

樹、  , " ネットワーク  

Network Calculus 基 性能 、 

信学 報 CS2022-3, pp.12-17, 2022.5. 

15. 大 , "NICT 総合テスト ッド大阪大学

B5G バイル環境の基 機能性能

"、,信学 報, vol.122,no.434, IA2022-77,pp.1-

6, 2023.3. 

16. ,大 , "SRv6 利用 能

の利用 関 ", 信学

報, vol.122、 no.306, IA2022-48, pp.17-22, 2022.12. 
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高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 

Joint Research Laboratory for Integrated 

Infrastructure of High Performance Computing and 

Data Analysis

1 研究所スタッフ 
招へい教授 中村 祐一 

略歴：1986 年 3 月 東京工業大学工学部情報工学科

卒業。1988 年 3 月 東京工業大学理工学研究科電気電

子工学専攻修了。2007 年 3 月 早稲田大学大学院情報

生産システム研究科修了。1988 年 4 月 NEC 入社、

同システムプラットフォーム研究所長、同中央研究

所理事を歴任し、現在は同主席技術主幹、第 63 回電

気科学技術奨励賞（オーム技術賞）受賞。IEEE CTSoc 

Quantum for Consumer Technologies Vice Chair.早稲田

大学 客員教授 グリーンコンピュータセンター上級

客員研究員、東京大学ナノエレクトロニクス研究機

構 客員教授、内閣府量子イノベーション戦略有識者

委員、九州大学客員教授。博士（工学）。 

 

招へい准教授 細見 岳生 

略歴：1994 年 3 月 京都大学工学研究科情報工学専

攻 修士課程修了。2022 年 3 月 大阪大学大学院情報

科学研究科マルチメディア工学専攻 博士後期課程

修了。1994 年 4 月 NEC 入社、現在はデジタルテク

ノロジー開発研究所 主幹研究員。博士（情報科学）。 

 

特任研究員 田主 英之 

略歴：2011 年 1 月ストックホルム大学コンピュー

タ・システムサイエンス学部 修士課程終了。2022

年 5 月より大阪大学サイバーメディアセンター高性

能計算・データ分析融合基盤協働研究所 特任研究員、

現在に至る。 

 

招へい研究員 

水 智教 （（株）Diagence） 

日田 雅美（（株）Diagence） 

 

研究員 並木 悠太 

略歴：2008 年 3 月 東京工業大学大学院情報理工学

研究科計算工学専攻 修士課程修了。2008年4月NEC

入社、現在は同データ活用基板事業統括部プロフェ

ッショナル。 

 

研究員 川本 伸悟 

略歴：1999 年 3 月 広島大学大学院工学部第一類 修

士課程修了。1999 年 4 月神戸 NES（現 NEC ソリュ

ーションイノベータ）入社、2019 年 4 月 NEC へ出

向、現在は同データ利活用基盤統括部プロフェッシ

ョナル。 

 

研究員 石田 祐二郎 

略歴：2019 年 3 月 大阪大学大学院情報科学研究科

コンピュータサイエンス専攻 修士課程修了。2019

年 4 月 NEC 入社、現在は同 HPC 統括部担当。 

 

事務補佐員 

林 玖留実 

 

兼任教員 

応用情報システム研究部門   

准教授 伊達 進 

講師  木戸 善之 

招へい教授 山下 晃弘 

先進高性能計算機システムアーキテクチャ共同研

究部門 

招へい教授 Lee Chonho  
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 招へい准教授 渡場 康弘 

蛋白質研究所 

教授 栗栖 源嗣 

 

 

2 教育・研究概要 
2.1 教育の概要 

応用情報システム研究部門との連携により、大阪

大学工学部および大学院情報科学研究科の学生指導

を行った。  

 

2.2 研究の概要 

本部門は、2021 年 5 月に NEC との協働研究所と

して設立され、大量かつ多様なデータを活用した高

性能計算ニーズを支える次世代高性能計算・データ

基盤の実現を目指した取り組みを行っている。 

 以下に本年度に取り組んだ 3 つの研究概要を記す。 

 

2.2.1 ハードウェア性能を最大限に引き出す高性能

計算・データ分析融合計算に関する研究 

近年の学術研究は、大容量かつ大規模なデータに

対する高性能な計算処理をますます必要としている。

大阪大学サイバーメディアセンター等の計算機セン

ターにおいては、そのような計算ニーズに答える高

性能な計算機システムとして、汎用プロセッサに加

えて、GPU やベクトルプロセッサ等のアクセラレー

タの導入が進んでいる。 

一方、このような高性能計算機システムのユーザ

が書くコードは、プロセッサやアクセラレータの性

能を十分に引き出せていないケースが多々存在する。

多くのユーザはそれぞれの学術研究の領域の専門家

であり、計算機システムの専門家ではない。そのた

め、ユーザがアクセラレータ等の複雑化する高性能

計算機システムの性能を引き出すことが難しく、コ

ンパイラ等のツールによる自動最適化技術による高

化に頼るか、あるいは計算機システムの識者に依

頼してコード最適化を実施している。 

本研究では、ユーザが高性能計算機システムの性

能を十分に引き出せていない問題に対して、以下の

二つの取り組みを実施している。 

（１） コンパイラによる自動最適化では十分に高性

能計算機システムの性能を引き出せていないユーザ

コードを対象に、ユーザ自身が高性能計算機システ

ムの専門的な知識なしに性能最適化を実施可能なコ

ード最適化支援技術の研究開発。 

（２） 高性能化に課題を抱えているユーザのコード

を対象に高 化を実施。 

 

2.2.2 多種多様な計算ニーズを収容可能な高性能計

算機システム基盤に関する研究 

近年の大阪大学サイバーメディアセンター等の計

算機センターの運用の効率化は重要な課題である。

計算機センターの利用はますます増加する一方、投

入されたジョブの待ち時間が増加するなど利便性の

低下などが発生している。さらに、昨今は電力ひっ

迫や電力コスト抑制の観点での運用最適化や、他の

計算機センターやクラウドとの連携による運用最適

化など、システムの最適化のための評価指標が変化

し、またシステムの複雑さが増している。こういっ

た運用やシステム自体の変化に対しても、柔軟かつ

迅 に対応し、効率的な運用を実現することが求め

られている。 

しかし、現状の計算機センターのシステムの運用

は、未だ管理者の知見に頼るものが多く残っている。

システムの状況を管理者に知らせるダッシュボード

や、システムの運用を変更可能なパラメータは多数

存在する。しかし、ある運用目標に沿った最適なパ

ラメータ設定については、未だ管理者の知見に頼っ

たものとなっている。そのため、複雑化し変化する

システムの運用は困難を極め、効率的な運用が実現

できていない。 

一方、昨今の AI 技術の進展は様々な領域におい

てデータを活用した最適化や自動化などを可能とし

ている。計算機センターの運用においても，システ

ムを構成する機器が生成するログや投入されたジョ

ブの情報など、大量かつ様々なデータが生成され続

けている。これらのデータを活用して、システムの

運用最適化の自動化への期待が高まっている。 

本研究では、計算機センターの複雑化かつ変化す

るシステムにも柔軟かつ迅 に対応し、効率的な運
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用を実現することを目的として、計算機センターの

運用において生成されるデータを活用して問題解決

を実現するフレームワークの構築と、それによる問

題解決の実証を行う。 

 

2.2.3 高性能計算システムを使いやすくするデータ

集約・管理に関する研究 

 学術研究においてデータ駆動型の研究が広がり、

研究データの重要性は増している。同時に、学術研

究のグローバル化や組織を跨った協働研究が進展し

ている。そのため、地理的に離れた複数の研究者が

互いにデータを共有・管理し、多種多様かつ大規模・

大容量なデータを容易に扱い、学術研究を遂行する

ことができるデータ集約・管理技術の必要性が高ま

っている。 

 また、研究不正の防止や研究成果の信頼性向上の

観点から、学術研究の再現性の重要性が増している。

国内外の大学や研究機関において、公正な研究活動

の推進に向けて、研究活動に伴い作成・取得した研

究データの保存期間および管理方法等についての基

準を定めたガイドラインの策定が進められている状

況にある。様々な学会においても論文採択の 1 つの

指標として再現性を挙げるものが増えている。 

 これらを受け、大阪大学ではデータ集約基盤

ONION を導入し、研究データを集約し共有を促進す

るシステムを構築している。しかし、集積された研

究データの再現性を高め、また活用や公開を促す仕

組みは不十分な状況である。 

本研究では、上記の課題を解決するために、以下

の二つの取り組みを実施している。 

（１） 計算機センターにおいて生成される研究デー

タの再現性を高める、来歴管理システムの研究開発。 

（２） 研究データの活用や公開を促す研究データ管

理技術の研究開発を推進。 

 

3 教育・研究等に係る全学支援 
3.1 教育に係る全学支援 

  特記なし 

 

3.2 研究に係る全学支援 

  特記なし 

4 2022 年度研究業績 
4.1 ハードウェア性能を最大限に引き出す高性能計

算・データ分析融合計算に関する研究 

本年度は、2.2.1 節に述べた研究目標に対して、コ

ード最適化支援ツールとユーザコードの高 化の二

つの研究開発を実施した。 

 

4.1.1 コード最適化支援ツールの研究開発 

高性能計算機環境で、ユーザがコード最適化を実

施する場合、コンパイル情報や実行トレース情報を

用いる。しかし、それら情報はコードの問題点を指

摘するに留まっており、どのような最適化を行うこ

とが有効なのかを示していない。その判断には、計

算機システムの知識や最適化の経験が求められ、専

門家以外には容易ではなく専門家であっても時間が

かかるのが現状である。 

本研究では、ユーザ自身によるコード最適化を可

能とするコード最適化支援技術の構築を行う。様々

なプロセッサやアクセラレータ、またそれらに向け

た様々な最適化技術の中で、 NEC SX-Aurora 

TSUBASA 向けに行うベクトル最適化を対象とした

取り組みを開始した。近年 SX-Aurora、Xeon、ARM

等のアクセラレータやプロセッサがベクトル演算ハ

ードウェアや SIMD 演算ハードウェアによって高性

能化しており、そのようなハードウェアの性能を引

き出すベクトル最適化の重要性が増している。中で

も、SX-Aurora はベクトル長が 256 要素と長くベク

トル最適化による性能差が非常に大きいため、ベク

トル最適化支援技術によってユーザが得られるメリ

ットも大きい。 
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図 1 PGSLV の概要 
 

図 1 に、提案するコード最適化支援技術(PGSLV: 

Profile Guided Source-to-source transformations for 

Long-Vector Optimizations)の概要を示す。PGSLVは、 

ソースコード、コンパイル情報、実行トレース情報

ソースコードおよび必要に応じてユーザからのイン

タラクティブで入手する追加情報から、以下の 3 つ

の処理を実施する。 

 

① 最適化するべき関数を特定し最適化方針を決定 

② 関数内のループに対して適用するべき最適化技

術を特定 

③ 最適化後のコードを自動生成 

 

本年度は、PGSLV のアプローチの有効性を検証す

るために、機能①および②の技術開発を行い、NAS 

Parallel Benchmark および Polybench などの HPC 領域

での標準的なベンチマークプログラムを対象に、コ

ード最適化支援技術の有効性の検証を実施した。 

検証の結果、PGSLV の機能①によって、38 本の

プログラムの内、12 本のプログラムに、ベクトル化

に問題があり、本ツールにてベクトル最適化する関

数があると特定された。また特定された 12 本のプロ

グラムについて、PGSLV の機能②によって○○本の

プログラムに適用するべき最適化技術が指定された。

機能②の指定に従って、手動でコード変換を行うこ

とで、平均 10.3 倍性能が向上することを確認した

（図## 参照）。 

今後、現時点では性能向上が達成できていないプ

ログラムについても性能向上を可能とする PGSLV

の検討を進め、また他の種々のプログラムについて

も有効性の検証を進める。 

 

 

図 2 SC22 でのポスター展示 
 

 

図 3 PDCAT2022 でのポスター発表 
 

なお、上記成果について、大阪大学サイバーメデ

ィアセンターが国際会議・展示会 SC22 に出展する

展示ブースにおいて、研究成果のデモ動画とポスタ

ーで解説し、当研究所の研究成果の報告を行った（図 

2 参照）。また、2022 年 12 月 7 日から 9 日にかけて

東北大学にて開催された、並列分散処理に関する国

際会議 The 23rd International Conference on Parallel 

and Distributed Computing, Applications and 

Technologies（PDCAT'22）にてポスター発表を行っ

た（図 3 参照）。 

 

関連発表論文 
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(1) Yujiro Ishida, Takeo Hosomi Akihiro Yamashita, 

and Susumu Date, “Towards Profile Guided Source 

to Source Transformations for Vector Optimizations 

on SX-Aurora TSUBASA”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022.  

 

4.1.2 ユーザコードの高速化 

本研究開発では、二つの取り組みを行った。 

 

(1) 三相脳循環モデルの高 化 

大阪大学大学院の研究室ローテーションの取り組

みにおいて、サイバーメディアセンターは生体工学

領域・和田研究室の学生を受け入れた。本学生は、

図 4 に示す脳脊髄液、脳間質液などの流れを流体力

学に基づいて解析する脳循環の数値シミュレーショ

ンプログラム（三相脳循環モデル）を開発しており、

サイバーメディアセンターの SQUID の CPU ノード

を利用して、シミュレーション時間の短縮に取り組

んだ。 

 

図 4 三相脳循環モデルで評価する脳構 の概要 
 

本取り組みに対する支援として、 

① プログラムの性能分析（ツールを利用してプロ

グラム中のホットスポット抽出） 

② プログラムの高 化（SQUID の CPU ノード向

けの単体性能と並列性能の向上） 

を実施した。その結果、和田研究室のサーバを用い

たこれまでの実行に対して約 20 倍（図 5 参照）の

性能向上を達成することができた。 

 

 
図 5 三相脳循環モデルの高 化の評価 

 

学生は MRI の画像とシミュレーションの整合性

を図ることを目標としており、パラメータの組み合

わせを数多く実行する必要があった。そのため今回

の取り組みにより実行時間を大幅に削減することが

可能になり、学生は研究の加 を達成した。 

また東京大学のデータ活用社会創成プラットフォ

ーム mdx の評価に、本取り組みで高 化を実施した

三相脳循環モデルを使用した。大阪大学の SQUID

のCPUノードとmdxの使用するコア数(スレッド数)

による実行時間の比較を行い、実行時間の差異につ

いて考察した。 

 

(2) 疑似量子アニーラーの高 化 

組合せ最適化問題は多様な社会課題で利用されて

おり、大規模な組合せ最適化問題において、実装の

ための時間を含めて高 に良解を得ることは社会課

題解決への貢献が大きい。 

量子アニーリングや量子技術をインスパイヤード

したシミュレーテッドアニーリングは多様な組合せ

最適化問題を同一の方式で定式化可能であるため、

実装のための時間が大幅に短縮でき、かつ、良い解

を得られるため多様な最適化問題の解法として有用

性が高い。 
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図 6 複数 VA 活用による効果

SX-Aurora を使ったシミュレーテッドアニーリン

グ(VA)は、SX-Aurora が持つ大容量メモリを活用し

て大規模な組合せ最適化問題を解くことができる。

一方で、量子アニーリングと比べて探索範囲が小さ

くため一部の問題では良解が得られない場合も多い。

そこで、複数台の VA を異なった条件で実行させ、

かつ、異なった条件での実行結果を連携させること

によって高品質の解を得るための研究開発を、CMC

の M2 の池尾氏を中心として行った。

2022 年度はこの研究の全体の設計を行い、実験の

ための準備作業を池尾氏と NEC の共同で進めた。

関連発表論文

なし

4.2 多種多様な計算ニーズを収容可能な高性能計算

機システム基盤に関する研究

本年度は、2.2.2 節に述べた研究目標に対して、強

化学習をジョブスケジューラに実装し、本アーキテ

クチャの有効性を確認するための予備評価を行った。

多種多様な計算ニーズをもつジョブを計算機シス

テムで効率的に処理するためには、システムのリソ

ースをジョブに割り当てるジョブスケジューラが重

要な役割をもつ。近年の AI 技術の進展を受けて、

このジョブスケジューラにおいても AI 技術の活用

が議論され、深層強化学習を用いてリソース割り当

てを最適化する取り組みも複数報告されている。一

方で、それらの取り組みはシミュレータを用いて有

効性を検証する取り組みであり、実システムに深層

強化学習を取り込む際の課題については議論されて

いない。例えば、深層強化学習では学習過程におい

て最適な意思決定を獲得できるまでに多くの非最適

な選択を行う必要がある。そのため、運用中のシス

テムで学習を実施すると、学習過程において運用コ

ストが悪化する課題がある。

本研究では、前期課題を解決するために、スケジ

ューラとして幅広く用いられている Slurm と、その

シミュレータである Slurm Sim を用いる方式を提案

する。Slurm は計算機システムのジョブスケジュー

ラとして幅広く用いられているものの一つであり、

実システムへの適用を想定して選択した。また

Slurm Sim は Slurm で設定された運用パラメータを

そのまま用いてシミュレーションが可能なシミュレ

ータである。

図 7 提案システムのアーキテクチャ

この二つを用いたシステムの概要を図 7 に示す。

Slurm が動作する運用中のシステムでは学習を実施

せず推論のみを行う。Slurm から得られるジョブの

ログを入力データとして Slurm Sim でシミュレーシ

ョンを行う。このシミュレーション時に学習を実施

することで、学習過程の非最適な選択が運用システ

ムに影響を与えずに済む。学習で得た強化学習のモ

デルを運用システムの Slurm に適用することで、運

用状況を反映したリソース割り当ての最適化が可能

となる。

本年度は、Sliurm と Slum Sim に強化学習を組み込

み、Slurm Sim での学習と、構築したモデルが Slurm

で機能するか評価を行った。

強化学習を組み込むにあたり、クラウドバーステ

ィングにおけるクラウド利用の判断に深層強化学習

を利用するケースを題材とした。クラウドバーステ
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ィングは、計算機システムの負荷をクラウドにオフ

ロードする方式である。多数のジョブが投入される

と、計算機システムの負荷が増大し、ジョブの待ち

時間が悪化する問題がある。この問題に対して、負

荷増大時にジョブをクラウドにオフロードすること

で、待ち時間の悪化を防ぐ。一方で、クラウドを使

用すると利用した分経済コストが発生するデメリッ

トがある。また、どのジョブをクラウドにオフロー

ドするか、その選択によって待ち時間の悪化の防止

と経済コストのバランスも変わる。そこで、クラウ

ドバースティングにおいて、強化学習を用いてクラ

ウドにオフロードするジョブを選択することにより、

少ない経済コストで待ち時間をより多く削減できる

方式の構築を我々のグループでは進めている（関連

論文(1)）。

図 8 Slurm Sim への強化学習の実装

図 8 に Slurm Sim への強化学習の実装を示す。

Slurm は、ジョブに割り当てる計算リソースを決定

するノード選択機能を有している。このノード選択

機能は、ジョブに割り当て可能な計算機システムお

よびクラウドの計算ノードの候補をリストアップす

る。その後トポロジーなどを考慮して割り当てを決

定する。そこで、計算ノードがリストアップされた

後に、ジョブキューの情報、クラウドおよび計算機

システムのリソースの使用状況を強化学習モジュー

ルに状態としてインプットする。状態を受け取った

強化学習モジュールは forward 処理を行い、クラウ

ドあるいは計算機システムのどちらのリソースを選

択するかを行動(action)として決定する。決定された

行動に従って、ノード選択機能はリストアップされ

たノード候補のフィルタリングを行い、その行動に

沿ったノードのみを割り当て対象とする。割り当て

後の状態を次状態とし、また待ち時間と経済コスト

を反映した報酬を計算して強化学習モジュールにフ

ィードバックする。強化学習モジュールはそのフィ

ードバックをもとに backward 処理を行い学習を進

める。なお、Slurm の実装についても、学習に必要

な報酬(reward)の計算部分がなく、また強化学習部の

backward 計算が不要となる以外は同様である。

構築したシステムの動作を検証するために、Slurm

Sim を用いて学習を行い、構築したモデルを Slurm

に適用して評価を行った。また、計算機システムの

規模は数ノード、ジョブ投入シーケンスは実システ

ムで採取されたものではなく合成したものを用いた。

効率の良い行動が学習されているかを確認するた

めに、Slurm が有しているクラウドにオフロードす

るジョブを決定する機能を用いた場合との比較を行

った。評価指標として、費用対効果（＝クラウド利

用により削減されたジョブの総待ち時間／クラウド

利用により発生するコスト(=Σクラウドノード数×

使用時間)）を用いた。

評価結果を図 9 に示す。図より強化学習を用いる

ことで 1.6 倍程度高い費用対効果を得ることができ

ていることが確認できた。

図 9 費用対効果の比較

今後、提案する方式によって学習過程における運

用コスト悪化を解消できるかの評価を進める。また、

実計算機システムを想定した計算機システムの規模

や実運用のジョブ投入シーケンスを用いた評価を進

める。
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図 10 PDCAT でのポスター発表 
 

上記成果について、大阪大学サイバーメディアセ

ンターが国際会議・展示会 SC22 に出展する展示ブ

ースにおいて、研究成果のデモ動画とポスターで解

説し、当研究所の研究成果の報告を行った（図 2 参

照）。また、2022 年 12 月 7 日から 9 日にかけて東

北大学にて開催された、並列分散処理に関する国際

会議 The 23rd International Conference on Parallel 

and Distributed Computing, Applications and 

Technologies（PDCAT'22）にてポスター発表を行っ

た（図 10 参照）。 

 

関連発表論文  

(1) 安田 成寿, “クラウドバースティングを対象

とした深層強化学習型 Slurm”, 大阪大学大学

院情報科学研究科マルチメディア工学専攻 修

士論文, 2023 年 2 月.  

(2) Shingo Kawamoto, Takeo Hosomi, Seiju Yasuda, 

Chonho Lee, Akihiro Yamashita, and Susumu Date, 

“Implementation of Reinforcement Learning in Job 

Scheduler Slurm”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022.  

 

4.3 高性能計算システムを使いやすくするデータ集

約・管理に関する研究 

本年度は、2.2.3 節に述べた研究目標に対して、来

歴管理システムと ONION-OUKA 連携機能の二つの

研究開発を実施した。 

 

4.3.1 来歴管理システム 

計算機センターにおいて生成される研究データの

再現性を高め、また計算機センターの計算機資源と

集約・共有される研究データを活用してデータ駆動

型の研究開発を促進するために役立つ情報に来歴が

ある。来歴はある研究データが生成された過程を表

現するもので、計算機センターにおいて生成される

研究データについては、あるデータ（ファイル）が

どのプログラムにどのファイルを与えることで生成

されたものかで表現される。 

本研究グループでは、計算機センターにおいて生

成・活用されるデータについて自動的に来歴を採

取・管理する来歴管理システムの研究を進めた。具

体的な内容は次のとおりである： (1) 要件の整理、 

(2) プロトタイプの開発、 (3) プロトタイプによる

検証。 

 

(1) 要件の整理 

来歴管理システムのユースケースを検討し、求め

られる要件を以下のとおり整理した。 

① 来歴を記録する 

② メタデータを記録する 

③ ワークロードマネージャー（例：Slurm）や並列

処理（例：MPI）環境下で上記の機能が動作する 

④ プログラムの性能への影響が小さい 

⑤ プログラムの実行方法など操作への影響が小さ

い 

⑥ 記録はシステムが行う 

⑦ 記録を保全する 

⑧ ファイルやプログラムを与え、その来歴を確認で

きる 

⑨ 来歴およびそこに記録されたファイルとプログ

ラムが捏 、改竄されていないことを確認できる 

 

(2) プロトタイプの開発 

要件に基づき、プロトタイプを開発した。プロト

タイプのシステム構成を図 11 に示す。本システム

は大きく情報採取プログラム、来歴構築プログラム、
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来歴データベースから構成される。

図 11 来歴管理システムの構成

情報採取プログラムは計算機システムを構成する

各計算ノードに配置する。このプログラムは計算ノ

ードで生み出されるファイルの来歴の構築に必要な

情報を採取し（要件 1, 2）、来歴構築プログラムに渡

す。情報の採取は OS カーネルの機能を活用し、ア

プリケーションの改 や操作手順の変更は不要であ

る（要件 5, 6）。

次に来歴構築プログラムは情報採取プログラムが

採取した情報をもとに来歴を構築し（要件 3）、来歴

データベースに登録する。来歴データベースは来歴

を蓄積する（要件 7）とともに、それを参照および

検索する機能を提供する（要件 8, 9）。以下に本プロ

トタイプの画面の例を示す。

図 12 来歴管理システムのプロトタイプ画面

(3) プロトタイプによる検証

開発したプロトタイプに対し、次の観点から評価

を行った： ①上記要件を満たす来歴が得られること

の確認、②来歴を記録することによるアプリケーシ

ョンの性能への影響の確認（要件 4）。実験環境には

データ活用社会創成プラットフォーム mdx を、アプ

リケーションとしてまず比較的小規模な三相脳循環

モデルアプリケーションを利用した。

評価 1 について、プロトタイプが採取した来歴が

要件を満たすことを確認した。アプリケーションの

仕様どおりにプログラムが読み書きするファイルが

来歴上にそれぞれ入力ファイル、出力ファイルとし

てタイムスタンプなどのメタデータとともに記録さ

れた。また、あるファイルについてその来歴を確認

し、生成したプログラムと入力ファイルを特定する

ことが可能であった。

評価 2 について、来歴を採取することでアプリケ

ーションの実行時間が 0.5%増加することを確認し

た。来歴を採取しない場合の実行時間は 248.899秒、

来歴を採取するようにした場合は 250.151 秒であっ

た。

今後、より複雑な構成の実践的なアプリケーショ
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ンを用い、MPI やジョブスケジューラを組み合わせ

て同様の検証を行う予定である。複雑な構成下でユ

ースケースを踏まえたよりよい来歴を構築する手法

を検討する。また、アプリケーションやシステムへ

の性能面の影響の詳細を調査し、来歴記録システム

の性能特性を明らかにし、オーバーヘッドの低減を

図る。

図 13 WSSP での口頭発表

なお、上記成果について、大阪大学サイバーメデ

ィアセンターが国際会議・展示会 SC22 に出展する

展示ブースにおいて、研究成果のデモ動画とポスタ

ーで解説し、当研究所の研究成果の報告を行った（図

2 参照）。また、2022 年 5 月 23 日から 24 日にかけ

てドイツの Stuttgart 大学にて開催された、高性能・

高効率大規模科学計算に関する国際会議、33rd 

Workshop on Sustained Simulation Performance に

て発表を行った（図 13 参照）。

関連発表論文

(1) Yuta Namiki, Takeo Hosomi, Akihiro Yamashita, 

Susumu Date, "Concept of a File Tracing

Mechanism for Research Data Management in High 

Performance Computing System," Workshop on

Sustained Simulation Performance (WSSP), 

Stuttgart, Germany, May 2022. 

(2) 並木悠太, 細見岳生, 田主英之, 片岡直記, 山

下晃弘, 伊達進, "高性能計算機システムにおけ

る研究データ管理のための来歴記録システム

の実現に向けて ," 大学 ICT 推進協議会

(AXIES), 2022 年 12 月

4.4 ONION-OUKA 連携機能

データ集約基盤 ONION は、学内外で生み出され

るデータを集約している。その集約されたデータは

スーパーコンピュータ SQUID、および共同研究、産

学共創活動で利活用され、さまざまな学術論文のバ

ックデータが生み出されている。ONION はデータを

公開する機能を持っておらず、機関リポジトリ

OUKA がその役割を果たしている。現在、ONION

と OUKA は機能面で連携しておらず、ONION 上に

ある学術論文のバックデータを公開するための申請

手続きは研究者にとって負担になっている。

 本研究グループでは、この問題を解決する足掛か

りとして、本年度「ONION-OUKA 連携モジュール」

のプロトタイプを提案、実装した。本研究の目的は、

研究者が ONION 上から直接 OUKA に向けて研究デ

ータの公開申請をシームレスに、かつ安全に行うこ

とを可能にし、「保存から公開をする」という研究デ

ータ管理のプロセスにおける研究者の負担を減らす

ことである。

プロトタイプでは既存の ONION の機能と OUKA

での論文公開のワークフローを最大限に活用し組み

合わせるアプローチを採用した。Nextcloud ではプラ

グインを独自に開発、実装することが可能であり、

「研究者が ONION 上から直接公開申請をする」

「OUKA 窓口が直接公開用研究データを ONION か

らダウンロードする」という 2 点を実現する

Nextcloud のプラグインを開発した。図  14 に

「ONION-OUKA 連携モジュール」の概要を示す。

図 14 連携モジュールの概要図
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 開発した連携プラグインは Nextcloud の共有メニ

ューに新たに「公開申請」メニューを追加するもの

である。研究者は公開用研究データを選択し、共有

メニューを選ぶことで公開申請メニュータブの表示

が可能になる。公開用研究データはファイル単位の

みならず、複数ファイルをまとめたフォルダ単位も

同様に公開申請をできるようにした。また、

Nextcloud にはパスワード付きの共有リンクを発行

する機能がある。この機能を使うことで、OUKA 窓

口が公開用研究データを ONION からダウンロード

できるようにした。 

 この連携プラグインでは公開申請ボタンを押すだ

けで、自動的にバックグラウンドで公開用研究デー

タのパスワード付き共有リンクが生成される。そし

て、件名に送信日時が付き、本文に申請者名、メー

ルアドレス、共有リンク、共有アイテム名、パスワ

ードおよび備考が含まれる公開申請メールがOUKA

窓口宛に送信される。この公開申請メールは申請者

にもコピーが送信される。公開申請メールを受け取

った OUKA 窓口は、公開申請メールに記載されてい

る共有リンクとパスワードを使用して公開用研究デ

ータをダウンロードする。 

 開発終了前の受入テストでは、連携プラグインを

使ってファイルとフォルダの 2 種類のテストデータ

による公開申請評価を行った。OUKA 窓口のメール

アドレスに公開申請メールが届き、公開申請メール

に記載されている共有リンクとパスワードを使用し

てテストデータをダウンロードし、OUKA リポジト

リへ取り込めることが確認できた。 

 今後、実際に ONION 上からこの連携機能を利用

して図書館宛に公開申請をして、OUKA 上でデータ

を公開する実証試験を実施する。また、重複申請を

防ぐための公開申請情報を管理する機能や公開に必

要なメタデータ送付の機能などの機能強化の議論、

技術的な検証も進める。 

 

5 社会貢献に関する業績 
5.1 教育面における社会貢献 

特記なし 

5.2 学会活動 

 特記なし 

5.3 産学連携 

 特記なし 

5.4 プロジェクト活動 

S2DH シンポジウム（第 6 回）（主催：大阪大学 歯

学部附属病院、共催：大阪大学 サイバーメディアセ

ンター、日本電気株式会社、協賛：株式会社モリタ、

株式会社松風、メディア株式会社、後援：吹田市歯

科医師会、協力：大阪大学 21 世紀懐徳堂、2023 年

3 月 3 日開催）のセッション「歯科医療における非

構 化データ・レイク」に伊達が登壇し、「サイバー

メディアセンターの ONION データ戦略」というタ

イトルで発表を行った。また、パネルディスカッシ

ョンにも登壇した。データ集約基盤 ONION の利用

が複数の部局で始まっている現状をふまえ、歯科医

療での ONION 利用ならびにそのデータの歯科 AI な

どでの活用について活発に議論を行った。 

 

関連発表 

(1) 伊達 進, “サイバーメディアセンターの ONION

データ戦略”, 第 6 回ソーシャル・スマートデ

ンタルホスピタル シンポジウム, Osaka, Japan, 

March 2023.  

 

5.5 その他の活動 

特記なし 

2022 年度研究発表論文一覧 

国際会議会議録 

なし 

口頭発表（国内研究会など） 

(1) Yujiro Ishida, Takeo Hosomi Akihiro Yamashita, 

and Susumu Date, “Towards Profile Guided Source 

to Source Transformations for Vector Optimizations 

on SX-Aurora TSUBASA”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022. 
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(2) Shingo Kawamoto, Takeo Hosomi, Seiju Yasuda, 

Chonho Lee, Akihiro Yamashita, and Susumu Date, 

“Implementation of Reinforcement Learning in Job 

Scheduler Slurm”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022.  

(3) Yuta Namiki, Takeo Hosomi, Akihiro Yamashita, 

Susumu Date, "Concept of a File Tracing 

Mechanism for Research Data Management in High 

Performance Computing System," Workshop on 

Sustained Simulation Performance (WSSP), 

Stuttgart, Germany, May 2022. 

(4) 並木悠太, 細見岳生, 田主英之, 片岡直記, 山

下晃弘, 伊達進, "高性能計算機システムにおけ

る研究データ管理のための来歴記録システム

の実現に向けて ," 大学 ICT 推進協議会 

(AXIES), 2022 年 12 月. 

(5) 伊達 進, “サイバーメディアセンターの ONION

データ戦略”, 第 6 回ソーシャル・スマートデ

ンタルホスピタル シンポジウム, Osaka, Japan, 

March 2023.  

 

2022 年度特別研究報告・修士論文・博士論文 

(1) 安田 成寿, “クラウドバースティングを対象

とした深層強化学習型 Slurm”, 大阪大学大学

院情報科学研究科マルチメディア工学専攻 修

士論文, 2023 年 2 月.  
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ス・ア イン メン 報告 
学大学 × 情報メディア教育研究部門 

 

1. ス・ア イン メン 教  

教授（ ）    

：1998 年 3 関 大学総合情報学部 業、2000

年 3 関 大学大学 総合情報学研究科 程

、2003 年 3 関 大学大学 総合情報学研究科

程 同年 4 大阪大学、 大

学、 大学研究員 、2012 年 4 通科学大

学総合 学部講 、2013 年 4 同 教授

2015 年 4 同 学部 教授、2018 年 4

同教授 の 、2014 年 4 関 大学先

端科学 推進機 員研究員、2019 年 7 大

阪大学サイバーメディアセンター 教授（ ）

（情報学） IEEE、ACM、電子情報通信学会、

情報 学会、日 データ ース学会、 ュー ン

インタ ェース学会、 能学会 会員  

 

2. 報告 

2019 年 7 学のクロス・アポイントメント

制度 、 通科学大学の 教授 情報

メディア教育研究部門の 教授（ ）

大学 の の 進 共

生 出 目 、2022 年度 情報メディア教

育 関 研究開 、 、学生 の教育 動

教授 、情報 、情報推 、教育支

援情報システム 門 、情報メディア教育研

究部門 教育支援 の研究開 情報推

の 、 学の教育の情報 の

進展  

講 （サイバーメディアセンター）

実 ンガ教 の学習 程の生 情報

基 応型学習システムの 関 研究

、大学 生の 学会 表

の 議 成果 、 誌 1 、国

内会議 1 の 表 、 講 （サイ

バーメディアセンター） 実 高

大 プロ ラミン 能 の の能

動 学習支援環境 授業開 関 研究

の 、 大学 生の

学会 表 の 議 、全

国の大学 大規模アン ートの計画・実

果分析の議 成果 、国

会議 2 （ 1 表 ）、国内会議 1 の

表 、 の のテー 、

国 会議 2 （ 1 頭 者）、国内会議 4

の 表 年度 研究室内 教員 学生

議 状 、研究内 関

議 、進 関 議 、

関 議 、研究室学生 教員 議

 

次年度 制度 用 、

学生の研究 教育 の 共同研究の推

進 見 、 学 分 全 の研究

図 次年度 研

究 ループ 学生の学

、研究 、学生の進
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ス・ア イン メン 報告 
ー スタ大学 × 情報メディア教育研究部門 

 

1. ス・ア イン メン 教  

教授（ ）ORLOSKY JASON EDWARD 

：2006 年ジ ージア 科大学電子 学部 業

2007 年 McKesson Provider Technologies 2011 年

大阪大学基 学部 学生等 2013 年同

大学 情報科学研究科 程 学、2016 年同

（情報科学） の 、日 学 会

研究員 (PD) 、2017 年サイバーメディアセ

ンター 教、2018 年サイバーメディアセンター

講 、2019 年サイバーメディアセンター

教授、2021 年 ーガスタ大学 教授 先進

ー インタ ェースの研究  

 

2. 報告 

2021 年 8 学のクロス・アポイントメント

制度 、 国・ ーガスタ大学の ーロス ・

ジェー ン 教授 情報メディア教育研究部門の

教授（ ） 大学 の

の 進 共 生 出 目 、

2022 年度 情報メディア教育 関 研究開 、

、学生 の教育 動 ーロス 教

授 、 実  (Augmented Reality; AR) バ

ー ル ア ティ (Virtual Reality; VR) 

ー ティの 門 、情報メ

ディア教育研究部門 情報メディア教育

の研究開 の 、 学

の教育の情報 の進展

、 ーロス 教授 部門 研

究 表者 科学研究 （基盤 B、

年 ） 、クロス・アポイントメント制度 利用

、 センター 所 研究分 者 、

共同研究 推進 目  

2022 年度 、 ンライン メール 共同

研究 学生 の 、

ーガスタ大学 大阪大学の学生 、

バー ル・ ア ティー コ

ラ ーシ ンシステム 関係 プロジェクト

実  

研究 、 、研究 表者

科学研究 （基盤 B） 、 センター

所 研究分 者 、共同研究

推進 和 年度 、 の システム

開 の実績 基盤 B のト

ピック 関係 、学生 生 出

トピック 支援  

2023 年 5 7 来日 、学生 、

コラ ーシ ンシステム 関係 プ

ロジェクトの業 実

、 機関 国 インターンシップ研 生 4

、基盤 のサポート ーガスタ大学

大阪大学の  
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ス・ア イン メン 報告 
I  Research g m H  イ ーコ ュ ティ研究部門 

 

 

1. ス・ア イン メン 教  

講 （ ）大  子 

：1985 年 4 （ ） 、1995 年 2

同 、 国 学、2004 年 12 Oxford Brookes 

University の デ イン研究センター 学

2008 年 7 TRL Limited, Centre for 

Sustainability, Senior Consultant、 2009 年 10

University of Basel, Institute of Geography, Research 

Associate、2012 年 4 ETH Zurich, Institute for 

Spatial and Landscape Planning, Post-Doctoral Research 

Fellow、2016 年 9 ILS (Institut für Landes- und 

Stadtentwicklungsforschung gGmbH) 研究員、

2022 年 1 、ILS Research gGmbH 内 動

2018年 4 大阪大学サイバーメディアセンター

講 （2019 年 クロス・アポイントメント協

基 講 （ ））  

 

2. 教育の概要 

2022 年度 、7 4 日 2 の阪大 の

、出 型コロ イル

ス ドイ の 出 能

、 、10

24 日 の 1 ドイ の

、2023 年 1 10 日 3 、阪大  

ンライン メールの 、

程学生の 集 大

の研究者 共同 表 (1) の

の関 学生 、 ー

ティ の

の議 の学生 頭 者 、

阿部研究室の研究者 共 書 、

の国 ジ ー ル 出 、

表 (2)  

、 程学生 ランス の

学生 7 国 学会(AESOP2023) 表

、ア ストラクトの書 面 、

頭 表  

3. 研究の概要 

 2022 年度 、ILS Research の研究テー の

ー ティ 通の 、

阪大の研究者 見 、 アジア

の の 研究 の共通テー 模

大 PI

WalkUrban プロジェクト(3) 研究会 、阪大

の国内研究機関 の共同研究 実

議 、 程学生 表 、

国・ 部の コロ

の ー ティの度合

研究 の 成  

 、1 の来日 大学の高 者 会総

合研究機 出 、 開 公 の ・

研究所 国の ックス ード・ ルックス大

学の研究者 会議 開催 高 会

、 の ー ティ

分 年 Ageing 

in Place の実 研究 議

、来年度 日 の共同研究プロ ラムの

成 の公募 (Open Research Area for the Social 

Sciences) 、プロポー ル 出  

 和 大学の 子教授 共 作成

Cities & Health 出 、3 表

の 、国内の ーン・

ス ース 、 のア

クセスの 目 、 ー ティ

の

(4)  
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(1) Jonas De Vos, Katrin Lättman, Anna-Lena van der

Vlugt, A, Janina Welsch and Noriko Otsuka (2022)

‘Determinants and effects of perceived walkability: A

literature review, conceptual model and research agenda’,

Transport Reviews, Vol.43, No. 2, pp. 303-324.

(2) Yuan, Kun, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka,

Kensuke Yasufuku and Akira Takahashi (2023) ‘A

Comprehensive Evaluation of Walkability in Historical

Cities: The case of Xi'an and Kyoto’, Sustainability,

Vol.15, No. 6, 5525.

(3) WalkUrban Project: website: https://walkurban.eu/

(4) Yuan, Kun, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka,

Kensuke Yasufuku and Akira Takahashi (2022) ‘Impact

of the COVID-19 Pandemic on Walkability in the Main

Urban Area of Xi’an’, Urban Science. Vol.6, No. 3, 44.

(5) Tomoko Miyagawa, Noriko Otsuka and Hirokazu

Abe (2023) ‘Green space creation and utilization in

coordination with policies for Healthy Cities in

Japan’, Cities & Health.
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ス・ア イン メン 報告 
業大学  応用情報 ステ 研究部門 

 

1. ス・ア イン メン 教  

教授（ ） 合 子 

：1997 年 業大学情報 学部電子情報 学

科 業 2001 年 12 先端科学 大学 大学

情報科学研究科 程 同年 12

通信総合研究所（  国 研究開 情

報通信研究機 ） 研究員 2006 年 業大学

学部講 2018 年 業大学情報

学部教授、同年 5 大阪大学サイバーメディ

アセンター 教授（ ） 、  

Web イニン 、情報推 、 の研究

日 データー ース学会 成 29 年度 績

情報 学会、電子情報通信学会、日 データ

ース学会 会員 （ 学）  

 

2.  

 業大学の教員 サイバーメディアセンター

教員 、ス ート ン ス、

WEB、 IOT 等の研究開 、 、学生 の

教育 動の 、 大学

の 進 、 共 生 出

目  

 

3. 運用 績 

 合 計画の 、協 12 日

学 業  

教育 、 年度 情報科学研究科

程の学生 ル メディア 学 講

、 ッ データ分析の基 実

3 コ の集 講 実 （R5 年 1 26 日 3・4・

5 ） 

研究 、 年度 センター教員 共

科学研究 基盤研究(B)

和 2 年度 基盤研究(A) 、

MaaS のラスト イル 電動 デー

タ 分析 分 、研究開 進  

研究成果 関 研究成果 、 誌（IEEE 

Access、ELSEVIER）、国 会議(WWW2023、ICCE、

HICSS) 、国内会議(DICOMO、DEIM)

成果報告  

 

4. 研究  

[1] , , 樹, Panote Siriaray, 

, 合 子, の表情 基

性分析システムの

, DICOMO2022 シンポジ ム, July4--6, 2022. 

[2] , , 樹, , 合

子, ス 全 の

環境情報 ・分析 の , 15

データ 学 情報 ネジメント 関 ー

ラム (DEIM2023), March 5-9, 2023. 

[3] Ryuta Yamaguchi、Felix B. Dollack、Panote Siriaraya、

Tomoki Yoshihisa、Shinji Shimojo、Yukiko Kawai, 

Comfortable Maps Generation System Based on 

Analysis of Cyclists' Facial Expressions Using a 

Bike-Mounted Smartphone, IEEE 41st International 

Conference on Consumer Electronics(ICCE2023),  

January 6-8, 2023. 

[4] Keisuke Murashige、Yoshiyuki Kido、Shinji Shimojo、

Hideto Yano、Tomoki Yoshihisa、Yukiko Kawai、

Ryuta Yamaguchi, Implementation, Measurement 

and Analysis of Cycling Environment for a Bicycle 

Navigation Application, IEEE 41st International 

Conference on Consumer Electronics(ICCE2023),  

January 6-8, 2023. 

[5] Ryuta Yamaguchi, Panote Siriaraya, Tomoki 

Yoshihisa, Shinji Shimojo, Yukiko Kawai, A 

Detection System for Comfortable Locations Based 

on Facial Expression Analysis While Riding 

Bicycles, WWW (Companion Volume), April 30 – 

May 5, 2023. 
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スア イン メン 報告 
大学  応用情報 ステ 研究部門 

 

 部門スタッフ 
教授（ ） （ ） 子 

：1991 年 3 科大学 学部 学科 業、

1991年 5 大阪大学 学部 科 研

、1996 年 3 大阪大学大学 学研究科

程 、1996 年 4 大阪大学 学部 バイ メデ

ィ ル教育研究センター基 員、1998 年 4 大

阪大学大学 基 学研究科ポスドク・ サー ・

ア シ イト、1999 年 4  Johns Hopkins University、 

Department of Neurology、Postdoctoral Research Fellow、

2000 年 4 大阪 子 大学 教授、2003 年 3

大阪大学大学 学研究科 程

2004年 4 大学大学 応用情報科学研究科

教授、2007 年 教授、2011 年教授 2016 年 研

究科 2021 年同大学大学 情報科学研究科教授

日 学会 門 、 日 生

学会 （ 分 ）、 議員  

 

2 スア イン メン 概要 
2.1  

機 学習 用 ・ 機能 析 度・

集 情動状 ・ 内環境 プロジ

ェクト 関 研究・教育 

2.2 内 スア イン メン のメリッ  

目 ス ート 会（Society 5.0） 、

IoT（Internet of Things）、 能（AI）、ロ ット、

ッ データ等の 業 、

会の 生 出 、

の高 生 の

会の 目 研究

、Society 5.0 学 の 度・

集 、 ・ 機能計 ニタ ン 、

の情動状 内環境 プロジェクトの

推進 目  

計 機能データ、 機能デー

タ、 度、集 度 大 実 会（ ィジ ル

）の生 データ 計算 用

、サイバー （ ） 、生 デ

ータ 、分析 能  

2.3 スア イン メン に た  

教授 、1996 年 、大阪大学 学部 バ

イ メディ ルセンター 、 教授

共同研究 開 、共 表 学会 表

2001 年 、 教授 、大阪大学大学 学

研究科 程、 研究室 学 、 （

学）の学 研究、 会 動 協

推進 、2019 年クロスアポイントメント 実  

2.4 研究  

（ ） 機能 機能 の生 情報 同 計

、 の 全 の 機能

 

（ ）集 ・ 度・ 度・ 度・ 状

、 者 ィードバック 生 状

のコントロール  

（ ）生 情報 基 、 の 学習状 ・ 環

境  

2.5 研究者 

教授、 子 教授（ 業大学） 学

、 、 、 研究 実  

2.6 研究  

[1] Y. Yamamoto, Y. Mizuno-Matsumoto, et al. Graph 

theoretical analysis of EEG after audiovisual 

stimulation in different anxiety states. Electronics 

and Communications in Japan, Vol. 105, Issue 2, 

e12341, 2022 

[2] 、 、 子、 （ ）

子、 機能ネット

ワークの 合性 用 RNN 状

、電 学会 誌 C、Vol. 143、No. 

4、pp. 430-440、2023 

[3] 、 、 子、 （ ）

子、 用 Multi-Layer 
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Perceptron  Recurrent Neural Network 

状 度の 、電 学会

誌 C、Vol. 142、No. 10、pp. 1115-1122、

2022 

[4] 、 子、 、 （ ）

子、 電図 用

析 情動 、

能 情報、Vol. 34、No. 3、pp. 654-662、

2022 
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22 出展報告
 1,2  2  3   

 4,1  4,1  4,1  1  1 
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International Conference for High Performance 
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2. 展⽰内容 
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 Large-scale Computing Systems at the Cybermedia 

Center   
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SQUID ONION

 

 

ONION
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NextCloud

SQUID ONION

ONION
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Us

 

 

 AI Assisted job scheduler/ Profile guided vector 

optimization   
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3  
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 Profile guided vector optimization

 

 

  (4) 

 

 ns-3-based Interconnect Simulator for Network 

Simulation with Job Scheduling  

 HPC

Infiniband

MPI

 

 

 Toward Practical Cloud Bursting Operation on 

SQUID  

 
SQUID
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AXIES 大学 ICT 議会 2022 年度年 大会の ース 報告 
サイバーメディアセンター／情報推進部 

 

1 めに 
 大学 ICT 推進協議会（AXIES: Academic eXchange 

for Information Environment and Strategy） 、高等教

育・学 研究機関 情報通信 利用

教育・研究・ 営の高度 図 、 国の教育・

学 研究・ 業 目

、2011 年度 協議会 協議

会 、2023 年 2 、国内の 161 の大学 研

究機関 会員 、 、96 の企業 会員

画  

 協議会 、会員 の情報 の 、

年次大会 年 度開催 、2022 年度 12

13 日（ ） 15 日（ ） の

国 センター（図 1） 開催 年次大会 、

全 会、企画セッシ ン、 セッシ ンの 頭

表 ポスター 表、出展者セミ ー、展 の

テ 成 、 の 企画セッシ ン、

セッシ ン、全 会 、 型コロ

イルスの ース の

応 、 ート の 能

大阪大学サイバーメディアセンター・情報推進部

、 セッシ ン（ 頭 表）1 の 表 、展

ースの出展 2021 年 1

1 の 報告書 、

大阪大学サイバーメディアセンター 出展

2022 年度の ース展 （図 2）

報告  

 

2 内  
 2022 年度 、サイバーメディアセンター 教員

5 、情報推進部 員 3 の総 8 の 制

3 日 の展 動 展 ース 、

サイバーメディアセンター・情報推進部 教

育・研究支援、大学 ICT 基盤 関

、ポスター 報告・ 共 、サイバ

ーメディアセンターの 報

 

 ポスターのタイトル 次の  

 

(1) 大阪大学サイバーメディアセンターの

動内  

(2) ODINS の運用状況 の展  

(3) IaaS、SaaS 

(4) BYOD 応 VDI ース 情報教

育システム 

(5) 言語教育支援システム 

(6) 教育学習支援・情報教育支援の  

、 説  

 

(1) 大 大学 イ ーメディア ンターの な活

動内  

スー ーコンピュータシステム 教育 サー

ス 、サイバーメディアセンター

システム サー スの 、

、 センター ア ト ー 動

等、 センターの 動

 

(2) DIN の運用 の  

大阪大学総合情報通信システム（Osaka Daigaku 

Information Network System: ODINS） 、学内

の教育 動 支 ICT基盤 進

運用規模の 大 利用者

の 応 、業

ポスター 、 学のネットワーク 、次

システム  

(3) Iaa aa  

計算機 ース 能 サー

バ スティン サー ス 、

の環境 ス ールア ト 能 電子メー

ルサー ス 、学内利用者

ポスター 、 サーバ

集 の推進等、 基盤の 状 報
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告  

(4) D に 応 た DI ース する情報教育

ステ  

業 、 デスクトップ環境（VDI）

利用 、 端 応（BYOD 応）

、メンテ ンスコストの ー

の利 性の 目

ポスター 、2022 年 教育

用電子計算機システム（情報教育システム）の

デスクトップ環境  

(5) 教育支援 ステ  

言語教育の の 情報機 、 ト ェ

ア、サー スの 用

ード 共

アプ ロイロ ート・スクールの 用、

2022 年 開 iPad MacBook

用 PLS（Playful Learning Studio）

 

(6) 教育学習支援・情報教育支援 

情報メディア教育研究部門 、高度 情報教

育環境の 、情報教育 情報 教育の実 、

情報教育 者 の ルティディ ロッ

プメント等の教育 研究 実 ポス

ター 、 学の LMS 授業支援システ

ム CLE のコロ 利用 の

応 、全学の 生 開講 情報

テラシ科目  

 

3 お りに 
 大阪大学サイバーメディアセンター 、大学

ICT 推進協議会の年次大会  11 目の展

年次大会 、センター ア ト

ー 動の 、大会 の情報

、1180 （展 関係者 ）の来 、

況の  

国 ア ト ー 動 、2000 年度

年 11 国 開催 国 会議・展 会

SC 研究 ース 出展 （2020、2021

年度 ） 、 年 国 開催 、

大学 ICT 推進協議会の EDUCAUSE

の年次大会 、サイバーメディアセンター・情報

推進部の教 員  

、教 員 の見 、先進

ICT 企画推進 、 の成果 国内

信 共 、 国 教育・

学 研究・ 業

 

 

 

 
 

 
図 1: 国 センター 

 

 
 

 
図 2: ース展  
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er H  m osium 2023 報告

 進 1  教 1 2 1 信 3 3  3   

応用情報システム研究部門 1   

 サイバーコミュニティ研究部門 2 情報推進部情報基盤 3 

 

 

  Cyber HPC Symposium 2023 、高性能計算、高

性能データ分析、メタバース、デジタル イン

学の 門 、 センターの大規模

計算機システムの利 用 、 の研究開

動 、スー ーコンピューティン

システム 学 研究基盤の の

来 、サイバーメディ

アセンター 催、学 大規模情報基盤共同利用・共

同研究 の協 の 2023年 3 6日 開催

(図 1) 2023 年 3 型コロ ィルス

の 、 コロ

の 面開催  

シンポジ ム 、総計 59 の (

員 50 ) の内 、阪大内 13 、

阪大 46 、学 30 、

業 29 内 、学 業

の 目 高 シンポジ ム 、

年の年度 開催 、ス ジュール

、 の 員

規模の出 大 況 シンポジ ム

講 者、 ネ スト 、出

、大  

 
図 1： Cyber HPC Symposium 2023 ポスター 

 

 シンポジ ム 、 09:30 開会( 09:00

開 ) 、 18010 会 日 の開催

シンポジ ム 、6 の講 （1 サイ

バーメディアセンター の報告：コンピュータ実

験科学研究部門 センター ・教授  大 ）

ネルディス ッシ ン（ 科大学 情報 学

部 教授／大阪大学サイバーメディアセンター応用

情報システム研究部門 教授 ）

プロ ラム 成 日 、  セン

ター ・教授の 開会 （図 2）

、シンポジ ムの総合 会 、情報推進部

情報基盤   （図 3） 、

のセッシ ン ェア サイバーコミュニ

ティ研究部門 教授 、応用情報システム

研究部門 教 教  
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図 2： センター 開会の  

 

 

図 3： 総合 会    

 

、講 内 、 ネルディス ッシ ン

報告  

 

＊基 講  

規 WPI ュー ンメタバース 研究

 

 大阪大学 大学 学 研究科 

 科学（ 科学）教授 

   

 
図 4： の基 講  

 基 講 、大阪大学 大学 学 研究科 

科学（ 科学）

、同 表 WPI ュー ンメタバー

ス 研究 講 来の

研究 、 アプロー

子 環境 子 の 作用

、 デル アプロー クロ

、 の 度

、PRIMe ュー ン・ ルガ イド生

学 情報・ 科学 合 ュー

ン・メタバース 学 生 、

の の開 目 生

クロ 情報 ルガ イド

ミクロ 情報 合 バイ デジタル イン

ル ネットワーク、全 進

計画 、 係 ELSIs の

育成の計画、 の 門分 iPS

来の の ルガ イド等の 説 講

、会 、 ルガ イドのデジタル イン

シミュ ーシ ンの計算 の メタバース

の アルタイム の議

 

 

＊ アルタイム 推計システム

デジタル イン  

会 RTi-cast  (COO) / 

大学サイバーサイ ンスセンター 員教授 /

日 電 会 教・科学 ューシ ン

部 シニアプロ ェッシ ル 

   

 

図 5：  の講  
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 講 、大阪大学サイバーメディアセンターの

利用者 、 会 RTi-cast  (COO)、

大学 サイバーサイ ンスセンター 員教授、

日 電 会  教・科学 ューシ ン 部 

シニアプロ ェシ ルの の  

講 同 の 講 、大阪大学

サイバーメディアセンター、 大学サイバーサイ

ンスセンター 稼働

推計システムの 状 の報告

システム 、 、 、

生の 能性 合 、 推計シ

ミュ ーシ ン 大学 大阪大学のスー ーコ

ンピュータ 稼働 の 、

子アニー ン の

研究開 動 言 講 、会

、 の 能性

能性 の 同

、 生 生 P AI

進 、

 

 

＊ サイバーメディアセンター 大阪大学の

 OU スタープラン 2027 の の ICT

ジ ン  

 サイバーメディアセンター  

センター ・教授  大  

 

図 6：  大 教授の講  

 

  講 、大阪大学サイバーメディアセンター

センター ・教授  大  サイバーメ

ディアセンターの の 性・ （図

6） センター ICT イン ラストラ

ク ー 、スー ーコンピュータ SQUID、

OCTOPUS、データ集 基盤 ONION の 説明

、大阪大学の 営 ジ ン OU

スタープラン 2027 の の OUDX

イニシアティ センターの 関

説 、 OUID 基盤の 、

、OUDX プラン の メタバースプラッ

ト ームサー ス B5G ネットワークサー ス

Analytics サー スプラット ーム の

講 、OUID の 計 、

Analytics サー スプラット ーム 利用

Jupyter サー スの の  

 

＊ 講 Omniverse 実 デジタル イン  

ディア合同会  ンタープライ 業 部 

プロ ェッシ ル ジュアライ ーシ ン ジ

ネスデ ロップメント ネージ ー 

高    

 

図 7：高  の講  

 

 講 、 ディア合同会  ンタープラ

イ 業 部 高  、NVIDIA

の推進 Ominiverse 関 内

（図 7） NVIDIA HPC、AI 業

分 Omniverse 規 、メタバースアプ

ーシ ン Omniverse の実 の

、 データ 合

バー ル 表 の 2

表 実

、 算 ンジン PhysX
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シミュ ーシ ン

ーム用 開 算 ンジン

度 高 合 、USD データ

応 、 の シミュ ーシ ン

果 用 の セ

ンサー IoT データ シミュ ーシ ン

データ 合 、デジタ

ル イン の開 、

シミュ ーシ ン 機 学習 デル 利用 算

アルタイム の ール

Modulus デジタル イン 用

、生 作 出

内 の 、

電 の 子 シミュ ーシ ン アンテ

、機 学習用の画 データ

デジタル イン 用 作成・ 集 能

等  

 講 の 、 シミュ ーシ ンの

デジタル イン 用 議

 

 

＊講 テーシ ン の CFD データ ー

ス 用 データ 動型 テーシ ン デル

の開 関 研究  

大阪大学 大学 学研究科 

機 学  教    

 

 

図 8：  の講  

  

  講 、大阪大学 大学 学研究科 機 学

 教 、 テーシ

ン のシミュ ーシ ンの のデータ 動型

デルの開 関 研究 講

（図 8） 同 、 表 の

テーシ ン の シミュ ー

シ ン 分 程 基 デル 機 学

習 デル 目 、 学

(CFD) データ 学習

データ 動型 デルの開 データ

学計 用 実験データ

、 のデータ イ 、

状 CFD シミュ ーシ ン 生成 データ

学習 、 分 程 デル

の の ディープニューラルネット

、 状 デルの ラメータ 推

分 程 デル 機 学習

デルの計算 果 、機 学習

デルのシミュ ーシ ン テーシ ン

シミュ ーシ ン

生 、 性の

来の 分 程 デル 部分

、機 学習 デル 同 生

来の 実験・計 データ

2 次 の の 、実験データの 集

学習データ 利用 、

3 次 の シミュ ーシ ン 展

展  

 講 、シミュ ーシ ンの 計

算 の 、 性 の 学

習データ 機 学習 デル の の
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＊ 学習 用 書 画の 動  

大学 学  学  

程 2 年    

 

図 9：  の講  

 

 講 、 大学 学  学

、 学習 用 イラ

スト の 動 関 研究 利用者

講 （図 9） 講 、 書 画

の 動 関 研究 、Diffusion Model

イラスト 生成 機 学習 デルの

表 ラ → 画→ ラー

ステップ イラスト制作

、 画 動 学習 用

研究 研究

の 書 画

応 学習 デルの

データ Segmentation Mask 作成

ニューラルネット 、Segmentation Mask ラー

画 画 ニューラル

ネットの 2 SQUID 用 学習

の デル 利用 、 イライト

画 のテクス 画

の ラー 表

、 年来イラスト 生成 Diffusion Model

学習 デル 表

の デル 研究目 、 利用

目 の開 の

学習 デル イラスト・コンテン 制作 大

、 作 の関係

の議

説  

 講 の 、 用利用 能 データセット

大規模 用 の 、イラ

スト 動 デル Diffision Model の 学習

使 データ の 、議

 

 

 ネルディス ッシ ン 

スー ーコンピューティン データ の

 

 ： 

  

科大学 情報 学部 教授 

／大阪大学 サイバーメディアセンター応

用情報システム研究部門 教授 

 ネ スト： 

  

大学 情報基盤センター 

データ科学研究部門 教授 

高   

大学 サイバーサイ ンスセンター 

スー ーコンピューティン 研究部 教 

 進 

大阪大学 サイバーメディアセンター 

応用情報システム研究部門 教授 

  

情報通信研究機  総合テスト ッド研究

開 推進センター 

テスト ッド研究開 運用室 室  

    

大学 学 情報メディアセンター 

コンピューティン 研究部門 教授 

 
図 10： ネ ストの  
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ネルディス ッシ ン 大阪大学サイバー

メディアセンターの 研究基盤  

OCTOPUS・SQUID・ONION テー

大阪大学サイバーメディアセンター 

、OCTOPUS SQUID のスー ーコンピュー

タ 、データ集 基盤 ONION 試験運用

のシステム 、 動 見

、運用 、 学研究所のスー

ーコンピュータシステム 、

国の HPC 基盤 科学

分 の基盤 スー ーコンピュータシステムの

、 ネットワーク基盤の 、運用

の 性 目 ネルディス ッシ

ン 企画  

 ネ スト 、計算機システム ネットワーク

等の情報基盤の ・運用・ 門

（図 10）、 センターの応用情報シ

ステム研究部門 教授 （ 科大

学 情報 学部 教授）   

 、 ネルディス ッシ ンの内

ネルディス ッシ ン 、大学

計算機センターの 、運用 計算機

の 面、ネットワークテスト ッドセンター の

、運用 アプ ーシ ン、ネット

ワーク の利用者 の 面 、 ネ スト

の 、 の 計算機センター

の 状 、

 

の 、 計算機センターの 来 、

HPC 巻 情 、 目 計算機

センター 運用 の 、 ネ ストの

 

 計算機センターの 状、HPC 計算機システム の

OS 基盤 の 、5G ネット

ワーク 表 次 ネットワーク の 応

先進 ー 利 性 シス

テム 計 、 来型の GPGPU、 クトル型アク

セラ ータ、大 メ スー ーコン

ピュータシステムの 稼働 、運用

ネ スト の 見  

 計算機センターの 来 、 来型の

析シミュ ーシ ン 応 、AI

表 大 のデータ 出 アプ

ーシ ン 応 システム 、

会の 見 出 、 研究

教育 の 用 、データ基盤 のセ ュ

ティの の 性 見 、

性 会の 、計算機センター

性 基盤 来

 

 、 シンポジ ム 、 センターの セン

ター ・教授  大 、 シンポジ ムの総

・ 会 （図 11）  

 
図 11： 会の  大 センター  

 
図 12： 講 者、 ネ スト  

 
図 13： SQUID 見学会の 子 
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 Cyber HPC Symposium 2023 、 Cyber HPC 

Symosium 2020 来の 面開催 シンポ

ジ ムの講 者、 ネ スト（図 12）の

、大阪大学サイバーメディアセンター 

、

センター 2021 年 5 スー ーコンピュータ

SQUID 、 シンポジ ム

SQUID 目 見学会

（図 13）  

同 、情報推進部情報基盤 ス コン

、情報推進部情報企画 総 係 子係 、

大 員、 員、アルバイト

学生の高 和 、和 、 、

の の 、 日開

催 日

シンポジ ム運営

、 の 面開催

Cyber HPC Symposium 2023 成

、 総合 会

、 の  

、 シンポジ ム 出

度  
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2022 年度 利用 度 報告会 報告

1   2   2 進 1 3 4 4 信 4  
応用情報システム研究部門 1 大規模計算科学研究部門 2サイバーコミュニティ研究部門 3情報推進部情報基盤 4  

 

 2023 年 3 9-10 日  2022 年度大型計算機システ

ム公募型利用制度の成果報告会 開催 年度

の大型計算機システム公募型利用制度 、

、 ・ 性研究者支援 12 、大規模

HPC 支援 1 、 能研究 支援 5

、合計 18 の報告 実 、 表

の 者の の 1 の報告

ンセル 報告 日の報

告動画 出 開会 、応用情報シ

ステム研究部門 教 教 開会の

（図 1） 者 表者 33 （2

日 の ） 、 議

表者 表タイトル 、 年度

の開催 ンライン開催  

 

・ 性研究者支援  セッシ ンⅠ  

* ンサ の大規模 ム情報 析

子の   大阪大学 学研究科 バイ

イン ティクス研究 ニット 教授（図 2） 

* スト ン 生成 アクシ ン の

ス クトルの 析   大学 研究  

科学  教（図 3） 

* 子 度 関 ック 子 の

集 ードの ： 性子ド ップ

の   

大学 学研究科 学・ 学 教 

（図 4） 

 

・ 性研究者支援  セッシ ン II  

* アプ ーシ ン 共 情

報 能 データバッ の研究開   

大学 情報学研究科 システム科学  大学

生（図 5） 

* テーシ ン の CFD データ ース 用

データ 動型 テーシ ン デルの開

関 研究   大阪大学 学研究科 機

学  教（図 6） 

* 表面 性 ターン 動 ラクタル開

型 イクロ 、 ・ 集の

機能 関の   科大学 

学部 部 応用 学科 教（図 7） 

 

図 1： 教 教の開会の  

 

図 2： の成果報告 

 

図 3： の成果報告 
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図 4： の成果報告 

図 5： の成果報告 

図 6： の成果報告 

図 7： の成果報告 

能研究 支援  セッシ ンⅠ  

* The Elucidation of Non-equilibrium States of

Heterogenous Catalysis by Data-driven Multiscale

Simulation: A Case Study of Methanol Synthesis  Harry

Handoko Halim 大阪大学 学研究科 程

（図 8）

* 学習 デ ン ・シミュ ーシ

ン ームワークの展開   大学 シス

テム情報学研究科 教授（図 9）

* 進 アル ム ガ ス 程

Ag(111)表面 シ センの   大阪

大学 学研究科 学  教（図 10） 

図 8：Harry Handoko Halim の成果報告 

図 9： の成果報告 

図 10： の成果報告 
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・ 性研究者支援  セッシ ンⅢ  

* 内 機 の動 析  

  大阪大学 学研究科 総合 学

教授（図 11） 

* Interaction between the Photo-excited π System and

the f System in Rare-earth-based Macrocyclic Ligand

Complexes Anas Santria 大阪大学 学研究科 学

 教（図 12）

* 学習 用 スー ーコンポジット電

の 成   大学 学 研究科

大学 生（図 13） 

図 11： の成果報告 

図 12： Anas Santria の成果報告 

図 13： の成果報告 

・ 性研究者支援  セッシ ンⅣ  

* ポ ロタ サン 環状分子のスライド イ

ミクス 析  大学 性研究所

教授 （図 14） 

* 用 分子 目 インス ン

共 和 ネル ー 析 門  大阪

大学 基 学研究科 研究員（図 15） 

* シミュ ーシ ン の

・ 程の研究 高   大阪大学  

学研究科 科学  教（図 16） 

図 14： の成果報告 

図 15： 門 の成果報告 

図 16： 高 の成果報告 
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大規模 HPC 支援 、 能研究 支援  

セッシ ンⅡ  

* メガテスラ 合 高 ネル ー

子 の 3 次 シミュ ーシ ン   大

阪大学 ー ー科学研究所 教授（図 17） 

* 大 者ト ーニ

ン 応用 能 次 状 の

ディープラーニン 用 画 セ メンテー

シ ンの 能性   会   

/ 大阪大学  科（ ） 

[ ンセル] 

* 大規模 CT データセット ポート 用

Radiomics 析  大阪大学 学 研究

科 大学 生 （図 18） 

 

図 17： の成果報告 

 

図 18： の成果報告 

 

 報告会 、 日 13:30 開会 、16:55

会 2 日 ス ジュール 報告会 、

日 大規模計算科学研究部門 教授 会

、2 日目 サイバーコミュニティ研究部門

教授 会  

 

 

図 19：1 日目の 会 教授 

 

図 20：2 日目の 会 教授 

 

研究テー 、 学、 科学、 科学、

学、計算機科学 、

の 年 門 の研究者

イントロ クシ ン 講 者の

実 、 門 の 者

の高 講 年

の成果報告会 、

分 の 、

、 の の

HPC AI の融合 進 、

能研究 支援 データ 動型科学研究

実 講

者の 計算 講

実 、 の 者

情報 表

の の

、 成果 表会 の

 

 報告会の 、大規模計算科学研究部門 

 教授 会の 、公募型利用制度 利

用 、 計算規模 ス ールの大
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規模 目 、HPCI JHPCN 大型計算

機利用公募制度 、大型

計算機の利用 大

報告会 、計算機利用の報告 の 環

、 研究分 の 、

研究者 所 研究分 の

の機会 、 センター教員

、関 の 講

2022年度 、 学生

支援 、 能研究

、公募型利用制度 運用 次年度

、公募型利用制度 の説明会の開催

通 制度 の研究者

、 公募成果報告会 通 セン

ターの計算機の 度
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・2 22 年度大規模計算機システム稼動状況 ----- 171

・2 22 年度情報教育システム利用状況 --------- 172

・2 2  年度情報教育教室使用計画表 ----------- 17

・2 22 年度 CALL システム利用状況 ----------- 1 2

・2 2  年度  使用計画表 ------------------ 1 7

・2 22 年度箕面教育システム利用状況 --------- 1

・2 22 年度電子図書館システム利用状況 ------- 1 2

・2 22 年度会議関係等日誌 ------------------- 1

（会議関係、大規模計算機システム利用講習会、 

センター来訪者、情報教育関係講習会・説明会・見学

会等、CALL 関係講習会・研究会・見学会等）





 

 

 

 
 

 
  

         
            
 

 

（ ）

 

稼
動
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2022 年度情報教育システム利用状況（ 年度 ） 
 
 
 
 
 

所 部 実利用者  
実利用者  2021 年度 4,561  

2022 年度 4,233  

 
 
 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

人文学研究科

国際公共政策研究科

高等司法研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

その他

(人)

2021年度

2022年度

の共通 、 、 、  

2022 年 10 に ステ に り デス ッ ービスの DI の 

D（ ure irtual Deskto ）に た。 

2022 年の 績 DI D の なり 2022 年 ステ に  

用 績 な 。 
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所 部 者 実利用者の 合 

 
 

 
 
 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

人文学研究科

国際公共政策研究科

高等司法研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

(％)

2021年度

2022年度

の共通 、 、 、  

― 173 ―



所 部 実利用者 1 の年 利用  

 
 
 
 

0 10 20 30 40

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

人文学研究科

国際公共政策研究科

高等司法研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

(時間)

2021年度

2022年度

の共通 、 、 、  
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実利用者総利用 ( ) 

 
年 総利用 ：59,135 (2021 年度)、32,587 (2022 年度) 
  

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

(時間)

2021年度

2022年度

の共通 、 、 、  
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教室・分 端 室 1 日 1 の 利用  

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

0.00 0.50 1.00

情報教育 教

情報教育 教

情報教育 教

情報教育 教

情報教育 教

情報教育教

（2022年10 以 ）

学

理 学

間 学部

理学部 214

学部 学 学

学部 学

学部 1 1 習

学部 研究 Eコ ン

(時間)

2021年度

2022年度
教育研究

附属図書館

部

総利用
時間

設置
台数

利用
日数

2,098 66 160

1,048 66 80

2,128 82 160

1,750 82 80

1,249 66 160

1,380 66 80

1,101 45 160

305 45 80

2,003 72 160

1,012 72 80

279 140 80

11,868 50 320

4,336 50 134

169 5 319

99 5 136

2,691 20 325

694 20 145

67 10 236

22 10 98

1,710 34 236

2,143 34 211

179 12 360

6 12 146

98 5 236

48 5 97

2 2 236

2 2 98

5,463 145 160

1,443 145 80

・総利用 部 の 利用日  

・ 年 のシステム 、情報教育教室 図書館 教室 図書館 の
、同 、 出  

・ 科学部、 学部 学科、 学部 学科、 学部の分 端 年  

サー ス   
・ 学部の分 端 年 端 10  
 

の共通 、 、 、  
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図書館の 日（ ・日）のサー ス日

総合図書館 生 科学図書館 学図書館

2021 年度 日80 日86 日 86
2022 年度 日75 日76 日 74

年 のシステム 、端 サー スの （ ） 、 計  
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共通
：学生の利用 の 集計
：学生 、 年 日 の 者
： 学研究科、 学研究科、基 学研究科 、学部学生 学科 集計
： 学 研究科( 学部) 、 学 ( 学科) 集計  

0 20 40 60 80 100
( )
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1
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12

11

2021年度： 総合図書館 学図書館

2022年度： 総合図書館

生 科学図書館

生 科学図書館 学図書館

図書館の 日（ ・日）実利用者



時
限

教
室 月 火 水 木 金

基（シ）　2年

コンピュータ工学基礎演習

文　1年 経　1年 薬　1年

情報社会基礎 情報社会基礎 情報科学基礎

文　1年 経　1年

情報社会基礎 情報社会基礎

文　1年 経　1年

情報社会基礎 情報社会基礎

文　1年 経　1年 薬　1年

情報社会基礎 情報社会基礎 情報科学基礎

理（生物）　3年 工（電）　1年

現代ゲノム研究概説 情報科学基礎Ｃ

人　1年 工（電）　1年

情報社会基礎 情報科学基礎Ｃ

人　1年 工（電）　1年

情報社会基礎 情報科学基礎Ｃ

理（数学）　3年 工（電）　1年 基（情）　4年

実験数学3 情報科学基礎Ｃ ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

人　1年 基（シ）　2年 理（数学）　4年

情報社会基礎 コンピュータ基礎演習 応用数理学7

基（電・化）　1年 工（然）　1年

情報科学基礎 情報科学基礎Ａ

基（電・化）　1年 基（シ）　2年 工（然）　1年 基（情）　1年

情報科学基礎 情報科学演習 情報科学基礎Ａ プログラミングＡ

基（情）　1年 基（シ）　2年 工（然）　1年

プログラミングＡ 情報科学演習 情報科学基礎Ａ

基（情）　1年 学問への扉（プログラミングで遡る科学史）

プログラミングＡ 全学部　1年

基（電・化）　1年 工（然）　1年 基（情）　1年

情報科学基礎 情報科学基礎Ａ プログラミングＡ

理　1年 学問への扉（システム開発ことはじめ） 医（保）　1年 基（情）　2年

情報科学基礎 全学部　1年 情報社会基礎／情報科学基礎 基礎数理演習Ａ

医（医）・歯　1年 理　1年 法（法）　1年 医（保）　1年 理（数学）　2年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎／情報科学基礎 実験数学1

医（医）・歯　1年 理　1年 法（法）　1年 医（保）　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎／情報科学基礎

医（医）・歯　1年 理　1年 法（法）　1年 医（保）　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎／情報科学基礎

理　1年 基（情）　2年

情報科学基礎 基礎工学ＰＢＬ

外　1年

情報社会基礎

基（情）　1年 基（シ）　1年 外　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎

基（情）　1年 基（シ）　1年 外　1年 法（国）　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎

基（情）　3年 外　1年 法（国）　1年

計算数理Ａ 情報社会基礎 情報社会基礎

基（シ）　1年 外　1年

情報科学基礎 情報社会基礎

※括弧内の数字は持ち込み端末（BYOD）を接続可能なディスプレイの台数です。

２
時
限

第
１

３
時
限

第
１

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20

第
２

第
３

第
４

第
５

第
２

第
３

・端末数　 第1教室 0台（66）、第2教室 82台（0）、第3教室 4台（62）、第4教室 4台（41）、第5教室 50台（22）

第
４

第
５

５
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

４
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２０２３年度　春学期　情報教育教室　使用計画表

１
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５
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時
限

教
室 月 火 水 木 金

基（シ）　2年

コンピュータ工学基礎演習

理（数学）　3年 基（情）　4年

実験数学3 ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

基（シ）　2年 理（数学）　4年

コンピュータ基礎演習 応用数理学7

基（情）　1年 基（シ）　2年 基（情）　1年

プログラミングＡ 情報科学演習 プログラミングＡ

基（シ）　2年

情報科学演習
学問への扉（プログラミングで遡る科学史）

全学部　1年

基（情）　1年 基（情）　1年

プログラミングＡ プログラミングＡ

学問への扉（システム開発ことはじめ） 基（情）　2年

全学部　1年 基礎数理演習Ａ

理（数学）　2年

実験数学1

基（情）　2年

基礎工学ＰＢＬ

外　1年

情報社会基礎

外　1年

情報社会基礎

外　1年

情報社会基礎

基（情）　3年 外　1年

計算数理Ａ 情報社会基礎

外　1年

情報社会基礎

※括弧内の数字は持ち込み端末（BYOD）を接続可能なディスプレイの台数です。

・端末数　 第1教室 0台（66）、第2教室 82台（0）、第3教室 4台（62）、第4教室 4台（41）、第5教室 50台（22）

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20

５
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

４
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

３
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２０２３年度　夏学期　情報教育教室　使用計画表

１
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５
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時
限

教
室 月 火 水 木 金

理（化学）　2年

化学プログラミング

基（シ）　2年 基（化学）　3年

数値解析演習 プロセス工学

基（シ）　2年 基（化学）　2年3年 全学部　2年 理（数学）　2年

数値解析演習 化学工学プログラミング アドバンスト情報リテラシー 実験数学2

変更の可能性あり 医（保）　1年

実践情報活用論

変更の可能性あり

理　3年

数値計算法基礎

全学部　1年 基（情）　1年

計算機シミュレーション入門 プログラミングＢ

基（情）　1年 基（シ）　2年

情報科学基礎 コンピュータ工学演習

基（情）　1年 基（情）　1年 基（化学）　2年

情報科学基礎 プログラミングＢ 化学工学演習Ⅳ

基（情）　1年

プログラミングＢ

　 基（電子）　2年

基礎工学PBL（エレクトロニクス）

基（情）　1年

プログラミングＢ

基（情）　3年 人　1年

情報数理Ｂ Data Processing Skills

基（化学）　2年

情報処理入門

法　2年 外（再履修生用）

法情報学１ 情報社会基礎

基・理・工　3年

情報科教育法Ⅰ

※括弧内の数字は持ち込み端末（BYOD）を接続可能なディスプレイの台数です。
　（端末数には教師用端末は含みません）

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20

・端末数　 第1教室 0台（66）、第2教室 82台（0）、第3教室 4台（62）、第4教室 4台（41）、第5教室 50台（22）

第
５

第
３

第
４

第
５

５
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

第
３

第
４

第
５

４
時
限

第
１

第
２

３
時
限

第
１

第
２

２０２３年度　秋学期　情報教育教室　使用計画表

１
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４
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時
限

教
室 月 火 水 木 金

理（化学）　2年

化学プログラミング

基（シ）　2年 基（化学）　3年

数値解析演習 プロセス工学

基（シ）　2年 基（化学）　2年3年 全学部　2年 理（数学）　2年

数値解析演習 化学工学プログラミング アドバンスト情報リテラシー 実験数学2

変更の可能性あり 医（保）　1年

実践情報活用論

変更の可能性あり

理　3年

数値計算法基礎

全学部　1年 基（情）　1年

計算機シミュレーション入門 プログラミングＢ

基（情）　1年 基（シ）　2年

情報科学基礎 コンピュータ工学演習

基（情）　1年 基（情）　1年 基（化学）　2年

情報科学基礎 プログラミングＢ 化学工学演習Ⅳ

基（情）　1年

プログラミングＢ

基（情）　1年

プログラミングＢ

基（情）　3年 人　1年

情報数理Ｂ Data Processing Skills

基（化学）　2年

情報処理入門

法　2年

法情報学１

基・理・工　3年

情報科教育法Ⅰ

※括弧内の数字は持ち込み端末（BYOD）を接続可能なディスプレイの台数です。
　（端末数には教師用端末は含みません）

・端末数　 第1教室 0台（66）、第2教室 82台（0）、第3教室 4台（62）、第4教室 4台（41）、第5教室 50台（22）

５
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20

４
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

３
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２０２３年度　冬学期　情報教育教室　使用計画表

１
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５
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2022 年度 CALL PLS システム利用状況（ 年度 ） 
 
 
 
 
 
 

所 部 実利用者  
実利用者  2021 年度  1,113  

                                       2022 年度   905  

 
 

 

0 50 100 150 200 250

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

人文学研究科

国際公共政策研究科

高等司法研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

2021年度

2022年度

2022 年 10 ステ に に ステ へ た。 

た 教 以下の おり る。 

CALL 1-A  PLS+d CALL 1-B  PLS+e CALL 2  PLS+a  
CALL 3  PLS+c CALL 4  PLS+b  

の共通 、 、 、  
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所 部 者 実利用者の 合 

 
 
 
 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

人文科学研究科

国際公共政策研究科

高等司法研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

(％)

2021年度

2022年度

の共通 、  
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所 部 実利用者 1 の年 利用  

 
      
 
 
 
 

0 10 20 30

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

人文学研究科

国際公共政策研究科

高等司法研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

(時間)

2021年度

2022年度

の共通 、  
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実利用者総利用 ( ) 

 
 

 
 

0 500 1,000 1,500 2,000

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

(時間)

2021年度

2022年度

の共通  

年 総利用  2021 年度 10,106 、2022 年度 8,433  
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教室・分 端 室 1 日 1 の 利用  

 
 
 
 

0.00 0.25 0.50

1- 教

（ d）

1- 教

（ e）

2教

a

3教

c

(時間)

2021年度 CALL

2022年度 CALL

2022年度 PLS

イ ーメディア ンター

教育研究
総利用

時間

設置

台数

利用

日数

2,969 64 231

1,680 64 89

- - -

1,158 36 231

796 36 89

- - -

4,491 60 231

2,286 60 89

2,343 60 112

1,488 60 231

1,571 60 89

1,085 60 112

共通  
：CALL システム 2022 年 8 の使用 、2022 年 10 PLS システム  

、端 （CALL：220 、PLS：120 ）  
、2022 年の実績 CALL PLS システムの合算 、2022 年 9 システム 

、使用実績  
：学生利用の 集計 、学生 2022 年 5 1 日 の 者 基  
： 学研究科、 学研究科、基 学研究科 、学部学生 学科 集計  
： 学 研究科( 学部) 、 学 ( 学科) 集計  

・総利用 部 の 利用日  
・PLS+d、PLS+e、PLS+b（ CALL 4 教室） 、iPad のサー ス 、 

計 、PLS+d PLS+e 2022 年のデータ 、 
  PLS+b（ CALL 4 教室） 2021 年 2022 年 データ  
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時
限

階
教
室

月 火 水 木 金

人・文　1年 外　1年 理工（然・地・環）　1年
地域言語文化演習（ドイツ語） ロシア語6 総合英語（Performance Workshop）

大前　智美 藤川　敏宏 Ｄ．マレー
医・歯・薬　1年 外　1年 外　1年

総合英語（Performance Workshop） ハンガリー語1 トルコ語2
D．ザーボルスカー 江口　清子 Akbay, Okan Haluk

工（理・電）　1年 外　1年
総合英語（Liberal Arts & Sciences） ハンガリー語4

小口　一郎 コヴァーチ　レナータ
工（理・電）　1年 外　1年 理・工（然・地・環）　1年 医（医）・薬・基　2年

総合英語（Liberal Arts & Sciences） フランス語5 総合英語（Performance Workshop） 総合英語（Performance Workshop）

伊藤　孝治 岡田　友和 D．ザーボルスカー D．ザーボルスカー
医（医）・薬・基　2年

総合英語（Project-based English）

秦　かおり
理　1年 工（然・地・環） 1年 基　1年 医・歯・薬　1年

地域言語文化演習（ドイツ語） 地域言語文化演習（ドイツ語） 総合英語（Performance Workshop） 地域言語文化演習（ドイツ語）
大前　智美 岩居　弘樹 Ｄ．マレー 岩居　弘樹

外　1年 外　1年 外　1年 外　1年 外　1年
ベトナム語2 ハンガリー語5 デンマーク語1 トルコ語4 ロシア語1(B)
清水　政明 コヴァーチ　レナータ 田邉　欧 Akbay, Okan Haluk 上原　順一

外　1年 文・理（数・物）　2年 理・工（理・電）　1年
フィリピン語2 総合英語（Liberal Arts & Sciences） 総合英語（Liberal Arts & Sciences）

フリーダ　ルイズ 照井　雅子 渡邉　克昭
文・理（数・物）　2年 全学部　1年 基　1年 理・工（理・電）　1年

総合英語（Performance Workshop） 学問への扉（デザイン思考による情報端末のユニバーサルデザインを考える） 総合英語（Performance Workshop） 総合英語（Content-based English）

D．ザーボルスカー 竹村　治雄 D．ザーボルスカー D．ザーボルスカー
医・薬・基（電・化・情）　1年 人文学研究科言語文化学専攻 外　1年 外　1年 理・工（理・電）　1年

総合英語（Project-based English） 翻訳研究Ａ フィリピン語5 タイ語4 総合英語（Project-based English）

三木　訓子 村上スミス・アンドリュー 矢元　貴美 ピウポーチャイ　パーサポン 秦　かおり
外　1年

ロシア語1(A)
上原　順一

外　1年
インドネシア語5

菅原　由美
経　1年

総合英語（Liberal Arts & Sciences）

照井　雅子

外　1年
ハンガリー語2

岡本　真理
外　1年 全学年 外　1年

ヒンディー語1 オンラインリソースを活用したL2学習 ヒンディー語2
長崎　広子 魚崎　典子 松木園　久子

外　1年
タイ語5

ラッタナセリーウォン　センティアン

外　1年
ビルマ語3
大塚　行誠

外　1年 人　2年
タイ語1 総合英語（Performance Workshop）

村上　忠良 D．ザーボルスカー
外　1年 外　1年 外　1年

ハンガリー語3 タイ語2 フィリピン語3
岡本　真理 ピウポーチャイ　パーサポン 宮原　曉
全学部　1年
イラン学入門

竹原　新
全学部

特別外国語演習（タイ語）
ラッタナセリーウォン　センティアン

全学部
特別外国語演習（トルコ語）I

藤家　洋昭
外　1年

ロシア語4
ポドリスカヤ

全学部
学問への扉（コミュニケーションのエスノグラフィー入門）

宮原　曉

 （端末数には教師用端末を含みません）

４
限
目

３
限
目

２
限
目

4
階

２０２３年度　春・夏 学期　PLS　使用計画表

１
限
目

4
階

a

b

c

3
階

d

e

a

・授業時間　1時限 8:50～10:20 、2時限 10:30～12:00、 3時限 13:30～15:00 、4時限 15:10～16:40、 5時限 16:50～18:20

・端末数　 a（旧第2）教室 (Mac 60台)、b（旧第4）教室（iPad 30台）、c（旧第3）教室(Mac 60台）、d（旧第1-A）教室（iPad 60台）、e（旧第1-B）教室（iPad 35台）

５
限
目

4
階

a

b

c

3
階

d

b

c

4
階

a

b

c

3
階

d

e

3
階

d

e

e

4
階

a

b

c

3
階

d

e
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時
限

階
教
室

月 火 水 木 金

人・文　1年 外　1年 理工（然・地・環）　1年
地域言語文化演習（ドイツ語） ロシア語6 総合英語（Performance Workshop）

大前　智美 高島　尚生 Ｄ．マレー
外　1年 外　1年 外　1年 基　2年

ハンガリー語4 ハンガリー語1 トルコ語2 総合英語（Project-based English）

コヴァーチ　レナータ 江口　清子 Akbay, Okan Haluk 秦　かおり
文・理（数・物）　2年 医・歯・薬　1年

総合英語（Liberal Arts & Sciences） 総合英語（Liberal Arts & Sciences）

小口　一郎 岡田　悠佑
文・理（数・物）　2年 外　1年 文　2年

総合英語（Liberal Arts & Sciences） フランス語5 地域言語文化演習（ドイツ語）
伊藤　孝治 岡田　友和 小川　敦

医・歯・薬　1年 理・工（然・地・環）　1年 基　2年
総合英語（Performance Workshop） 総合英語（Performance Workshop） 総合英語（Performance Workshop）

D．ザーボルスカー D．ザーボルスカー D．ザーボルスカー
理　2年 工（然・地・環）　1年 基　1年 医・歯・薬　1年

地域言語文化演習（ドイツ語） 地域言語文化演習（ドイツ語） 総合英語（Performance Workshop） 地域言語文化演習（ドイツ語）
大前　智美 岩居　弘樹 Ｄ．マレー 岩居　弘樹

外　1年 外　1年 外　1年 外　1年 理・工（理・電）　1年
ベトナム語2 ハンガリー語5 デンマーク語1 トルコ語4 総合英語（Project-based English）

清水　政明 コヴァーチ　レナータ 田邉　欧 Akbay, Okan Haluk 秦　かおり
外　1年 工（理・電）　1年 理・工（理・電）　1年

フィリピン語2 総合英語（Liberal Arts & Sciences） 総合英語（Project-based English）

フリーダ　ルイズ 岡田　悠佑 岡田　悠佑
医・歯・基（化・シス・情）　1年 工（理・電）　1年 全学部　1年 外　1年 理・工（理・電）　1年

総合英語（Liberal Arts & Sciences） 総合英語（Liberal Arts & Sciences） 学問への扉（デザイン思考による情報端末のユニバーサルデザインを考える） タイ語4 総合英語（Liberal Arts & Sciences）

小杉　世 照井　雅子 竹村　治雄 ピウポーチャイ　パーサポン 渡邉　克昭
医・歯・基（化・シス・情）　1年 工（理・電）　1年 外　1年 理・工（理・電）　1年

総合英語（Project-based English） 総合英語（Performance Workshop） フィリピン語5 総合英語（Content-based English）

三木　訓子 D．ザーボルスカー 矢元　貴美 D．ザーボルスカー
外　1年

ロシア語1(A)
上原　順一

外　1年
インドネシア語5

菅原　由美
人・文・法　1年

総合英語（Project-based English）

岡田　悠佑
文　2年

英語選択
照井　雅子

外　1年 人・文・法　1年
ハンガリー語2 総合英語（Performance Workshop）

岡本　真理 D．ザーボルスカー
外　1年 外　1年

ヒンディー語1 ヒンディー語2
長崎　広子 松木園　久子

外　1年
タイ語5

ラッタナセリーウォン　センティアン

外　1年 人・文　1年 経　1年
ビルマ語3 英語選択 総合英語（Project-based English）

大塚　行誠 岡田　悠佑 岡田　悠佑
外　1年 外　1年
タイ語1 タイ語2

村上　忠良 ピウポーチャイ　パーサポン
外　1年 経　2年 外　1年

ハンガリー語3 総合英語（Performance Workshop） フィリピン語3
岡本　真理 D．ザーボルスカー 宮原　曉
全学部　1年

特別外国語演習（ヒンディー語）Ⅰ

長崎　広子

外　1年
ロシア語4

ポドリスカヤ

（端末数には教師用端末を含みません）

・授業時間　1時限 8:50～10:20 、2時限 10:30～12:00、 3時限 13:30～15:00 、4時限 15:10～16:40、 5時限 16:50～18:20

・端末数　 a（旧第2）教室 (Mac 60台)、b（旧第4）教室（iPad 30台）、c（旧第3）教室(Mac 60台）、d（旧第1-A）教室（iPad 60台）、e（旧第1-B）教室（iPad 35台）

4
階

a

b

c

3
階

d

e

d

e

4
階

a

b
4
階

４
限
目

a

５
限
目

4
階

３
限
目

c

3
階

d

e

b

c

3
階

d

e

２０２３年度　秋・冬 学期　PLS　使用計画表

１
限
目

２
限
目

4
階

a

b

c

3
階

d

e

a

b

c

3
階
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所 部 実利用者

年度箕面教育システム利用状況
（ 年度 ）

　　　　　　　　　実利用者数 2021年度　1,357人
　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年度　1,377人

 ： 学 研究科（ 学部） 、 学 （ 学科） 集計
 ： 学生の利用 の 集計

0 200 400 600 800 1000 1200

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

国際公共政策研究科

人文学研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科(理学部)

工学研究科(工学部)

基礎工学研究科(基礎工学部)

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

薬学研究科(薬学部)

日本語日本文化教育センター

その他

(人）

2021年度

2022年度
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所 部 者 実利用者の 合

         

：学生 、 日の 者

所 部 実利用者 の年 利用

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

国際公共政策研究科

人文学研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科(理学部)

工学研究科(工学部)

基礎工学研究科(基礎工学部)

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

薬学研究科(薬学部)

日本語日本文化教育センター

その他

(%)

2021年度

2021年度

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

人文学研究科

国際公共政策研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科(理学部)

工学研究科(工学部)

基礎工学研究科(基礎工学部)

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

薬学研究科(薬学部)

日本語日本文化教育センター

（時間）

2021年度

2022年度
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実利用者総利用

教室 日 の 利用

： 総利用時間を各教室の設置台数と利用日数で割っています。

60

1,836 25 168

212

総利用
時　 間

設置
台数

利用
日数

797 25 166

6,621 60 208

：年 総利用 、 （ 年度）、 （ 年度）

総利用
時　 間

設置
台数

利用
日数

： 年 日 日 機 の 年度の 分のデータ

5,962

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

外国語学研究講義棟

クリエイティブワークショップ2

外国語学研究講義棟

クリエイティブワークショップ1

（時間）

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600
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2022年度

2022年度
2021年度
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（ ）

（ ）
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会議関係 大規模計算機システム利用講習会

4 23日 教授会 5 23日 のス コン（22 ）

5 28日 教授会 5 30日 ス コン 通 プロ ラミン の基 （35 ）

5 29日 35 全国共同利用情報基盤センター 会議 6 1日 OpenMP 門（12 ）

6 25日 教授会 6 16日 プロ ラミン 門（OpenMP/MPI）（13 ）

7 9日 32 学 大規模情報基盤共同利用・共同研究 6 22日 スー ーコンピュータ バッ システム 門 / 応用（6 ）

運営委員会 6 23日 ONION 用講習会（8 ）

7 16日 教授会 6 27日 SX-Aurora TSUBASA 高 の基 （4 ）

9 17日 14 クラ ドコンピューティン 研究会 7 22日 用CPU ード 高 の基 （Intelコン イラ）（23 ）

9 17日 31 研究会 8 29日 ス コン 通 プロ ラミン の基 （12 ）

9 18日 83 コンピュータ・ネットワーク研究会 8 30日 GPUプロ ラミン 門（OpenACC）（9 ）

9 24日 教授会 9 7日 のス コン（26 ）

10 22日 教授会 9 22日 SX-Aurora TSUBASA 高 の基 （3 ）

10 29日 36 全国共同利用情報基盤センター 会議 10 4日 用CPU ード 高 の基 （Intelコン イラ）（0 ）

10 29日 33 学 大規模情報基盤共同利用・共同研究 10 12日 プロ ラミン 門（OpenMP/MPI）（2 ）

運営委員会 10 19日 スー ーコンピュータ バッ システム 門 / 応用（12 ）

11 26日 教授会 12 5日 GPUプロ ラミン 門（OpenACC）（9 ）

12 4日 和2年度 国 大学共同利用・共同研究 12 8日 GPUプロ ラミン 実 （OpenACC）（4 ）

協議会総会 1 26日 コンテ 門（10 ）

12 24日 教授会 3 17日 ONION-object 門（2 ）

35 サイバーメディアセンター全国共同利用

運営委員会

1 28日 教授会 （ コア 見学）

2 8日 34 学 大規模情報基盤共同利用・共同研究 8 4日 学研究所

運営委員会 8 26日 国 情報学研究所

2 25日 教授会

3 25日 教授会

2022年度会議関係等日誌
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4 26日 ChemBioOffice（ChemDraw）講習会（ ンライン：80 ）

4 26日 ChemBioOffice（Signal Notebook）講習会（ ンライン：40 ）

9 26日 言語教育システムの 、 端 ・AV機 作 験（ ：5 ）

9 27日 情報教育システム講習会（ ：11 ）

9 29日 情報教育システム講習会（ ：5 ）

9 30日 大阪大学 員研 （ ：21 ）

10 4日 Turnitin講習会（ ンライン：7 ）

10 21日 Maple講習会（ ・ ンライン：12 ）

10 28日 SignalsNotebook講習会（ ンライン：108 ）

11 7日 高 高 見学（ ：8 ）

11 17日 Mathematica講習会（ ンライン：12 ）

12 22日 情報 会基 ・情報科学基 教員 説明会（ ：20 ）

ンデ ンド型CLE講習会（ 門 ）（66 ）

ンデ ンド型CLE講習会（応用 ）（48 ）

ンデ ンド型メディア授業講習会（33 ）

3 30日  CALL講習会 （ ） （ ：8 ）

5 5日 （ 9 ）

9 10日、10 16日、11 20日、12 11日  講 （ ンライン：50 ）

9 26日、9 28日 PLS （ ）（ 5 ）

情報教育関係講習会・説明会・見学会等

PLS関係講習会・研究会・見学会等
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・ 関係 

 

大 大学 イ ーメディア ンター  

 
 の規程 、大阪大学サイバーメディアセンター（

センター ）  

 センター 、全国共同利用 、情報

基盤の 、 研究開 、情報基盤 支 高度

教育の実 の電子 、

全学 支援 、 学の情報基盤の 、情報 の推進

情報サー スの高度 図 、 用 先進 教

育 動 推進 高度情報 会 支 基盤研

究 目  

 の目 成 、センター 次の研究部門

 

情報メディア教育研究部門 

言語教育支援研究部門 

大規模計算科学研究部門 

コンピュータ実験科学研究部門 

サイバーコミュニティ研究部門 

先端ネットワーク環境研究部門 

応用情報システム研究部門 

全学支援企画部門 

 全学支援企画部門の教員 、情報推進 部 情報セ ュ

ティ 部 所 教員 

  

 センター センター 、 学の教授

 

 センター 、センターの 運営  

 センター の 、 年 、センター

出 合 員 合 のセ

ンター の 、 年 の 日

 

 センター 、  

 センター センター 、 センター

、センターの の教授

 

 センター の 、全学支援企画部門の教授

 

 センター （ 規 者 ）の 、

年 、  

 センターの教育研究 関 、 議

、サイバーメディアセンター教授会（ 教授会 ）

 

 教授会 関 規程 、  

 全国共同利用 の運営の大 関 センタ

ー の 応 、センターの研究 動 運営全

関 関係 機関の 協 図 、サイバーメディ

アセンター全国共同利用運営委員会（ 委員会 ）

 

 委員会 関 規程 、  

 センターの 、情報推進部  

 の規程 のの 、センター 関

、  

 

  

 の規程 、 成 年 日  

 次 規程 、  

 大阪大学大型計算機センター規程 和 年 日

制  

 大阪大学情報 教育センター規程 和 年

日制  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

 の 、 成 年 日  

 の センター の 、

の の規 、 年

の 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

    

の 、 和 年 日   

 

 
大 大学 イ ーメディア ンター全国 利用

運 会  
 

 大阪大学サイバーメディアセンター( センター

)規程 の規 基 、 の規程

 
 サイバーメディアセンター全国共同利用運営委員会(
委員会 ) 、次の 委員

 
(1) センター  
(2)  センター  
(3) センターの 教授  
(4) ー ー科学研究所 研究センター

教授 1  
(5) 学 の学 験者  
(6) の 委員会 者 
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 委員 、総 委  
 の委員の 、 年

、 の委員の 、 者の  
 の委員 、  

 委員会 委員 、センター  
 委員 、委員会 集 、 の議  
 委員 支 の 、 センター の

センター の  
 委員会 、委員の の出 成  

 委員会の議 、出 者の 、 同

の 、議 の  
 委員会 、委員 の者 委員会

出  
 委員会 関 、情報推進部情報企画  
 の規程 のの 、委員会の運営 関

、委員会の議 センター  
 

  
 の規程 、 成 年 日  
 次 規程 、  
(1) 大阪大学大型計算機センター運営委員会規程( 和

年 日制 ) 
(2) 大阪大学大型計算機センター協議員会規程( 和 年

日制 ) 
(3) 大阪大学情報 教育センター運営委員会規程( 和

年 日制 ) 
(4) 大阪大学サイバーメディアセンター 委員会規程

( 成 年 日制 ) 
(5) 大阪大学サイバーメディアセンター 委員会 門

委員会規程( 成 年 日制 ) 
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
 （ ） 

（ 日） 
  の 、 成 年 日  

（サイバーメディアセンター運営委員会の委員 関

） 
 の の 大阪大学サイバーメディアセンター

運営委員会規程 2 1 3 の大阪大学・ 大学・

科大学 合 学研究科の委員 者 、大阪大

学・ 大学・ 科大学・ 大学・ 大学 合

学研究科の委員 委 の 、 の

、同 3 の規 、 委員の

 
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

 の 、 成 年 日  
 の の の 2 1 4 の ー

ー ネル ー学研究センターの委員 者 、 の

同 の ー ー科学研究所の委員 委 の

、 の 、同 3 の規 、

の委員の  

 

 
大 大学 イ ーメディア ンター

ステ 会内  
 

 サイバーメディアセンター 高性能計算機システム委

員会（ 委員会 ）  
 委員会 、次の 議 、

の企画等  

  (1)  高性能計算機システムの 関  

  (2)  高性能計算機システムの 関  
(3)  高性能計算機システムの利用 進 関  

  (4)  の 高性能計算機システム 関  
 委員会 、次の 委員  

  (1) センターの教員  

  (2) センターの高性能計算機システムの運営 関係 部  
の教員  

  (3) 学 の教員  
  (4) の 委員会 者 

  委員 、センター 委  

 の委員の 、 年 、

、 の委員の 、 者の

 
 委員会 委員 、 委員の

出  

 委員 、委員会 集 、 の議  

 委員 支 の 、 委員  

委員 の  
 委員会 、委員 の者 委員会

出  
 委員会 関 、情報推進部情報基盤 研究

システム  
  の内規 のの 、委員会 関

、教授会の議 センター  
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  の内規 、 成 年 日  

  の内規 、 委

の委員の 、同 の 
 規 、 成 年 日  
       

  の 、 成 年 日  

     
 の 、 成 年 日 、 成 年

日 用  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  
  

の 、 成 年 日  

 

大 大学 イ ーメディア ンター大
ステ 利用  

 

 の規程 、大阪大学サイバーメディアセンター

センター ・運用 全国共同利用のスー

ーコンピュータシステム ワークステーシ ンシステム

大規模計算機システム の利用 関

の  

 大規模計算機システム 、学 研究 教育等の

利用 の  

 大規模計算機システム 利用 の 者 、

次の の 者  

 大学、 大学、高等 門学 大学共同利用機関の

教員 講 者 

 大学 の学生 者 

 学 研究 学 目 国 公共

所 機関 所 、 研究 者 

 学 研究 学 目 機関

機関 、センターの センター

機関 所 、 研究 者 

 科学研究 の 学 研究 者 

 、 の者 所 機関 の共同 

研究 画 企業等 所 、 研究

者 

 日 国内 企業等 所 者

者 、 基 セン

ター 者 

 の 、 センター 者 

 大規模計算機システム 利用 者 、所

の 、センター の

、 の者 、 の  

 の 、大規模計算機システム利用の成果 公開

の  

 センター 、 、

、 、利用者 の

 

 の利用者 の 、 年 内 、

会計年度  

 大規模計算機システムの利用 者

利用者 、 書の 内 生

合 、 所 の  

 利用者 、 規 利用者

係 目 使用 、 使用

 

 利用者 、 係 利用

、 の センター 出 、

の利用の 果 所 の報告書 センター 報

告  

 の規 、センター 合

、報告書の 出  

 出 報告書 、 公開 、センターの

報等の用 の 、利用者

出 、 年 公開の

 

 利用者 、研究の成果 等 公表 、

等 大規模計算機システム 利用 明

 

 利用者 、 利用 係 の 部

 

 の利用 の 、国 大学 大阪大学

規  

 の規 、次の 合

、利用 の  

 センターの 計算  

 センター 研究開 等の 、センター  

 

 利用 の 、次の

の  

 学内 科学研究 の 合 、

算の  

 の 合 、 学 書の

の  

 センター 、利用者 大規模計算機システム 利用

の の大規模計算機システム

関 、 の

 

 センター 、大規模計算機システムの の

情 、利用者 の 告 大規模

計算機システム  

 センター 、 の規程 の規程 基

者 の 大規模計算機システムの運営 大 支

生 者 、利用の 、

大規模計算機システムの利用

 

 の規程 のの 、大規模計算機システ

ムの利用 関 、センター  

 

  

 の規程 、 成 年 日  

 大阪大学大型計算機センターの利用 関

規程 和 年 日制 、  

 の規程 大阪大学大型計算機センターの利用 関
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規程 基 、 成 年度の利用

利用者 、 の規程 基 利用の

の  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日 、 成 年

日 用  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

  

の 、 成 年 日  

    

の 、 成 年 日  

    

の 、 成 年 日  

  

 

国 大学 大 大学 3 （別表 1 ） 

大 大学 イ ーメディア ンター大 ステ 利 

用 の に  

 

（ ） の  

（ ）  

基  ード  

／年 

 
用 ード  ード 

／年 

 
ード  ード 

／年 

 
ード  ード 

 

（ ）共  

コース 

基  ポイント 

   ポイント 

   ポイント 

  ポイント 

  ポイント 

  ポイント 

 

（ ）ディスク  

基   

／年  

 

 算出 合計 、 （ ）

、 業利用 成果 公開型の

、 算出 合計 、

（ ）  

 の利用 年度 利用  

 ディスク 、

のディスク 合算  

 （A） ード 合の

 

 （A）の ード の基 、 ード 基

の  

 （A） 状況 ード の

合 の 合の の 、

ード年の基 の  

 （B） 年度の コースの コー

ス 合  

 計算 ードの利用 使用 ポイント 、使用

ード の 係 、 係

係 の 係 年の利用状況等

、 の 係 、

の電 、  

 

 ード   係

 

 係  係  

用 ー

ド  

  

 大規模

計算機

システ

ム  

ージ

 

 

大規模

計算機

システ

ム

ージ

 

ード    

 

ー

ド  

  

 

大

ード  

  

 

 

 （C） 年度の の  

（C） の ループ 、500TBの

 

 

（ ） の  

（ ）  

基  ード  

／年 用 ード  ード 

／年 ード  ード 

／年 クトル ード  ード 
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（ ）共  

コース 

基  ポイント 

  ポイント 

  ポイント 

  ポイント 

  ポイント 

  ポイント 

 

（ ）スト ージ  

基   

／年   

／年   

 

 

 算出 合計 、 （ ）

、 業利用 成果 公開型の

、 算出 合計 、

（ ）  

 の利用 年度 利用  

 スト ージ  

、 のスト ージ 合算  

 （A） ード 合の

 

 （A）の ード の基 、 ード 基

の  

 （A） 状況 の

合 の 合の の 、 ード年の基

の  

 （B） 年度の コースの コー

ス 合  

 計算 ードの利用 使用 ポイント 、使用

ード の 係 、 係

係 の 係 年の利用状況等

、 の 係 、

の電 、  

 

 

 

  
 

 

 
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 （C） 年度の の  

（C） の ループ 、  、  

の  

 

（ ） ジェクトスト ージ の  

 

基   

／年  

 

 

 年度の の  

 算出 合計 、 （ ）

 

 

 

大 大学 イ ーメディア ンター大

ステ 用 度利用内  

 
 の内規 、大阪大学サイバーメディアセンター（

センター ） 運用 全国共同利用のスー

ーコンピュータシステム（ 大規模計算機システム

）の試用制度 利用 の  

 試用制度 、 センターの大規模計算機システム

利用 者（ 利用者 ） の 利用

、利用者の研究 動 大規模計算機シ

ステムの 用性 目  

 試用制度 利用 者 、大阪大学サイ

バーメディアセンター大規模計算機システム利用規程

者  

 利用者 所 の 、センター の

 

 センター 、 の 合

、利用者 の  

 利用者の 利用 計算機

、 会計年度

の  

 利用 内 計算機  

利用 の 合 、利用

の  

 利用 合 、利用 の  

 利用者 、 規 利用者

係 目 使用 、 使用  

 センター 、 の内規 合、

等 利用 合、 の 大規模計算機システムの運営

大 支 生 合 、 利用の

 

 

     

 の内規 、 成 年 日 、 成

年 日 用  
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 の 、 成 年 日  

     

 の 、 成 年 日  

     

 の 、 成 年 日  

     

 の 、 成 年 日   

     

 の 、 成 年 日   

     

 の 、 成 年 日   

     

 の 、 成 年 日   

     

 の 、 成 年 日   

     

 の 、 成 年 日 、 成 年

日 用   

     

 の 、 和 年 日   

 

 

大 大学 イ ーメディア ンター教育用

ステ 利用  
 

 の規程 、大阪大学サイバーメディアセンター（

センター ） ・運用 教育用計算機シ

ステム（ 教育用計算機システム ）の利用

関 、 の  

 教育用計算機システム 利用 の 者 、

次の 者  

 大阪大学（ 学 ）の教 員 

 学の学生 

 の サイバーメディアセンター （ センター

） 者 

 教育用計算機システム 利用 者（ 利用者

） 、 、大阪大学全学 基盤サー

ス 利用 の大阪大学 の の

 

 全学共通教育規程、 学部規程 研究科規程

授業科目の授業 合 、センターの 教育研究

情報教育教室 （ 情報教育教室等 ）

教育用計算機システム 利用 、

授業科目の 教員 、 、所 の 書 所

部 （全学共通教育科目の授業 利用 合

、 、全学教育推進機 ） 通 セ

ンター 出 、 の  

 規 合の 、センター 、

者 情報教育教室等 教育

研究の の教育用計算機システムの利用 係

合 、 の利用 支 の 内 、

 

 センター 、 の 、 の

書 者 通 の  

 の利用の 、 年 内 、  

会計年度  

 利用者 、教育用計算機システムの利用 、

ガイドライン  

 センター 、 応 、利用者 使用 教 

育用計算機システムの使用 制  

 センター 、 応 、利用者 利用の状 

況 果 の報告  

 利用者の所 部 （全学共通教育科目の授業 利用  

合 、 、全学教育推進機 ）

、 の利用 係 の 部  

 の の 、センター教授会の議 、

センター  

 の規 、センター

、 の  

 利用者 、 の規程 合 利用者の

センターの運営 大 支 生 、セン

ター 、 の者の利用  

 の規程 のの 、教育用計算機システ

ムの利用 関  、センター  

 

     

 の規程 、 成 年 日  

 大阪大学情報 教育センター利用規程（ 和 年

日制 ） 、  

  の規程 大阪大学情報 教育センター利用規程

基 、 成 年度の利用 利用者

、 の規程 基 利用の の  

     

 の 、 成 年 日  

     

 の 、 成 年 日  

     

 の 、 成 年 日  

     

 の 、 成 年 日  

   
 の 、 和 年 日  

 
 
・ イ イン関係 
 
 

大 大学 情報 ステ 利用者 イ イン 
  

の利用者ガイドライン 、大阪大学 ン ス

ネットワーク 、学内の教育研究 動 支 基盤

、大阪大学総合情報通信システム（   

  の 、 ）

サー ス 分 説  

、 サー ス 利用 次の

規程等 の 、 規 等

 

・国 大学 大阪大学情報セ ュ ティ 規程 

・大阪大学総合情報通信システム利用規程 
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・大阪大学総合情報通信システム運用内規 

のガイドライン 、

合 、 ーム ージ等の電子 報 の 、

のガイドライン  

 

 用語の  

   ガイドライン 使用 用語 次の

 

、 アクセスポイントの

 

ス ムメール 、 信者の 、

大 信 、電子メール メッセージ

 

ア ント 、コンピュータの利用者

の の 、 のサー

ス の 分 表  

イア ール 、 コンピュータ ネットワー

ク 部ネットワークの境 、内 の通信

・ 、 部の 内部 の ト

ェア 機 等のシステム  

部 ネットワーク 者 、 部 等の の運

用 関 業 支援 者 大阪大

学総合情報通信システム運用内規  

 

 サー ス  

 、次の 利用者 サー ス 者 サー

スの 用 基 利用者 者

利用 サー ス 、 等

の 、 ニュアル の 利用

 

 

  利用者 サー ス 

 ン スネットワークサー ス 

ン ス ネットワーク環境 サ

ー ス ネットワーク 用

、 学のネットワーク通信 全 の

ン スネットワークサー ス  

 

 サー ス 

 環境 、利用制

サー ス

所 ニュアル等 、 の 、次

 

 （ - ） 

 

 ン ス サー ス 

 学の講 室 セミ ー室等の公共性の高 等

、 環境 サー ス

利用 、

所 、 （ - ）

利用 、次

 

・ アクセスポイント  

（ - ） 

・ ン ス サー ス利用 ニュアル 

（ - ） 

  

学 、 ン ス サー ス

、大学等教育研究機関の ン ス の 利

用 実 、国 ローミン 基盤サー ス

大阪大学 所

学生 教 員等 サー ス 、 イ ン

イ 利用 能 利用

、 の 機関 サー ス

利用  

 、次の利用 ニュアル

 

（ - ） 

 

 メール ィルタ ン サー ス 

 学のドメイン メールサー ス 、メール

の ィルタ ン 機能 サー ス のサ

ー ス 、 ス ムメールの の

、ス ムメール の 、 の情報

メール ッ 利用者 の の

、利用者 ス ムメールの 分 能

、システム メール

能 年

メール 用 サイバー の 、 学内

メールサーバ 利用の 、 メー

ル ト の  

 、次の利用 ニュアル

 

（ - ） 

 

  者 サー ス 

 ジター用ア ント サー ス（ ジター システ

ム） 

 学の来訪者 ネットワーク環境

ア ント のサー ス ア

ント 、 能

大阪大学総合情報通信システム ジター 運

用  

 

 通信 サー ス（ネットワーク システム） 

 学内 通信 、 アクセス

ィルス 動 、部 等 通 サー

ス サー ス 情報 析 、サイバ

ー ィルス の 動等 合、情報

セ ュ ティインシデント 部 応

 

 、情報セ ュ ティインシデント 生 、

・ 等の  

（ -

）  

 

 ネットワーク サー ス（ネットワーク シ

ステム） 

 学内 通信 、 通信

のサー ス サイバー 学

利 生 通信 、 システ

ム 用 アクセス  
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 学内ネットワーク サー ス（ 端 システム） 

 学内通信 、 通信、サ

ポート アプ ーシ ン 、 性

ト ェア等 通信の

のサー ス サー ス のイントラネットワ

ーク基盤サー ス 大 の 果

システム 、 ネットワーク環境

、 イントラネットワーク基盤

サー ス 用  

 

 イントラネットワーク基盤サー ス（イントラネットワー

クシステム） 

 部 等のネットワーク環境 プライ ートネットワ

ーク 者 、イントラネッ

トワーク環境 運用 の基盤

のサー ス サー ス 用 、

の学内ネットワーク サー ス 大 利用

能 、 ネットワーク環境

能  

 イントラネットワーク基盤サー スの利用

の部 、所 部 の部 ネットワーク 者 通

 

 

 アクセス制 サー ス（ イア ール） 

 通信 、アクセス制

のサー ス ローバル ア

ド ス 、 イア ール 用 運用

、 サー ス 用 アクセス制

アクセスポートの 等 、所 部

の部 ネットワーク 者 通  

 

 サー ス 

 環境 、利用制

サー ス ネ

ットワークスイッ 実

サー ス 利用 の 、所 部

の部 ネットワーク 者 通  

 

 ネットワーク利用 の ・  

 の利用 、教育研究 動 学の運用 通信

ネットワーク の 会

、 者 全 コミュニ ーシ ン

の利用 、

、 ネットワーク 使用  

 、 全 利用の 、利用者の通信

 

 

  公  

の利用 大阪大学 ルール 、国内

の 用 関 の 日 の 、

作 等の 関 、 アクセス

の 、 利用のルール 、 ・

動  

 

  教育研究 動 学の運用 通信 のネット

ワーク利用 

   の利用 、教育研究 動 学の運用 通信

利用目 、利用 制 、

 

 

  の 運用  

 の運用 、

、大 のデータ 信 ネットワー

ク 高 、 の利用者

利用、 ィルス コン ス ート

ン ネットワーク 、

ィルス 等、 情 の運用の

、 者 、使用

コン ス ート ン  

 

  情報セ ュ ティの   

 の ー 利用 、

セ ュ ティ

出 合  

の 目 、基 セ ュ ティ

、 ェック  

・ ィルス ト インストール 、 イル

 

・ ト ェアのアップデート 、 のバージ

ン  

・サポート の 等 稼働 機

 

・ 性 ト ェア 使用 、

性  

・ スワード 、 使用 、 のサ

ー ス 同 の 使用 、 教 、

のサー ス スワード 、

の 合 等、

 

、 の の  

（ -

） 

、 学 国 大学 大阪大学情報セ ュ テ

ィ 規程 、 利用  

 

  運用 の協 の  

 サイバー 、セ ュ ティ ネットワー

ク 成 、 の運用 来

能性 規程の

等 、 合 運用 実

利用者 の運用 、

係 アン ート等の 協

 

 

 利用 書 

、部 ネットワーク 者等 通

書 の ージ

（ - ）

 

 

 関 の規 等 ガイドライン  
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の運用 通信 見 合、ネッ

トワーク 等の

実 合 、 全 ネットワーク運用 能

 

ネットワーク 利用 者 、 部 の部

ネットワーク 者 ネットワーク利用 情報セ

ュ ティ 関 教育・  

 

  

部 のネットワーク 関 、 部

部 ネットワーク 者 次

、 部 の部 ネットワーク 者

の

（ - ）  

部 ネットワーク 者 の 、次の 先

 

 
 部 ：情報推進部情報基盤 研究 システム （ ） 

内 ：（ ）  

メール： - -  

 
（  ） 

 
大 大学 イ ーメディア ンター ッ ー
利用者 イ イン 
 

  

 大阪大学総合情報通信システム    

   コンピュータネッ

トワーク のコンピュータ・通

信機 、 の 動作 通信 ト ェア 、教育・

研究 目 、情報推進 部 運用

 サー ス 利用

者 、 ガイドライン 国  

の 運用の 協 、教育

研究 通 、学 会の 業 会、 会、

会 利用

サイバーメディアセンターネットワーク 、  の 部

成 の 、サイバーメディアセンターの教 員・学生

者の全員 の目

のガイドライン 、  の目 果

成 、サイバーメディアセンターネットワークの

利用 の の  

、サイバーメディアセンター教育用計算機システムの利

用 、教育用計算機システム利用者ガイドライン 教

育用計算機システム利用 の 、

 

 

  学 ネットワーク 

 学 の通信 、  通信ネットワーク の

通信ネットワーク 、学 目

のネットワークの 用目 のネットワーク

、 のネットワークの規模 性能

、 国の大学の  サイト ーム

ージ 見 、 のネットワーク デー

タ 信 学 のネットワーク  内部

通信 同

データ 信 、通信 の ネットワーク

、  大 、

用 大 のデータ 信 、

利用 アクセス 、

ネットワーク の運用規 、 支  

の  

 

  の利用  

  コンピュータ同 の

、 コンピュータ 利用 の

会 、 利用

利用 、 の  

・ 公  

・ 学の教育・研究目  

・  の 利用  

、サイバーメディアセンターネットワーク の 全

運用の 、計算機の利用 アクセス先

の利用 、 の 見 合

利用者の  の利用 の 制

 

・ イルの ・ 動・ 製・ ・ 制 等

利用者 イルの 作 

・利用の  

・利用 の の  

 

 公  

  の 日 国内

日 国内 用 関 の 、

作 の 、 アクセス 、

、 、 、 国

国 の 用 能性

、次の

、 、 合 、

、

、 会  

 

 基 の  

  ネットワークの利用 、基

 

 表 のネットワーク の公開 

・性 ・ 信 言 ネット

ワーク 公開 、日 国 の 基

の  

  

ネットワークの利用 、

 

 プライバシーの  

 利用者の 情報 、利用者

の 情報 情報 信

公開  

 利用 の コンピュータ 通信機 の  

   の内 、ネットワーク の利用 の

コンピュータ 通信機 使用  

のネットワーク 合、大阪大学全
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部のネットワーク の 、

合 国 展 能性 、

の 試

、 、ネットワーク デ

ータ  

 の  

  、 の 作 動 作者の 利

の 画・ 説・ ト ェア の

作 、デ インの

作 の 製  

  、 ・ 誌・  ージ ・

図・ ・ ・ 、 製

、 分の  ージ 公開 、ネットニュース

作 の 、会

のロ ・ の  

、 能 の の

、大学 使用

ト ェア データ コピー  

 データの公開 

  用 画 ・ 公開

、 の ンク  

 利用 の 使用 

 利用者 、 、 分の利用 ア ント

使 利用者 、 スワード

のロ イン 計

算機 ネットワーク 使用 、 イル

のネットワーク 使

、 のロ イン ロ イン 、 、

のロ イン 、電子メール・ネットニュース・

電子 使用  

 ストー ー  

  ネットワーク 通 、 内 のメール

の 大 のデータ

の  

 

 教育・研究目  

  教育・研究の 運用

教育、研究 の支援 目

の 、利用制 の 分の

 

 

 ・ 教 動 

 ネットワーク 国 、 の ・ 教

利 動 用  

 営利 目 動の  

 告・ ・ の営利 動の  ージ 電

子メール 用 のプ ント 作成

 

 目 のデータの  

 の イル  ージ 、教育・研究の目

合 の  

 

  の 運用  

  の運用 言

、 、  ネットワーク

、 の利用者 利用

、 の  

 

  通信機 の 機 の 成

、 の 試  

 ネットワークの ト ェアの 成 、

の 試  

 ネットワークの 機能 ト ェア

、利用 、 の

試  

 大 の イル 度 信 、ネット

ワークの 機能 通信  

 

 ネットワーク 利用  

 公 、教育・研究目 合 利用

、

 

 

 利用  

 大阪大学の 成員 の 利用

言 メッセージの 信

 

 利用  

  大 のデータ 信 、  ネットワーク

利用 の 、

分 メール ト 、メールの 状

端 、 のシステム

共 利用者 の 、運用

、サイバーメディアセンターの教育用

計算機システムの 共同 利用 コンピュータ

、ネットサー ィン 、

利用  

 スワード  

  スワード 規の利用者

大 の 分の スワード 教 、

の スワード 使 コンピュータ 用

スワード 教 、教 利用

の スワードの

、 電 機 メ 、 スワー

ド スワード

、 の の 見

ア ント 用 、 利

、 、 スワード

、 分のア ント 内

の電子メール 信 合、 者

、 のア ント 利用 の計

算機 の 合 アタック

、ア ント 用 者 、

の  

 プライバシー  

  共用のサーバコンピュータ イル 、 の

利用者 アクセス

の 、 、

書 状 、

の イル 、

の内 見  ージ・ニュース・

、 のプライバシー情報
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  のセ ュ ティ 協  

 の 、  のセ ュ ティ  

、利用者 、コ

ンピュータ ィルス 、 信 信 のメ

ール 開 、 分の コンピュータ ィル

ス ト ワク ン ト ィルス ター

ン 状 、  の 見

者 通報 、  

 ネ ット  

  ネットワーク 利用

、 ネットワーク・

ット ネ ット の 、ネ

ットの  サイト 、

 

 

 教育用 ステ 学 用 メー ステ

利用者 イ イン 
 

 

の利用者ガイドライン 、教育用計算機システム 関係

の規程等 分 説 、学生用

電子メールシステム 説 全 の利用者

、 の利用者ガイドライン 教育用計

算機システム 学生用電子メールシステム 利用

 

、 の規程 次の の 先 、 学

情報システム 利用 、 大阪大学情報セ ュ テ

ィポ シー  等 教育用計算機シ

ステムの利用 、 教育用計算機システム利用規程  

 

、教育用計算機システム 大阪大学総合情報通信システ

ム 運用 の 、教育用計算機システムの全

の利用者 大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドラ

イン  

の利用者ガイドライン 、

合 、 ーム ージ等の電子 報 の 、

の利用者ガイドライン  

 

教育用計算機システム 

教育用計算機システム 、サイバーメディアセンター

教育研究 の教室、箕面総合研究 ・ の教室 分

端 室のコンピュータ、通信機 の 動作

ト ェア 成 システム 教育

用計算機システム 、サイバーメディアセンター ・運用

 

 学生用電子メールシステム 

 大阪大学 学生用電子メールシステム 、 学

の情報 信 情報 通 、 学 の 学 関

情報 の の 、ルール ー

全 使用 、 の利用者

、 、 学の 会 信用

能性 の スク 、情報

、電子メール 全 利用 次の

、 業 学 機会

の電子メールアド ス 用  

 
・利用 者 

学生用電子メールシステム 、大阪大学の全 の学生  

サイバーメディアセンターの教室 授業 教員 

利用  

 

・メールア ント スワードの  

大学 メールア ント スワード  

、所 者 、  

メールア ント スワード 教  

 

・情報セ ュ ティポ シー等の  

学生用電子メールシステムの利用者 、大阪大学情報セ  

ュ ティポ シー等  

 

・利用者の  

学生用電子メールシステム 利用 生 、 

・ 関 、利用者 の  

 

 

・利用の  

業 、 の 、学生用電子メールシ 

ステムの ア ントの利用  

 

・学生用電子メールシステムの利用 関  

メールの 作 システム運用・ 関 の 、 

の  

情報推進部情報基盤 教育 システム  

- -  

-  

 

メール 書 内 関 、 のメール 書

合 先  

 

 

 

コンピュータ ／ネットワーク の  

コンピュータ ネットワーク の 、日 国内

国内 用 、

教育用計算機システム、学生用電子メールシステムの利用

者ガイドライン 、

教育 見 、

教育用計算機システム 学生用電子メールシステム

、 利用 ー

 

教育用計算機システム 大学の の 、大学の

用 、教育用計算機システム

用 教育用計算機システム 利用 利

、 、プロ ラミン のアルバイト、 教

講 のアルバイトの の 書作成
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目 利用 の内、 のア ント 使用

分のア ント 使用 シス

テム運用業 の

利用者 、利用 の 制

、大阪大学の規

 

教育用計算機システム 利用 、 の利用者 教育用

計算機システム運用 者の スワード

の 、コンピュータの 利用

の の 、 の

、 同  

 

講 習 の  

講 習 教育用計算機システム利用規程

合、 講 習 の

、教育用計算機システム利用規程 用

所 講 習 、 ンニン 、

出 、 の ポートのコピーの 出 、 の講

室 合 同 、

の の出 の 、 の 、 の講

室 合 同 、大阪大学の規  

、 学生 分のロ イン スワード  

教 、教育用計算機システム 利用 講 の 出

合 のア ント 利用 、

、 の 、 、 教育用計算機システムの

利用者 教育用計算機システム運用 者 、

出 分内 関

教員 、 出 分

 

 

の  

教育用計算機システムのネットワーク環境 、 イアー

ール ネットワーク機 用 、

のネットワーク 通信 制

、 の 、 の

の  

大阪大学 のネットワーク 合、

大阪大学全 部のネットワーク の

、 合 国 展 能性

大学 、

試 合 分の  

のネットワーク の 、大 の電子メ

ール 等、 のシステムの運営

合 同 、 スワードの 等、

の の コンピュータ 、

 

 

の  

作 ト ェアの 作 教育用

計算機システム ト ェア ー ト

ェア ド ュメント コピー 出

ー ト ェア 部 利用

合 、利用者 の の基  

作 の コピー 教育用計算機システム 使

作 、 使用の 合 関 の規

教育用計算機システム 利用者の 内

の 、教育用計算機システムのコンピュータの利用

使用  

電子 等インターネット の の 作 同

作 の

、 、電子 の 、出 明 作  

等 の 部 用 、出 明

作 の全部 用 等 作

 

 

の  

教育用計算機システム利用規程 明 、

教育用計算機システムのコンピュータ 、 の部

使用のプ ンタ用紙等 出 、

 

 

運用 の  

コンピュータ プ ンタの電 の 作 セット 作

機 の 等の 、教育用

計算機システム運用 者 作 合  

教育用計算機システムの運用 の利

用者の イル 、 のネットワーク 等 生

合 、 分

、教育用計算機システムの運用

電 プラ コネクタ 等の の 、

ィルスの 等の 、 - の  

等、  

 

イルの  

教育用計算機システムの 利用者 、教育用計算機システム

内の、 の イル 利用 、

イル 大阪大学の の 部 、利用者

の 教育用計算機システム

、 利用者の イル の利用者

コピー 、 イルの ード 利用者

利用者の ミス 、

イル の利用者

の 、 の利用者 イル 、教育用計

算機システム 全  

 

システムの運用  

教育用計算機システム 学生用電子メールシステム運用

者 、 ／ 見 合、 ア ント

の利用 の 使 ア ント

用 の 合、 果 用 者

の利用 、 用の 実 、利

用  
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利用者の 、 学年、所 学部、ロ イン システ

ムの利用 度等 、 ／ 合

情報  

教育用計算機システム運用 者 、利用者の イル

のプライバシー 、 イルの 等

、 動 、 応 動 作

内 の 等 、機 の

、利用者の イル 教育用計算機システム運 

用 者 ードディスク等 コピー 、

 

教育用計算機システムのコンピュータ イル

、 の

の イルの 推

合 、内 の開 利用者

、 イル の使用 信 電子メールのサイ

制 の制 利用者 、 イル 電

子メール  

 

利用等 関 分 

コンピュータの 、大学 内の の

合 同 ／ の

、 生 の、ア ントの利用 等

の 、 見 教育用計算機システム運用

者の  

 

ネットワーク・ ット 

ネットワーク 利用  

、 ネットワーク・

ット ネ ット の インターネットの

、 、インターネ

ット 利用  

・ア ント・ スワード  

・ 会ルール  

・  

・ 作  

・プライバシー  

 

 
1（セ ュ ティポ シー： 

- ） 

2（関 規程等の 所： 

- ） 

3  成 年 日 アクセス の 等 関  

、 アクセス の  

・ 等の の  
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